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第一章【すれ違い】

誤認し、噛み合わなくなること。









　桜さくらノの宮みや高校の生徒で夏なつ川かわ雫しずくの名前を知らない者はいない。

　艶のある長い黒髪。硝子がらす玉だまのような透き通った瞳とクールな目元。筋の通った鼻に薄桃色の唇。顔を形作るそれらは職人が手がけたような一流品ばかり。

　発育もよく凸凹のはっきりした身体からだつきは少女という殻を完全に破り捨てている。

　まさに高たか嶺ねの花はな。否いな、雲の上の存在と言ってもいい。

　そんな美少女と平凡な少年が恋人になれるのは二次元だけ。

　──僕、小こ森もり翔しよう太たもそう思っていた。

　普通・平凡・凡庸を体現した僕が夏川さんと恋人関係になったのは三ヶ月前。

　ありきた罰ゲりな事情ームで彼女に告白したのがきっかけだ。

　言わずもがな夏川さんは絶世の美少女。お近付きになりたい男子は星の数ほどいる。

　彼女は異性からの告白を常に氷ひよう殺さつしてきた。例えばＡ君の実体験を紹介しよう。

　彼は夏川さんに「あなたと釣り合わないことは承知しています。でも好きなんです。付き合ってください」と告白したらしい。

　その告白に対し彼女の返事は、

「教養のかけらもない告白ね。漫画の言葉を借りてどれだけ知性がないのか言い換えてあげるわ。『価格は高くて性能は低い電化製品ですけど良かったら買ってください』よ。一体どこの世界にそんな不良品を買うバカがいるのかしら」

　これを聞いたＡ君は凍死した。

　至近距離で絶対零度を食らった彼は数時間硬直していたという。

　それを耳にした男子たちはお腹なかをかかえて大爆笑。他人の不幸は蜜の味らしい。

　もちろん僕も色よい返事を期待してなかったんだけど、

「ぜひお付き合いしましょう」

　あまりに予想外過ぎる承諾に僕は凍死した。

　えーと、あれ？　どうしてこうなった？




　　　　☆




　これまでプレイしてきた恋愛シミュレーションゲームを振り返ってみる。

　この手のゲームは主人公がヒロインとのイベントをこなし、フラグを回収することで恋人関係へと発展していく。

　ここでぜひ考えて欲しい。イベントをこなすどころか、会話したことさえないヒロインが主人公に惚ほれている。そんなことがありえるだろうか。

　少なくとも数多あまたのギャルゲーをしてきた僕の記憶にその手のものはない。

　正直なところ、夏川さんが色よい返事をしてくれた理由が分からなかった。

　ここで断言しておくけれど、僕と夏川さんは間違いなく高校からの付き合いだ。

　実は幼少期に結婚の約束をした女の子──なんてベタな過去は絶対にない。これは神に誓って本当だ。ただし僕が一週間フレ◯ズでない限りは。

　じゃあ僕が川に流された子犬を救出しているところを目撃されたのか。

　それもノーだ。なにせ溺れかけているところを大型犬に助けられたことがある僕だ。ギャップなんてない。

　というわけで夏川さんの真意を確認せずにはいられなかった僕は告白がＯＫである理由を聞いてみた。

「端的に言うわ。男除けのためよ」

「ですよね！」

　夏川さんが僕の告白を断らなかった理由。

　それは偽りの彼氏を作ることで異性から向けられる好意を緩和するためだった。

　早い話がフェイク。ようやく合点がいった。

　ただそれが理由でも謎は残るわけで。とりわけその中でも分からないのが、

「えっと……どうしてそのフェイクが僕なの？」

「だってあなた……私に興味がないでしょう？　いえ、違うわね。興味はあるけれど進展を期待していない。私と距離を縮めようなんて微み塵じんも思ってない。目を見れば分かるわ。私をモノにしようと意気込む男は目の奥に欲望をギラつかせているもの。でもあなたは違う。目の奥にあるのは諦めを通り越した無関心よ」

「ええーと。つまるところ無害認定をされたってことですか？」

「平たく言えばそういうことよ。ふふっ。理解が早い男の子は嫌いじゃないわ」

　笑みを浮かべる夏川さん。

　それは見た者の魂を奪ってしまうほどでドキッとさせられてしまう。

　さて、そんなわけで彼女と付き合い始めることになったんだけど、この三ヶ月間、それはもう本当に大変だった。

　まず男子生徒からの嫉妬と殺意。これがエグい。

　イジメに発展しないよう細心の注意を払ってきたけれど、やっぱり露骨な嫌がらせというのはあるわけで。

　何が一番大変かって僕と夏川さんの関係がフェイクだとバレてはいけないことだった。

　なにせ彼女の目的は言い寄る男子の数を少なくすること。フェイクだと見破られてしまっては意味がない。

　そんなわけで夏川さんの徹底した演技は僕の度肝を抜くものだった。

　下の名前で呼び合うことはもちろん、登下校も一緒。それも周囲に見せつけるように。

　身に余る幸せな時間を三ヶ月過ごさせてもらったわけだけど、どうやらそれも終わりを迎えたらしい。

　というのもこれまで女優レベルで恋人を演じていた夏川さんの態度が硬化し始めてきたからだ。

　例えば夏川さんをデートに誘うのは僕の役目だったんだけど、以前の彼女なら、

「ふふっ。楽しみですね翔太くん」

　なんて甘い声と笑顔を向けてくれていた。なのに最近では、

「どうして私が小森くんとデー……じゃない。出かけないといけないの？　お断りします」

　まさかの名字呼び。しかもひどく冷たい態度ときた。

　えっ……ええええっー!?　いくらなんでもそりゃないんじゃない!?

　僕たちが恋人だと思い込ませるために人前で声をかけるよう指示したのは夏川さんじゃないか！　これじゃ逆効果になっちゃうけどいいの!?

　そんな僕の心配は現実のものとなる。

　夏川雫には恋人がいると刷り込ませてきた努力が水の泡になったんだ。

　というのも彼女の僕に対する態度が硬化した噂うわさはすぐに広まり、僕たちの関係は消滅しかけていることになった。

　当然夏川さんに迫る男子は倍増。あれよあれよという間に元通り──いや、三ヶ月前よりも勢いが増してしまった。

　傷心している夏川さんにならワンチャン、そんな心理が働いているからだろう。

　正直なところ、フェイク終了は残念じゃないと言えば嘘うそになる。

　でも仕方ない。夏川さんと恋人ごっこができるだけでも身に余る幸せだったんだから。

　一生分の幸運を使い切ってしまったと言っても過言じゃない。

　だからそろそろ気持ちの整理をしないとね。

　だって僕は夏川さんが男の人と一緒に出かけているところを目撃してしまったんだから。

　それも僕なんかとは比べ物にならない、モデルのような男の子と。

　遠目からでも美男美女で理想的なカップルだと認めざるを得ない。

　そんなわけで僕は夏川さんから身を引くことを決意した。

　ちょっと楽しい時間を過ごしたからといって、いつまでも彼女に執着する男にはなりたくない。そもそも本物の恋人ってわけでもないしね。

　けれどこのときの僕は夏川さんの異変の理由なんて知る由もなかった。

　まさか彼女が──。




　　　　＊　夏川雫　＊




　なんで!?　どうしたのよ私!?

　翔太くんがデートに誘ってくれたのにどうしてあんな態度しか取れないのよ!?

　というか最近の私変ね。気が付けば彼を目で追ってるし、目が合うと動どう悸きが激しくなる。

　それを悟られないようにしたら翔太くんを睨にらみつけてしまうし……。

　数日前まで完璧な恋人を演じられていたのに今じゃまともに会話することさえ出来ない。

　あー、もう認める！　認めるわよ！　私が小森翔太くんにベタ惚れしてしまったことを。

　まさかフェイクに協力してもらっただけで惚れてしまうなんてずいぶんチョロい女になったものね。でもこのままあまのじゃくでいるわけにもいかないわ。

　だって私たちの関係が消滅しかけている噂が流れているじゃない！　ダメよ、そんなの。絶対ダメ！　明日、明日こそはきちんと恋人に徹しよう！

　けれどこのときの私は多難が待ち受けていることを知らなかった。

　まさか弟と出かけているところを目撃されているなんて思ってもみなかったんだから。




　　　　＊　砂すな川がわ健けん吾ご　＊




　俺の名前は砂川健吾。夏川雫の実弟だ。名字が違うのは俺たちの両親が離婚しちまったから。姉がお袋に引き取られ弟の俺が親父おやじに引き取られたというわけだ。

　そういう事情で、姉との再会も久々なのだが、

「はぁっ!?　男を落とす方法を教えて欲しいだぁ!?　何言ってんだよ姉さん！」

　相談があるという理由で姉から呼び出された俺は喫茶店で声を荒らげてしまう。

　これまで数千人以上の男から告白された姉からそんな相談をされるとは。一体誰が予想できたってんだ！

　衝撃的過ぎて両目を剥むく俺とは対照的に優雅に紅茶を飲む姉さん。

　飲み物を口にするだけで絵になる女が本当に何を言ってんだろうな。

「声が大きいわよチャラ男」

「誰がチャラ男だ誰が！　こちとら心に決めた彼女がいんだよ！」

「弟の下半身事情なんてどうでもいいの。そういう下品なのは控えてもらえるかしら」

「この女あま……！」

　歯を食いしばりながら毒を吐く姉を睨ねめ付ける。

　まっ、この女の悪癖は今に始まったことじゃねえか。男嫌いの姉に年相応の感情が芽生えて安心したぜ。

「……で？　一体どんなヤツなんだよ」

「はい？」

「だーかーら、姉さんが惚れた男ってのはどこのどいつだって聞いてんだよ」

　姉の男嫌いが筋金入りだってことは弟の俺が一番よく知っている。

　そんな姉に落としたい男ができたのだ。知りたくないわけがない。

「……たくんよ」

「はっ？　聞こえねーよ」

「だから同じクラスの小森翔太くんよ。何度も同じことを言わせないで頂戴」

　俺から視線を逸そらしながら、頬ほおをかあぁぁっと紅潮させる。

　おっとやべえ。これはどうやらマジのやつだ。

　初めて見る姉の乙女姿にさすがに声が出ねえ！

　ぶっちゃけ今の恥じらいを見せるだけでイチコロだろうによ。

　まっ、仕方ねえ。さっさと成就させてやるかな。

「名前だけじゃどんなヤツか分かんねーだろ。俺たちは他校に通ってんだから。写真とかねえのかよ」

「待ち受け画面でいいかしら」

「おっ、おう……」

　まさかの待ち受けかよ!?　小森に骨抜きにされてんじゃねえか！

　差し出された携帯に視線を落とす俺。そこにはコメントに困る男が写っていた。

　なんというか普通・平凡・凡庸という言葉がこれ以上似合う男を俺は知らねえ。

「えっと……」

「どう？　健吾の百倍カッコ良いいでしょう？」

「ねーよ！」

　他人を見下すつもりはねえが、こいつに劣っていると言われるのはプライドが許さなかった。

　姉と同じく容姿が整った俺は自慢じゃないが女に困ったことはない。

　だからって女遊びをしたことは一度もねえけどな。

「えっ、なに？　もしかして翔太くんより自分の方がイケてると思っているのかしら？　だとしたら片腹痛いわ」

「恋は盲目とはよく言ったもんだぜ……で？　こいつのどこが好きなんだ？」

「よく聞いてくれたわね。それが翔太くんときたら──」

　──それから二時間。

　普段は言葉数が少ない姉さんからマシンガントークが繰り広げられた。

　これが銃なら俺の全身は穴だらけだ。

　要約すると姉さんは小森にフェイクをお願いし、恋人を演じているうちに本気で好きになってしまったらしい。

　これまで男を好きになったことのない姉さんはどうしていいのか分からずに冷たい態度を取ってしまうのだとか。

「なるほど……なんにせよ小森と本物の恋人になりたいってことでいいんだな？」

「……えっ。ええ。そうよ。だからお願い。どうすればいいのか教えてもらえるかしら。こんなことを聞けるのはあなたしかいないのよ」

「……まぁ。まずはフェイクを終わらせたいと打ち明けるべきじゃねえの。話はそこからだろ」

「たしかにその通りね。まずはこの関係を終わらせたいと告げるのが先よね？　ありがとう健吾。明日きちんと伝えてみるわ」




　　　　＊　小森翔太＆夏川雫　＊




「小森くん。少しいいかしら？」

「あっ、はい。なんですか」

　放課後。偽りの恋人関係を終わらせるべく、夏川雫は緊張の面持ちで小森翔太に話しかける。

　しかしこのときすでに二人は致命的なすれ違いをしていた。

（……予行練習は死ぬほどしたもの。大丈夫、きっと上手うまく行くわ。フェイクを終わらせて本物の恋人になりたいことを告げるのよ！）

（ああ……いよいよ夏川さんとお別れ……か。覚悟はしていたけどやっぱり寂しいや。こんな感情を抱くこと自体おこがましいんだろうけど）

　今最も注目されている恋人ということもあり、早くも聞き耳を立てるクラスメイトたち。

　小森と夏川の言葉を今か今かと待っていると、

「この関係を終わらせたいのだけれどいいかしら？」

　振ったああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!

　夏川雫の斬り捨てに教室が暴風状態と化す。

「……わかりました。夏川さんが望んでいることを受け入れます」

（えっ、えっ!?　夏川さんが望んでいることを受け入れます!?　まっ、まま……待って!?　それってつまり私と本物の恋人になることを承諾してくれたってこと!?）

　全国模試で常に一位の夏川雫。恋愛はポンコツであると証明した瞬間であった。

「……そっ。それじゃあこれからもよろしくね」

（フェイクが終わるのにこれからもよろしく……？　あっ、ああそういうことか。つまりこれまでのことは他言無用ってことだね？　大丈夫、安心して。不用意に言いふらすようなことは絶対にしないから）

　こうして夏川雫は小森翔太と恋人関係になれたものと勘違いし、小森翔太は完膚なきまでに玉砕したと勘違いすることになった。

[image: ]




　　　　☆




　翌日。

「転校生を紹介する。入れ高たか嶺みね」

「高嶺繭まゆ香かです。よろしくお願いします」

「……えっ!?　繭姉!?」

「えっ、嘘うそ!?　翔ちゃん!?　翔ちゃんなの!?」

　小森翔太は初恋の幼おさな馴な染じみ、高嶺繭香と再会することになった。




　　　　＊　夏川雫　＊




　嫉妬という感情が分からなかった。意味は『自分より優れた者を妬み嫉そねむこと』らしい。

　だからこそ初めて芽生えるこの感情にどうしていいか分からない。

　突然の転校生。その正体は小森翔太くんの幼馴染らしい。

　しかも彼女は私の目から見ても美少女だった。

　栗くり色いろの髪はふわりとウェーブがかかっており、端整な顔には入念なメイク。しかもスタイルまで抜群。男の好みを完全に体現している。そう感じてしまった。

　翔太くんと高嶺さんは再会するや否いなや、私の知らない過去話に花を咲かせていた。

　彼のあんな楽しそうな顔は初めて見たわね。

　それが嫌だ。すごく嫌だ。私以外にあんな顔を向けないで欲しいと心の底から思う。

　泥のように冷たい感情が私の中に流れ込んでくる。

　ああ……なるほど。これが嫉妬なのね。あまり歓迎できるタイプの感情ではないわね。

　だって人格を支配されそうになっているもの。彼女さえいなければって。

　けれど私の内心はさらに荒れ狂うことになる。

　高嶺さんの転校に合わせて席替えをすることになったの。

　これまで私は席が替わるという、ただそれだけのことにバカ騒ぎする生徒の思考が全く理解できなかった。

　けれど今なら分かる。彼らがなぜ騒ぎ、何に期待していたのかを。

　あれはきっと意中の相手と隣同士になりたい、もしくは離れたくない気持ちを抑えられなくなった表れだ。なにせ私もまったく同じ気持ちだもの。

　というのも私の席は翔太くんの隣。

　ついこの前までフェイクを見せつけるのに好都合としか思っていなかったのに離れてしまうと思うと胸が張り裂けそうだわ。

　それだけじゃない。もしも翔太くんと高嶺さんとが隣同士になってしまったら……。

　濡ぬれた犬のように頭を振る私。悪夢を追い払い、唇を噛かみ締しめる。

　心なしか目が潤んでいたかもしれない。

　人生で初めて神頼みをする私。これまで架空の存在を崇拝するなんてバカらしいと言ってごめんなさい。

　どうか……どうか翔太くんともう一度隣の席に！　結果は──、

　やっ、やっ……やったあぁぁぁぁっー!!

　幸運にも再び翔太くんの隣の席に当たる。あまりの嬉うれしさに飛び跳ねてしまいそうだわ。

　翔太くんもこの結果を喜んでくれているかしら。

　気になった私は浮かれた気持ちを押し殺し、彼に視線を向けてみる。

（ええええぇぇぇぇっ!?　なんか夏川さんがめちゃくちゃ睨にらんでくるんですけど!?　やっぱり嫌だよね？　そりゃそうだよね！　ようやくフェイクが終わったのに隣って……ええっと、つまり僕が睨まれている理由って『お前、何この結果を甘んじて受け入れてんだ。何とかして席を替えやがれ』ってことでいいんだよね？　だったら──）

「先生！　繭姉──じゃない。高嶺さんは目が悪いので夏川さんと入れ替わってもらうのはどうでしょうか」

　ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!

　ちょっ、ちょっと待ってよ翔太くん！　いま私は人生最大級の幸運を噛み締めていたところよ!?　なんで天国から地獄に叩たたき落とそうとしているのかしら!?

「そうだな。高嶺の心境を考えれば小森が隣の方がいいな。よし、夏川代わってやれ」

　嫌です！　あまりふざけたことを言っているとぶっ殺すわよ先生！

　なんて思ったものの、結局私は高嶺さんと席を代わることになってしまった。

　だって翔太くんときたら期待した目でこっちを見てくるんだもの。

　どこか誇らしげなのが腹だたしい。

　私というものがありながらそんなに高嶺さんと隣になりたいのかしら。

　……泣くわよ。

　とはいえまだ大丈夫。焦るほどではないわ。

　なにせ私たちはフェイクを経て本物の恋人になったばかり。放課後はいつものように下校できるに違いない。

「ねぇ、翔ちゃん。もしよかったら一緒に帰らない？　ほら、久しぶりの再会ってことで積もる話もあるでしょ？」

「うん♪」

　なんでよ!?　だからなんでそんなに楽しそうなのよ翔太くん！

　今の『うん』なんて語尾に♪が付いていたじゃない！

　私と下校するときはいつも緊張した面持ちだったくせに！

　なんて不満を募らせている間にもせっせと帰り支度に勤いそしむ翔太くん。

　その様子はまるで高嶺さんと二人きりになりたくて仕方がないと言わんばかりだった。

　……えっ？　二人きり……？

「もしよかったら僕の家に来ない？　きっと母さんも繭姉を見たら喜ぶと思うんだ」

「もしよかったら翔ちゃんの家に寄っていい？　久々におばさんの顔も見たいし」

　ぎゃああああああああああああああああっ!!　なにいまの精神攻撃!?　見計らったかのように息ぴったりだったのだけれど！

　心が！　心が壊れちゃう！

　いとも容易たやすく私のＡＴフィールドを貫通させるのはやめてもらえるかしら。今の一撃はロンギヌスの槍やりに匹敵するわ。
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　って、そうじゃなくて！　えっ、なにっ!?　まさか翔太くん……再会して間もない彼女を自宅に連れ込む気!?

　というか幼馴染ってだけで彼に招待してもらえるの？

　なにそれ。卑ひ怯きようにもほどがあるのだけれど。

　私でさえ家にお邪魔したことがないのに。こんなことならフェイクをしている間に行っておくべきだったわ。

　その発想がなかった当時の自分を殴り飛ばしてやりたいわね。

　……はぁ。羨ましい。

　幼馴染という圧倒的な戦力に叩きのめされている間に教室を後にする二人。

　えっ、えっ、ちょっと待ってよ！　もう少し私のことを気にかけてくれてもいいんじゃない!?

　急いで追いかけなきゃ！　彼の部屋で二人っきりになんか……絶対にさせてあげないんだから！

「あの……夏川さん。このあとちょっと時間いいかな？」

「あアん？」

「ひぃっ！　ごめんなさい。何でもないです！」

　名前も知らない男子生徒から話しかけられた私は無意識に殺意を放ってしまっていた。

　それに当てられた彼は悍おぞましい未確認生命体でも見てしまったかのように戦慄している。

　こっちはそれどころじゃないの。モブは引っ込んでなさい！




　　　　＊　高嶺繭香　＊




　下校中。私は早速切り出すことにした。

「そういやさ翔ちゃん……」

「ん？　なに繭姉？」

「夏川さん……だっけ？　彼女に振られたって本当？」

「うぐっ……！」

　私の質問に分かりやすくむせる小森。

　おいおい、なんだそのベタな反応。そういうのはノーサンキューだっての。

　……にしても。

　私は咳せき込む小森を流し見つつ思う。

　ほんと変わらねえな。普通・平凡・凡庸ってこいつのためにある言葉だろ。

　外見、性格、スペックが未いまだに脇役モブレベルとか再会したこっちがビックリだっての。

　ちったぁ私を見習って自分を磨くとかさ、そういう発想はないわけ？

　路傍の石ころは誰からも相手にされないってことが分かんねえのか。高校生にもなって気付けてないとか致命的だろ。

　私、高嶺繭香と小森翔太は幼馴染だ。と言っても幼い頃に婚約した男でも何でもない。

　というか、幼馴染に夢見過ぎ。あんな設定はきもオタが自分で気持ちよくなるために編み出した妄想だっての。

　だいたい性別問わず好意を寄せられる私が小森なんて相手にするわけないっての。笑止。

　えっ、じゃあなんで小森と下校してんのかって？

　そんなの決まってんだろ。

　さっきから尾行してやがる夏川雫（バレてねえとでも思ってんのか）と小森が楽しそうなことになってるからだよ。

　だから他の生徒の誘いを断ってまで家に邪魔しようとしてるわけ。人の目があるところじゃこいつらの関係を詳しく聞けねえからな。

　というのも、どうやら小森と夏川雫は私が転校する前日まで付き合っていたらしい。

　らしいってのは、私が転校したばかりで情報不足だからだ。どうもクラスの連中の話は納得がいかねえんだよな。だっておかしいだろうが。小森と夏川が付き合っていたなんて。

　夏川雫は間違いなく本物の美少女だ。ぶっちゃけオーラが違う。

　努力じゃ決して辿たどり着くことができない異世界の住人と言ってもいい。

　そんな彼女が小森と付き合っていた？　バカバカしい。誰がそんな情報を鵜う呑のみにするかよ。うまい儲もうけ話の方がまだ信じられるっての。

「えっと……もしかして転校初日に聞いちゃった？　僕と夏川さんのこと」

　ようやく落ち着いた小森は気まずそうに問い返してくる。

　私は昔から接していた姉モードで肯定する。

「うん」

「そっか……」

　おいおいなんだその落ち込みよう。まさかマジで付き合ってたんじゃねえだろうな。

「えっと……これから話す内容は絶対に口外しないで欲しいんだ。僕と繭姉だけの秘密。それを守ってくれるなら何があったのかを話すよ」

「大丈夫。約束は守るから教えてもらえる？」




　　　　☆




　小森から打ち明けられた秘密は予想通り、偽装カップルフエイクだった。

　そりゃそうだ。一体どこの世界に価格も性能も悪い電化製品を買う女がいるってんだ。

　小森と付き合うならそれ相応の対価がねえと割に合わねえだろ。

　……にしてもつまんねえ秘密だな。

　想定の範囲内だし、これで小森も用なしか……。

　そんなことを考えていた次の瞬間。私は嫉妬が入り混じった視線を感じ取った。

　おいおいおい……アホか私は。まだ最大の謎が一個残ってんじゃねえか。

　どうして夏川雫ほどの女が私たちを尾行してやがるのかだ。

　さっきも言った通り女は打算的に動く。

　つまり小森がただのフェイクならわざわざ私たちの跡をつける理由がねえ。

　好きでもない男のことなんざゴキブリ以上に興味がねえはずだ。

　なのになんで……？

　……。

　…………。

　………………。

　……いや、待て。いくらなんでもそりゃねえだろ。それこそマジで意味が分かんねえ。

　ありえない。絶対にありえない！

　そう信じ込もうとする私の脳内にメガネを反射させた小学生ガキが侵入してくる。

　彼は私を諭すように、

『高嶺……不可能な物を除外していって残った物が……たとえどんなに信じられなくても……それが真相なんだ!!』と告げてくる。

　うるせえよメガネ。

　とはいえ、夏川雫が尾行している理由なんてこれ以外考えられないし……。

　それにこの推理が正しいなら教室で感じ取った夏川からの敵意にも説明がつく。

　というのも私は転校初日にも拘かかわらず夏川から負の感情を向けられていた（気がする）。

　嫌いなタイプの女が転校してきた、そう思われていると推測していたが──。

　電柱からこちらの様子を窺うかがっている夏川をチラ見したあと、カマをかけてみる。

「じゃあさ──明日から私と付き合ってみる？　実は翔ちゃんのこと気になってたんだ」

　夏川にも聞こえるようあえて大きな声で言ってみると、

　──ガシャーンッ!!

　背後で金属音が鳴り響きやがった。

　おそらくゴミ捨て場の空き缶にでもぶつかったんだろうが……。

　いくらなんでも動揺し過ぎだろ。なんだよ『ガシャーンッ!!』って！　バグり方が異常だろ！　まさか小森に本気で惚ほれちまってんじゃねえだろうな!?

　ここで私は情報を整理してみる。

　・小森と夏川は偽装カップルだった（ただし、フェイクであることは秘密にしていた）

　・夏川から偽装カップルをやめたいことを告げられる。クラスメイトは小森が振られたと勘違い

　・小森曰いわく、夏川が別の男（それもイケメン）とデートしていた。真相は不明だが、そいつが本物の彼氏ではないかとのこと

　・夏川は小森に気がある（でねえと尾行の説明がつかねえ。私の告白嘘にあそこまで動揺するってことは脈なしはねえだろう）

　結論──どこかですれ違いが発生した。

　あくまで推測だがフェイク終了は夏川が小森に惚れちまったからなんじゃねえか？

　フェイクのままじゃ恋人としての進展はねえからな。

　……くくっ。おもしれえ。こうなりゃ話は別だ。ぶっちゃけ私は夏川のような女が好きじゃない。たいした努力もしてないくせにいつも美味おいしい思いをしやがって……。

　最初から何もかも持っている女が妬ましくて仕方がない。だから一度ぐらい挫折させてやりてえ。

　本気で好きになった男が手に入らない。

　それはこれまで欲しいものをなんの苦労もなく手に入れてきた夏川にとって苦痛でしかないはずだ。

　──私は小森を攻略することを決意した。




　　　　＊　砂川健吾　＊




　とある喫茶店。

「ううっ……けんごぉ……健吾ぉ……！」

「ちょっ、落ち着けって姉さん！」

　初めて見る姉の泣き姿に俺はどうしていいか分からなかった。

　いつも冷静沈着な姉さんがここまで取り乱すなんて……ただ事じゃねえな。

　心中穏やかじゃない俺だったが、

「翔太くんが……！　翔太くんが浮気したぁっ！」

「はあっ!?」

　とにかく泣きじゃくる姉さんの話は要領を得なかった。

　浮気だ、二股だ、なんて言葉が漏れ聞こえてくる。

　その言葉が事実ならさすがの俺も出るところへ出るつもりだ。姉さんと付き合っていながら別の女に手を出すなんて許せねえ。

　世の中には草食系に見せかけて実は肉食なんつうタチの悪い男子がいるらしい。

　姉さんに限らずそういうヤツらに遊ばれた女の子は少なくねえだろう。

　だが俺は小森に関してはただの草食系だと思っている。それも確信に近い形でだ。

　たぶん何かの手違い、もしくは勘違いじゃねえかと思うわけよ。

　先日の小森についての話からは心に決めた女を大事にする人間像が浮かんできたからだ。

　彼女や恋人を悲しませるような人間じゃない（と信じたい）。

　となると姉さんの早とちりってことになるわけだが……。

「ぐすんっ」

　……はぁ。仕方ねえな。ちゃんと見極めてやるよ。




　　　　☆




　話をまとめると、どうやら姉さんは偽装カップルフエイク終了を告げることができたようだった。

　小森もそれを承諾。恋愛関係的にはようやくスタートラインに立ったわけだ。

　しかしそこに小森の幼おさな馴な染じみ、高嶺繭香が転校してくる。

　どうやら彼女は小森との距離が近いらしい。

　小森は幼馴染と一緒に下校することになり「明日から私と付き合ってみる？」と告白された。

　対して小森の返事は保留。

　高嶺は大事な幼馴染だから軽い気持ちで付き合いたくないと、そう告げたらしい。

　姉さん曰く「あれはキープに違いない」とのことだが……。

　……ちょっと待て。

　今の話に浮気、二股だと決めつける根拠はどこにあった？

　小森が二股野郎だと断定するには姉さんと恋人になった事実が必要だろ。

　今の話じゃ一方的に姉さんが嫉妬しているようにしか聞こえねえぞ？

「概要は理解した。ところで姉さん」

「なによ？」

「小森に告白はしたんだろうな？」

「ちゃんとしたわよ！　この関係を終わらせたいですって」

「それだ！　それだよ！　なんでそれで姉さんと小森が付き合うことになるんだよ!?」

「えっ？　でも翔太くんは夏川さんが望んでいることを受け入れますって……」

「いやいやいや！　その流れだと偽装カップルフエイクを終わらせることをだろ!?　なんで今ので内に秘めた想おもいを受け入れてもらったと勘違いしてんだよ！　言っておくぞ？　小森は姉さんと付き合っている自覚がないどころか、こっぴどく振られたと思っているからな！」

「砂川健吾は悪魔です。誰も彼の言葉を信じてはいけない」

「おいコラッ！　真面目に聞け！」




　　　　☆




「ひどいよ……こんなのあんまりだよ……」

　俺が教えてやった現実に落ち込む姉さん。夏川雫のソウルジェムが濁っていた。

　おいおい……まさか魔女にならないだろうな!?

　内心でヒヤヒヤしていると、

「元はと言えば健吾が悪いんじゃない！」

　なぜか逆ギレをされてしまった。

　知らされた真相にパニックになってやがるんだろうが……いくらなんでも俺のせいってことはねえだろう！

　もちろん納得のいかない俺は抗議したのだが、

「フェイクを終わらせたいと告げさせたのは健吾でしょう!?」

「いやいやいや!?　そんな理不尽なキレ方があるか！　だいたいそんなに好きなのにちゃんと告白しない姉さんが悪いんだろ！」

「はぁっ？　殺すわよ」

　ギロリ。バケモノのような目で睨にらまれる。しかもホットケーキ用のナイフとフォークを握りしめる始末。

　うおっ……怖こええ。おっかないにもほどがある。

　もしかしてこの女……小森と結ばれなかったら自殺するパターンじゃねえのか？

「恋人になれなかったら翔太くんと健吾を殺して私は仕事に生きるわ」

「いや、お前も死ねよ!!」

　なんで俺たちだけ殺されなきゃなんねえんだよ！

　高スペックのくせに恋愛だけポンコツな姉さんが悪いんだろうが！

「じゃあどうすればいいのよ？」

　俺が聞きてえよ！

　本当は全力でツッコんでやりたい俺だったが、命はまだ惜しい。

「とにかくまずは誤解を解かねえと。今のままじゃ印象が悪過ぎる」

「えっ、悪いの？」

「考えてもみろ。姉さんは小森を男除よけに利用してたんだぜ？」

「……それが何か？」

　開き直んじゃねえ！

「一方的にフェイクを終了させたんだ。しかも姉さんは素すで他人に冷たいと思われるとこあるだろ？　ようは『あなたは用済みよ』と宣告した感じになっているわけだ」

「……つまり何もかも手遅れで翔太くんと健吾を殺すしかないってこと？」

「その狂気的な発想やめてもらえるか!?　マジで命の危険を感じるんだよ！」

「じゃあどうすればいいのよ！　答えだけ教えなさいよ！」

　このクソ女あま……！

　こめかみを押さえながらなんとか怒りを鎮火させる俺。

「いいか。まずは現実を受け入れろ。このままだとポッと出の幼馴染に小森を取られちまうかもしれねえんだぞ？」

「やだ！」

　巷ちまたで《氷ひよう殺さつ姫》と揶や揄ゆされる冷徹美人が涙目かつ頬ほおをぷくぅと膨らませている。

　なんだこのクーデレ。そのデレをさっさと小森に見せちまえ！

　それだけでこの問題を一瞬で解決できるわ！　俺も早くお役ごめんになりてえんだよ！

「姉さんがしなければいけないことは二つ。きちんと自分の気持ちを伝えること。もちろん好意だけでなく感謝と謝罪な。とはいえいきなりは難しいだろうから何かきっかけが欲しいな……よし。手作り弁当で行こう。男は胃袋をおさえる。鉄板中の鉄板だろ」

「ずいぶんとありきたりな発想ね。そんなので大丈夫なんでしょうね？」

　あんたがパニックになってサイボーグクロちゃんにならなければな!!








第二章【修羅場】

血みどろの激戦や争いの行われる場所。









　小こ森もり翔しよう太たを取り巻く環境はまさにそれだった。

「高たか嶺みねさん。申し訳ないけれど席を外してもらえるかしら。これから小森くんと昼食を取りたいの」

「……それは嫌かな。私だって翔ちゃんと一緒にお昼を取りたいし」

　──バチバチッ!!

　夏なつ川かわ雫しずくと高嶺繭まゆ香かの視線がぶつかり合い、火花を撒まき散ちらす。

　お昼時間を迎えるや否いなや、突然漂い出した不穏な空気に教室が凍いてつく。

　生徒たちが息を飲むなか、最初に仕掛けたのは夏川雫である。

「幼馴染と一緒にお昼を取りたいという気持ちは分かるわ。でもごめんなさい。彼のお弁当を作って来てしまったのよ」

（（（（ええええぇぇぇぇっ!?　なんで別れた彼氏の弁当を作ってんの!?））））

　修羅場に巻き込まれた生徒たちは夏川の意味不明な言動に戸惑いを隠せない。

　それはもちろん小森翔太も同様で、

（ええー!?　なんで、どうして!?　フェイク中ならまだしも終了直後だよ!?　夏川さんの意図が全く読めないんだけど!?）

　驚きを隠しきれない様子。

　しかし彼はさらに驚きよう愕がくすることになる。

「えっ？　夏川さんこそどうして別れた彼氏のお弁当を作ってるの？　ちょっと意味が分からないんだけど」

（（（（いきなり核心にいったああああああっ!!　飛ばし過ぎだよ高嶺さん！））））

　破裂しそうな心臓を押さえながら大量の汗をかく生徒たち。

「はっ？　それこそなぜ説明しないといけないのかしら。あなた、ただの幼馴染よね？」

　まるで小森翔太の恋人のような態度で言い放つ夏川雫。

『ただの』が異様に強調されていた。

（（（（なんか言葉に棘とげを忍ばせてきたああああっ！　誰か！　誰か通り抜けフープ持って来て！　聞くに堪えないんだけど！））））

　この時点で意識が途絶えた生徒が二人。泡を吐き出しながら白目で気絶。

　もはや教室内の緊張感は覇王色にも匹敵し始めていた。

　そんな状況を好ましくないと感じたのだろう。

　最大の被害者、小森翔太が仲裁に入ろうとすると、

「あの二人とも。ケンカはよくな──」

「小森くんは黙ってなさい」「翔ちゃんは黙ってて」

「黙ります」

　情けないと思うことなかれ。

　なにせあまりの気迫に彼女たちの背後には青せい龍りゆうと白びやつ虎こが映し出されていたのだから。

　ちなみに小森翔太の背後には恐怖で打ち震えるハムスターが映し出されていた。

　ここで高嶺繭香は切り札ジヨーカーを躊ちゆう躇ちよなく切る。

（チッ……夏川のヤツ。私と同じタイミングで弁当を作って来やがって。鬱陶しいな。だいたいどこの世界に好きでもない男に弁当を作る女がいんだよ。これで小森にベタ惚ぼれ確定じゃねえか。いいぜ受けて立ってやる。面白くなってきたじゃねえか）

「ただの幼馴染、か……。たしかにその通りだよ。でも元カノよりは優先されるんじゃないかな？」

「どういう意味かしら？」

「だって私──翔ちゃんに告白して返事待ちだもん」

（（（（ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああっ!!））））

　小森、夏川を含む教室内の生徒全員が絶叫した。

　意中の異性に告白したライバルがいる。勘違いではなかった現実に意識を失いそうになる夏川雫は舌を噛かむことでフェードアウトを免れた。

「でも小森くんは高嶺さんの気持ちに応えるつもりはないのよね？」

「そんなことないよね翔ちゃん？　前向きに考えてくれているよね？」

　ぐりん。首を回し、小森翔太に鋭い眼光を飛ばす二人。

　最悪のタイミングで矛先を向けられた彼は──、

（ええええぇぇぇぇっ!?　ここで!?　ここで僕に振るの!?　いくらなんでもこの状況で答えられるほど僕は強くないんだけど!?）

「おっ、お二人の言う通りだと思います……」

「「はぁっ？」」

「ごめんなさい」

　小森翔太の目は虚うつろである。

　なんと最初に精神をヤられたのはヒロインではなく、主人公だった。

「私からも一ついいかな？」

「何かしら？」

「夏川さんって翔ちゃんと別れたんだよね？　一体どういう心境で私たちの仲に割って入ろうとしているのかな？」

（うぐっ。やっ、やっぱり私たち別れたことになっているのね……信じてなかったけど健けん吾ごの言う通りだわ。ということは今の私って元カノの分際で高嶺さんの邪魔をする性悪女ってことかしら。まずいわね……早く私も翔太くんのことが好きって告げなくちゃ──）

　──じーっ！

（言っ、言えない！　こんなにたくさんの人の前で告白なんてできるわけがない！　みんな息をするのも忘れて私の言動に注目しているじゃない！）

「たっ、たしかに私と小森くんは一度終わったわ」

（あっ、やっぱり僕たちは終わってたんだ……。こうして夏川さんの口からもう一度聞かされると胸に刺さるものがあるな）

　夏川の言葉に落ち込む小森翔太。頭上にしょぼーんという擬音が目に見えるほどだった。

　その様子がちらりと視界に入った夏川は、

（ああっ！　落ち込ませてしまったじゃない！　ちっ、違うの。本当は終わったどころか燃え上がっているんだけれど……でも人前で好意を伝えるのって恥ずかしいじゃない？）

「終わったんなら一緒に昼食を取る必要もないよね？　席を外すのは夏川さんの方じゃないかな？」

「いいえ。席を外すのは高嶺さんの方よ」

「あーもう、さすがにしつこいよ夏川さん。誰がどう考えたって──」

「──仕方ないわね。あまり人前でこういうことを言うのは憚はばかられるけれど、打ち明けるわ。小森くんは私の下僕なの」

（違いますけどおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっ!?）

　──小森翔太は夏川雫の下僕。《氷ひよう殺さつ姫》の新たな一面にどよめく教室。

　怒ど涛とうの展開に誰も整理がつかない中、最も動揺していたのは夏川雫である。

（下僕ってなにいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっー!?　いやいやいや待ちなさいよ私！　いくら告白が恥ずかしいからって下僕って……）

　ありえない失言に後悔の念が込み上げているに違いない。

「げっ、げげげ……ゲゲゲの下僕」

（あぁっ……！　翔太くんが新しい妖怪漫画の名前を呟つぶやきながら真っ白に燃えているじゃない！　そっ、そりゃそうよね？　いきなり下僕なんて宣言されたら誰だってそうなるわ……ええい、ままよ！　こうなったら変態でも何でもなってやるわ！）

　後戻りはできない。そう決意した夏川雫は堂々と、

「というわけで隣を譲ってもらえるかしら高嶺さん」

「「「「!?」」」」

（マジかよこの女……！　意中の相手を下僕呼ばわりしておいて開き直りやがっただと!?　さすがの私も驚きを隠しきれねえよ！）

　高嶺繭香は現状を俯ふ瞰かんしながら、

（私は幼おさな馴な染じみつうアドバンテージがある分『下僕なんて許せない！』的な立場で夏川から引き剥はがせる。多少強引に攻めれば小森と二人きりで昼食を取ることも可能だろう。だが夏川もそう簡単に引く気は無さそうだし……ここは無理やり引き剥がすよりも──）

　──高嶺繭香はちらりと小森翔太に目をやる。

（チッ。お前はお前でさっきから何ボケーっとしてやがんだ。ワケありとはいえ美少女二人に奪い合いをされてんだぞ!?　もっと嬉うれしそうな顔をしろや！　もしくは仲裁だろうが！　ほんっと脇役モブだな！）

　腹立たしくなったのか。額に血管を浮かび上がらせる高嶺繭香。

　どうやら彼女は怒りの矛先を彼に向けることにしたようで──。

（……よし。この際からかってやるか）

「翔ちゃんを邪険にするなんて許せない。私、絶対にこの席から離れないから。それにお弁当を作って来たのは夏川さんだけじゃないんだからね！」

　堂々と言い放った高嶺はこれ見よがしにお弁当をカバンから取り出してくる。

　彼女の指にはケガもしていないのに絆ばん創そう膏こうが貼られていた。この辺りのあざとさはお手の物である。

　可愛かわいい風呂敷を外すや否や、

「そんなに一緒に昼食を取りたいならどっちのお弁当が食べたいか、翔ちゃんに味比べして決めてもらおうよ」

「望むところだわ」

（いや望まないでよ夏川さん!!　というか僕の同意は!?　むしろそっちを取ることを望んで欲しいんだけど！）

「あっ、僕、お腹なかが──」

「「──痛くなってない!!」」

　命の危機を感じた小森は適当な理由で教室を後にしようとするがそうは問屋が卸さない。

　彼の両手は夏川と高嶺に掴つかまれてしまう。それも後になって手形が残るほど強く。

（お腹の調子を決めるのは二人じゃないと思うんだけど!?）

　緊迫した中、夏川雫と高嶺繭香に挟まれる小森翔太。

（まさかこの空気でお弁当を食べさせられるの？　正直胃が縮んで食事どころじゃ──）

　──パカ。

　高嶺繭香が弁当箱を開くとご飯にハートマークが描かれていた。

（うわああああああああああああああああっ!!　ちょっ……繭姉!?　なんてものを見せるのさ！　いや嬉しいけど！　嬉しいけどさ！　でも仮にも偽装カップルをしていた彼女の目の前でこれは──）

　──パキッ！

（ああっ！　夏川さんが握っていたお箸がっ！　お箸が割れた！　しかも舌打ちまで!?　なにこれ？　なんで元カノと今カノの修羅場みたいになっているの!?　どうしてこうなった!?　いつからこうなった!?）

「最初は卵焼きからでいい翔ちゃん？　はい、あーん」

（そしてここは地獄かああああああああああああああああああああああああああああ!!）

　側はたから見れば間違いなく羨ましい状況である。

　しかし男子生徒は誰一人として嫉妬することはなかった。

　彼らが望んでいるのは無条件でモテまくること。食欲の湧かなくなるほどの圧力の板挟みなど御免である。

「えっと……繭姉？　おかずぐらい自分で食べられるんだけど」

「はい、あーん」

（目が据わってる!?　なぜ!?　とにかく口を開けろ感がハンパじゃない！）

　クラスメイトの手前、あーんを渋る小森翔太。

　なにせすぐ傍そばには夏川雫もいる。無言の圧力がただただ恐ろしい。

　しかし高嶺繭香も引く気がないようで。

「あーん（言つってんだろうが！）」

（ダメだっ！　これはもうするしかない！）

　二トーンほど低い声にさすがの彼も決意する。

「あっ」

　愛いとしい異性が別の女に餌付けされてしまった夏川。喉を突いて声が出る。

　高嶺繭香はその様子を流し見ながらさらに追い討ちをかける。

「美味おいしい？」

「美味しい……です。はい」

　照れるように答える小森翔太。

　その様子に危機感を募らせた夏川雫は急いで参戦する。

「私の卵焼きもどうかしら」

「えっと……」

　夏川雫の意図が読めない小森。

　彼は戸惑いながら足りない脳みそを振り絞る。

（下僕の僕にお弁当……？　ハッ。そういうことか！　彼氏に渡す前の味見だね!?　なんだそういうことなら──）

「──毒味ならまかせてよ！」

（（（（毒味っ!?））））

　下僕の次は毒味。物騒な響きに生徒たちの心臓が跳ね上がる。

（（（（小森は何をさせられているんだ？　いや、これまで何をさせられてきたんだ!?））））

　もはや彼らの間に嫉妬という感情はない。あるのは同情のみ。

　もちろん毒味に反応を示したのは彼らだけではない。

　夏川雫と高嶺繭香も同様である。

（毒味ってどういうこと!?　それだと私が他に食べさせる男がいるみたいじゃない！）

（あん？　毒味だと？　なんでこの状況でそんな言葉が出てくんだよ……いや、そうか。たしか小森は夏川に他の男がいると思い込んでんのか。その誤解が解けんのは不利だな。たぶん夏川も語彙のチョイスに違和感を覚えただろうし何としても誤ご魔ま化かさねえと）

「どっ、毒味ってどういう──」

「──ねぇ翔ちゃん。次はタコさんウインナーなんてどうかな？」

「なっ!?」

　高嶺繭香は夏川の意識を逸そらすため、あーんをプッシュ。

　焦る夏川。突いて出た言葉は、

「先に毒味しなさい！」

（（（（小森ぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ！））））

　彼らクラスメイトたちの願いは同じ。小森よ。どうか無事でいてくれ。

「うっ、うん。分かったよ夏川さん」

　あまりの気迫に従うしかない小森。

　彼氏がいるはずの夏川からの「あーん」に戸惑いながらも卵焼きをぱくり。

「どっ、どうかしら？」

　念願のあーんに感動する夏川であったが、味の感想を聞くまでは緊張が勝っていた。

　きちんと味わったあと、ごくりと飲み込んだ小森の感想は、

「おっ、美味しい……！」

（きゃああああああああああああああああっ！　なにこれ。泣いてしまいそうなのだけれど！　美味しいと言われただけで天にも昇る心地だわ。なるほど、これが恋ね。患ったらバカになるはずだわ）

　大福がとろっとろに溶けたような笑みを浮かべる夏川雫。

　幸せのあまりよだれをこぼしていた。

《氷ひよう殺さつ姫》とは思えない言動に心配になる小森。

「あの、夏川……さん？　よだれが──」

「べっ、別に小森くんのために作ったわけじゃないんだからね！」

（（（（なんか露骨なツンデレきたああああああああああああああああああっ!!））））

「そっ、そうだよね。僕のためじゃないよね、あはっ、あはは……」

　このお弁当は小森翔太のために作ったものではない。夏川に彼氏がいると信じて疑わない彼は乾いた笑みを漏らす。

　このとき夏川雫に失態があったとすれば、

（やっ、やばいわ。どうしても顔がにやけてしまう。元の顔で翔太くんを直視できないのだけれど！）

　あまりの嬉しさから我を失っていたことである。

　平常心の彼女なら小森翔太の異変に頭を働かすことができただろう。

　しかし有頂天になっている夏川にそれを認識する余裕などあるはずがなかった。

（おいおいおい……小森がしょぼんとしてやがんのに手放しで喜んでやがるぞこの女。もしかしたらとは思っていたが、恋愛方面に関しちゃ本当にポンコツだなお前。まあその方が私にとって都合がいいけどよ）

「あっ、でも僕的には両方の味を楽しめて良かったかな。繭姉は甘くて夏川さんはしょっぱい味付け。甲乙つけ難いもん」

「「えっ？」」

　何気なしに言った小森翔太の感想は俗に言う──、

「「どっちの味付けが好み（かしら）!?」」

　──余計な一言だった。

（あっ、やばい。地雷踏んだ!!）




　　　　＊　高嶺繭香　＊




　放課後。私は小森を喫茶店に誘っていた。大事な話がある言つってな。

　これから私は一世一代の大勝負に出る。小森に偽装カップルフエイクをお願いするつもりだ。

　厄介なのは夏川の野郎だ。当然とばかりに跡をつけてきやがった。

　だがさすがに身バレを気にしてか、離れた席に座ってやがる。

　まっ、あれだけ離れてりゃ会話の内容も聞こえねえだろ。

「それで繭姉、大事な話って？」

　心なしか緊張した面持ちの小森。

　まっ、告白された相手から『大事な話がある』と言われたらこうなるか。

　私はさっそく本題に入ることにした。

「実は翔ちゃんにお願いしたいことが……」

「お願いしたいこと？」

「うん。実は私ストーカーの被害にあっているの」

　小森の表情が緊張から驚きよう愕がくに変わる。

「えっ、ええっ!?　ストーカーってどういうこと繭姉!?」

「私が転校してきた理由はね──ストーカーから逃げるためなの。だからお願い。私と恋人の振りをしてもらえないかな？」

　ぶっちゃけ難しいのはここからだな。小森にとって私はストーカーの被害にあっている女になったわけだ。どえらい爆弾だろう。

　こうなると色仕掛けだな。両手を握って、上目遣いでもすりゃ一発だろ。

　そんなことを考えていると、

「うん！　そういうことならまかせてよ！」

「はっ？」

　想定外の即答におもわず素すが飛び出してしまう私。

　その様子にどこか不思議な表情をしてみせる小森。

　いやいやいや、意味不明なのはこっちだっての。お前ちゃんと意味分かってんのか？

「えっ……いいの？」

「そんなの当然じゃん！　だって一番苦しんでいるのは繭姉なんでしょ？　むしろ僕で良ければ大歓迎だよ！　それに許せないじゃん。ストーカーって立派な犯罪なんだよ？」

　いや、犯罪行為だからこそ自分にも危害が及ぶかも、とか考えるだろ普通。

　なに即答してんだよ。いや本当ちょっと待て……こんな、こんな返事一つで──。

　むろんこの程度で小森に惚ほれたりはしねえが……。

　だがまあなんだ。違う意味でも夏川に渡したくねえと思っちまった自分がいることは認めてやるよ。




　　　　＊　夏川雫　＊




　少し席を離し過ぎたかしら？　翔太くんたちの会話が全然聞こえないじゃない。

　高嶺さんの大事な話が気になって仕方がなかった私は性懲りもなく彼女たちを尾行してしまう。

　転校初日にも跡をつけてしまったし……これってもう立派なストーカーよね？

　本当に私は何をしているのかしら？　翔太くんに惚れてしまってからというもの自分の言動が信じられないわ。

　けど居ても立っても居られないんだから仕方ないじゃない。

　なんて不満を抱きながら彼らの様子を注意深く見守る。

　断片的な会話だけでも聞き取ろうと耳を大きくするのだけれど……。

　あーもう！　全然聞こえないじゃない！

　かと言ってこれ以上近づいたら私が跡をつけて盗み聞きしているのがバレちゃうし……。

　諦めるべき状況の中、私は必死に頭をフル回転させる。

　どうにかして翔太くんたちの会話を聞き取る方法はないかしら。

　良案を模索していると、彼らのテーブルに飲み物を届けるウェイトレスが目に入る。

　──見つけた！

「あの……少しいいかしら？」

「はい。どうされましたか」

　ついさっき翔太くんの席に立ち寄ったウェイトレスを捕まえる。

　歳としは私よりも三、四歳上の女子大生といったところかしら。

　彼女から情報を引き出すためには──、

「──あの、さっきあそこのテーブルに飲み物を届けていたわよね？」

「……それがどうかされましたか？　あっ、もしかしてお客様のお飲み物でしたか？」

　違うわよ。

「いえそうじゃないの。それより彼らがどんな会話をしていたのか教えて欲しいのよ」

「はいっ？」

　予想通り怪け訝げんな表情になるウェイトレス。私は構わず続ける。

「実はその……彼は私のこっ、恋人なのよ。なのにほら。ああして別の女と二人きりじゃない？　一体何を話しているのか気になるのよ」

「あぁ……そういうこと」

　同じ女性ということもあり、私の意図をくみ取った様子を見せる。

　敬語を忘れていることが何よりの証拠ね。

　やがてウェイトレスは翔太くんを流し見たあと、そっと耳打ちするように、

「本当はプライバシーのこともあるからこういうことは言っちゃダメなんだけど──特別に、ね。私も詳しいことは分からないけど、ストーカーが許せないから付き合おうとか、なんとか。もしかして彼、浮気しようとしてるんじゃない？」

「えっ……？」

　私はウェイトレスの言葉を耳にするや否いなや、目の前が真っ暗になった。

　それはもう真っ黒に。

　だってストーカーって……私のことよね!?　えっ、えっ、嘘うそ!?

　まさかこうしてストーキングしていることがバレているってこと!?　しかもそれを許せないから付き合おうって……それってもう完璧に──。

　私が呆ぼう然ぜんとしている間も話しかけてくるウェイトレス。

　正直彼女の言葉など耳に入ってこなかった。

　だって私は人生で初めて失恋してしまったんだから。




　　　　＊　小森翔太　＊




　繭姉のフェイクをするようになってから土日を挟んで七日目。僕は夏川さんの異変が気になっていた。

　今日も体調不良で休み、か……。どうしたんだろ。重たい病気とかじゃなきゃいいけど。

「小森。悪いが進路票を夏川に届けてもらえるか。このあと職員会議があってな。手が離せないんだよ」

「えっ、あっ、はい……」

　担任の先生から雑用をお願いされる僕。

　まっ、うちのクラスで帰宅部は僕ぐらいだし、夏川さんの家も遠いわけじゃない。

　フェイクをしていた三ヶ月間に何度か送らせてもらったし、住所も知っている。

　えっと、やっぱりこういうときはお見舞いに果物でも買って行った方がいいよね？




　　　　＊　高嶺繭香　＊




　チッ。せっかく小森と偽装カップルになったってのに、四日も体調不良で休むとか、どんだけタイミング悪いんだよ！

　イチャついて（もちろん演技だが）精神攻撃を食らわせるつもりだったのに……とんだ肩すかしだっての。

　いや、それとも逆に私たちの関係を勘づかれたか？

　だとしたらここ最近休みが続いている理由にも納得がいく。

　意中の相手が別の女とイチャついているところをわざわざ見に行くバカはいねえからな。

　仕方ねえ。あとで小森に夏川の様子を聞いておくか。

「私は部活があるからお見舞いに行けないけど後で夏川さんの様子を教えてね翔ちゃん」




　　　　＊　砂すな川がわ健吾　＊




　放課後。俺は二人の女から連絡をもらっていた。一人は姉だ。

　しかもメッセージの文面が、

『生きる意味を見み出いだせない』『死にたい』『終わった……』なんて物騒なものばかり。

　おいおいおい……一体全体どうしたってんだ。

　あの姉がメンヘラの構ってちゃんになってやがるじゃねえか。

　混乱する俺をよそに最新のメッセージが届く。

『翔太くんに振られた』

　……ああ。そういうこと。だから死にたい──って、ええっ!?

　振られた!?　あの美人な姉が!?　ありえねえだろ！

　家族の贔ひい屓き目めを抜きにしても夏川雫のクオリティは激高だぜ？

　ぶっちゃけ小森にはもったいねえレベルの美少女だ！

　にも拘かかわらず、振られただぁっ!?　アホかっ！

　一体誰がそんなバカげた話を信じられるってんだ！

　俺は叫びそうになる気持ちをグッとこらえてメッセージを返信する。

『今から家に行くから変な気を起こすんじゃねえぞ！』

『大丈夫よ。健吾と翔太くんを殺して私は仕事に生きるから』

　変な気を起こしてんじゃねえか!?　というかやっぱり俺と小森が殺されるのかよ!?

　おめえが死ねよ！　いや、もちろん死ぬのはダメなんだが……ああっ、もう！

　俺は連絡をもらっていたもう一人の女、泉いずみ天てん使しのメッセージを確認する。

『健吾さん、一緒に下校しませんか？』

　天使は俺が付き合っている彼女だ。どうやら今日も下校に誘ってくれたようだ。

　クソッ。一緒に帰りてえ、一緒に帰りてえんだが……。

　俺は泣く泣く泉との下校を諦めて姉が住むアパートに駆けつけることにした。

『悪い。急用があって今日は一緒に帰れねえ。また明日な』

　この選択が予想を遥はるかに超えた展開を招く原因になるわけだが……もちろんこのとき俺が知る由もなかった。




　　　　＊　夏川雫　＊




「うわああああぁぁーんっ！　別れたくない、離れたくないよぉっ！」

　健吾が到着するや否や、すがりつくように抱きつく私。

　気の許せる弟を目にした途端、張っていた糸が切れたように感情が溢あふれ出してくる。

　気が付けば私はパジャマ姿で泣いていた。

　この光景が他人の目にどう映るかなんて気にする余裕は全然なくて。

　私はただただ感情を弟にぶつけていた。




　　　　＊　砂川健吾　＊




「わかった、わかったから！　ちゃんと考えるから！　もう一度考えてやるから！　だから泣くなって！」

　姉さんの家に着くや否や俺は困惑していた。

　おっ、おい……泣き喚わめくなら家の中にしろって！　公衆の面前だぞ？

　鼻水もこんなに垂らして……って、制服に顔をなすりつけるんじゃねえよ！　びしょびしょになるだろうが！

　本当は文句の一つも言ってやりてえが、姉の変わり果てた姿にその気が削そがれちまう。

　……はぁ、仕方ねえな。

　ついこの前まで明鏡止水を体現していた女がここまで変われるもんかね。

　心底小森に惚ほれちまった証拠だな。

　まっ、俺も彼女がいる身だ。異性を好きになる気持ちには理解がある方だ。

　なんにせよ恋愛経験がない姉のことだ。今回も勝手な思い込みなんだろ？

　ったく、ほんと世話が焼けるぜ。

　まっ、任しておけって。誤解を解くためにちゃんと考えてやるからさ。




　　　　＊　小森翔太　＊




　うわああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!

　修羅場だ！　修羅場だよね!?　よりによって最悪のタイミングで来ちゃったよ!!

　ええっ!?　進路票これどうしよう!?

　アパートに到着すると夏川さんが慟どう哭こくしながらイケメンにすがりついていた。

　しかも彼女の口から「別れたくない、離れたくないよぉっ！」ときた。

　いくら僕が恋愛に無縁の非モテ野郎でもこの状況が意味するところぐらいは理解できる。

　間違いない。痴情のもつれだ！

　ジッチャンの名にかけて推理する僕。脳に電撃が走ったような描写がお似合いだ。

　全てを理解した僕は「真実はいつも一つ！」と内心で叫ばせてもらっていた。

　なるほど。急に学校に来なくなったのはこれが原因だったんだね。

　端的に言えば夏川さんは彼氏から別れを告げられていたんだ。

　それが悲しくて登校できなかったんじゃないかな？　心なしか頬ほおが痩せこけているもん。

　そっか……そういうことだったんだ……。

　フェイクとはいえ一応僕も夏川さんの恋人になった身。

　あの三ヶ月でクラスのみんなが知らないような一面だってたくさん見てきた。

　意外と可愛かわいいものが好きだったりする夏川さんはやっぱり《氷ひよう殺さつ姫》なんかじゃなくて。

　当然だけど一人の女の子なんだ。だからこそ僕は彼女の幸せを心から願っていて。

　夏川さんの彼氏も「もう一度考えてやるから！」って言っていたけど……本当に真剣に考えて欲しいな。

　好きな人との別れをあれだけ悲しむことができる女の子なんだから。

　僕は祈りながら踵きびすを返すことにした。進路票はポストに入れておけば大丈夫だよね？

　複雑な心境のまま来た道を戻ろうとした瞬間。

「えっ？　どういう……こと、ですか？　健吾さん」

　そこにはさっきまでの僕と同じように頭の整理が追いついていない女の子がいた。

　外見はお人形さんみたい──というのが僕の素直な感想。

　黄金の川を想起させる金髪は魂を奪われるほど美しい。

　あれ、ちょっと待って。あの制服ってたしか夏川さんの彼氏と同じ高校じゃ……？

　僕がそんなことを考えている間にもその女子生徒は絶望と失望の入り混じった目で修羅場を眺めていた。手からバッグが滑り落ちる。

　ええっと……これってもしかして、もしかするんじゃない？

　本能が危険を察知した僕はこっそりと彼女の横を通り過ぎ去ろうとしたのだけれど、

「あの……ごめんなさい。少しだけお茶しませんか？」

　僕はその女の子に腕を掴つかまれながら逆ナンされていた。

　本当なら嬉うれしい場面のはずなんだけれど、僕はただ恐怖に打ち震えていた。

　だって、表面上は笑顔なのに目の奥が一切笑っていなかったんだから。

　──これは後になって分かることだけど彼女の名前は泉天使さん。

　夏川さんの彼氏の彼女さんらしい……ん？　んんっ!?




　　　　＊　砂川健吾　＊




「ほら。これで鼻かめって。美人が台無しだぞ？」

「ずずずずーっ！」

　姉さんが落ち着くまでの間、俺はひたすらティッシュを渡し続けていた。

　待つこと一時間半。ようやく泣き止やんでくれたわけだが……。

　そこで俺は姉さんの全身を確認する。

　こりゃまたずいぶんと心労が重なってんじゃねえか。

　いつもは光の粒子が出るほど綺き麗れいな黒髪もしおれちまっている。

　心なしか肌のツヤも微妙だし……よっぽどショックだったのな。

　そんなことを考えながら眺めていると、姉さんは自分を抱きながら、

「健吾。あなたまさか傷心している姉なら抱けるかも、なんて思ってないでしょうね」

「ねーよ!!」

　聞いた？　聞いたか？

　こっちは彼女の誘いを断ってまで駆けつけたのにこの台詞せりふだぜ？

　なんかもう逆に安心しちまったわ！　元気そうでなによりだ！

「言っておくけれどこの身体からだを自由にできるのは翔太くんだけよ」

「その小森に振られたのはどこのどいつだよ」

　なんて言った俺は失言であることにすぐに気がつく。

　おもわず反射的に口にしちまったが、今の姉さんに『振られた』なんてＮＧだろ。

　アホか俺は！

　案の定、姉さんはと言えば、

「うっ、うっ……うわああああああぁぁーんっ！　けんごがっ、けんごがイジめる！」

　再び大粒の涙を流しながら大声で泣き始めやがった。

　おいおいおい……勘弁してくれって。

　なんで俺は高校生にもなって姉の子守をしなくちゃなんねえんだ。

　分かるヤツがいたらここに来い。そして俺に説明しろ。

　もはや朝◯さんに出会っちまった主人公のような気持ちだよ。

　……はぁ。長い放課後になりそうだ。




　　　　☆




「いくらなんでもストーカーが姉さんってことはないだろ!?」

「……ぐすんっ。あの場にいなかった人間なら何とでも言えるわよ」

　姉さんはさらに泣き続けたあと、小森に振られた経緯を説明してくれた。

　当然ながら俺はその場に居合わせていないわけだから推測することしかできねえ。

　とはいえ、俺の中ではやっぱり姉が拗こじらせているんじゃねえかと思うわけで。

　まっ、当人がそれを認めようとしねえから面倒なわけだが。

「小森たちが姉さんのストーキングに気が付いていたんなら直接伝えると思わねえか？」

「だから学校で伝えるつもりなんでしょう？　私たち付き合うことになったからこれ以上付きまとわないでくださいって」

「いやぁ……」

　俺が判断に迷っているのは伝聞の伝聞だからだ。

　まず情報源がウェイトレスであること。ここが難しい。

　というのもこの場に小森たちの会話を直接聞いた人間が誰一人いねえからだ。

　つまりあまりにも可能性が多過ぎる。

　例えばウェイトレスが聞き間違えていた説。ストーカー云うん々ぬんはただの雑談だったにも拘かかわらず小森と高嶺に当てはめて姉さんに伝えてしまった、とか。

　他にも考えられるよな？

　ストーカーは本当のこと（ただし姉さんのことではない）で高嶺の不安を和らげるために小森が偽装カップルになったとか。

　割と俺の中ではこれが濃厚だったりするわけだが……。やっぱ真相が分からねえと何も言えねえ。

「これからどうすればいいかしら？」

　弱々しく言う姉さん。見事なまでに鼻声だ。

　ここで俺は真剣に考える。

　正直『どうすればいいか』は姉に決めてもらいたい。

　いくら姉さんが高たか嶺ねの花はなとはいえ、これから先、必ず恋愛が成就するとは限らねえ。

　その度に弟の助言を求めるようじゃ先が思いやられる。

　だからこそ俺は答えを提示することなく、あくまで姉さんに決断を下してもらうように、

「そんなの言うまでもなく二択だろ」

「えっ？」

「『諦める』か『諦めない』かだよ」

「『諦めない』なんて有って無いようなものじゃない」

「そうか？　まあ姉さんがそう思うんならそれでもいいんじゃねえか」

「なによ。他人ひとごとだと思って投げやりね」

「そりゃ事実他人ごとだからな。この際失恋が勘違いかどうかは問題じゃねえんだ。重要なのは姉さんの気持ちだろ。仮に小森に彼女ができたとして──それぐらいで諦められるぐらい薄っぺらい気持ちだったのか？」

「なっ──！　そんなわけないじゃない！　私の翔太くんに対する想おもいは本物よ！」

　俺は内心で笑みを浮かべて続ける。まっすぐ姉さんの目を見据えてだ。

「だったら小森を奪っちまえ」

「略奪愛……ってことかしら？　いくら何でもそれは──」

「──そうか？　そりゃ結婚した相手なら諦める一択だろうけどよ、俺たちはまだ学生だぜ？　このまま添い遂げる可能性の方がよっぽど低いだろ。オセロで例えるなら今は相手に多く取られた程度だぜ。最初は負けていても後から取り返せば勝ちになるだろうが」

　半ば煽あおるように言ってやる。

　姉さんは顎に手を当て、ふむふむと考え込んでいた。

　やがて踏ん切りがついたのか、

「そうね。健吾の言う通りだわ。最後に翔太くんと結ばれていればいいのよね？」

「ああ、そういうこった」

　これで俺もお役ごめんだな。

「ということは翔太くんには私の魅力を認識してもらうことが大切じゃないかしら」

「……あっ、ああ。そうだな」

　おっ。思いの外積極的じゃねえか。これは何か妙案でもあんのかね。

　姉さんの次の言葉を楽しみに待っていると、

「一生のお願いをするわ健吾。私と恋人の振りをしなさい」

　あれれー？　おかしいよー？

　殺人現場に必ず遭遇するメガネのガキの声が聞こえてくる。

　一体どういう思考回路なんだ？　分かるヤツがいたらここに来い。そして俺に説明しろ。




　　　　＊　小森翔太　＊




「突然お誘いして申し訳ございませんでした。私は泉天使です。失礼ですがあなたは？」

「えっと……小森翔太です」

　喫茶店に連行された僕は渋々名前を名乗る。

　なんとなく彼女の正体が想像できるだけにこの先の展開が憂鬱で仕方ない。

　これからどれだけ質問攻めされるのだろう。

「小森翔太さんですか……地味な名前ですね」

「おっと!?　初対面にも拘らずいきなりディスられた!?」

「ちょっ、あまり大きい声を出さないでもらえますか田た中なかさん」

「名前すら覚えられていない!?　記憶力が悪いにもほどがある！」
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「聞き捨てなりませんね。記憶力が悪いんじゃありません。覚える気がないだけです」

「じゃあなぜ名乗らせたし!?」

　初対面の女の子から盛大にイジられる僕。なんだこれ。想定外にもほどがある。

　感情の整理が追いつかない僕に対して「ぷっ」と笑みを漏らす泉さん。

　もしかしてサディスト？　だとしたら一秒でも早くこの場を後にしなきゃ！

「ふふっ……ごめんなさい。いきなり失礼でしたね。たぶんテンションがおかしくなっているんだと思います。さっきの光景でパニックになっていますから」

「あっ、ああ……そっか。そうだよね」

「安心してください。普段の私は名前の通り天使のような存在です。たぶん人のことを悪く言うのは小森さん相手のときぐらいです」

「全力でノーサンキューなんですけど!?　というか僕も天使として接していただきたいのですが!?」

「初対面でさっそく女の子を名前呼びですか？　地味面のくせに意外とチャラいんですね」

「どういうタイプのイジメ!?　ねぇどういうタイプのイジメ!?　もう帰っていいかな!?」

「えっ、小森さんに帰る場所なんてあるんですか？」

「あるよ!!　全力であるよ！　いくらなんでも失礼だからね!?」

「キレてるんですか？」

「キレてないよ！　僕をキレさせたら大したもんですよって何を言わせるのさ!?」

「あの……一人で盛り上がっているところ申し訳ないのですがそろそろ本題に入ってもよろしいでしょうか」

「扱いが雑過ぎる！」

　ノンストップでツッコみ続ける僕をよそに苦しそうに笑う泉さん。

　お腹なかをかかえ目に涙をためて笑う姿に本気で帰ってやろうかと思った次の瞬間。

「ははっ……小森さんって本当に面白いですね。あそこで会えたのがあなたで良かったです……うっ、うう……ぐすんっ」

　笑い泣きはいつの間にか悲しみの証あかしになっていた。

　見知らぬ男（僕）に弱みを見せないようずっと気を張っていたのかもしれない。

　泉さんは声を押し殺すように泣いていた。その光景に胸が締めつけられる。

　だってさっきまでのボケは全部強がりだってことが分かってしまったわけで。

　そして彼女があの修羅場を目撃し、悲しんでいるということはやっぱり予想は当たっていたわけで。

「私、私……健吾さんに二股されてたんだ……」

　目の前の少女は彼氏に二股をされている女の子だった。




　　　　☆




　待つこと一時間半。泉さんの高ぶった感情がようやく落ち着いたようだ。

　彼女は細い指で涙を拭いながら、

「失礼しました。どうやら目にゴミが入ったようです」

「それにしては長いこと待たされたような……」

「小森さんが視界に入ったものですから」

「ちくしょうゴミは僕だったか！」

　できるかぎり明るくツッコむ僕。なにせ視線の先には目が充血した女の子がいるんだ。

　できることなんて知れているだろうけど、せめて自暴自棄にならないよう落ち着かせてあげたい。その一心だ。

「そう言えばまだお名前をお伺いしてませんでしたね」

「名乗りましたけど!?　ていうかさっきおもいっきり呼んでましたよね？」

「あれ、おかしいですね。私は見聞きしたものは絶対に忘れない完全記憶能力を持っているはずなんですけど……」

「欠陥だらけじゃん！」

「えっ、小森さんがですか？　たしかにその通りですが自虐ネタは……」

「違うよ？　僕じゃないよ!?」

「またまた。ご冗談を」

　何をバカなことを、そんな感じで手を振る泉さん。

　欠陥だらけってどういうことさ！　否定しきれないところがこれまた悲しい！

「冗談で自虐なんて言わないよ」

「……くすっ。本当に面白い人ですね」

「僕はちっとも楽しくないけどね！」

「私は楽しいですよ？」

「ただのサディストじゃないかな!?」

「よかったら顔を叩たたきましょうか？　それとも熱いコーヒーを顔にかけます？」

「どっちも嫌だよ!!　というかなぜ顔を!?」

「だってほら小森さんの顔って残念──はっ！　あぶないところでした」

「いやアウトだから。普通に言い切ってたから。いまさら口を手でふさぐ仕草をしても遅いから」

「辛つらいのはご両親ですよね。本当にごめんなさい」

「辛いのは僕なんですけど!?　というか僕ってそんなに残念な顔なの!?」

「ところでさっきの修羅場についてですが──」

「この流れで!?　ええっ!?　嘘うそでしょ！　唐突にもほどがある！」

　とツッコんだものの、本題はやっぱり修羅場であるわけで。

　それについての話が終わらないと僕も帰してもらえないだろうし。

「……えっと。僕に聞きたいことがあるんですよね？」

「はい。薄々勘づいているでしょうけど私は先ほどの彼──砂川健吾さんの本命です」

　本命。その言葉を選んだ泉さんの想いがヒシヒシと伝わってくる。

「やっぱりそうだったんだ」

「はい。だからこそ夏川さんと同じ高校に通う小森さんにお聞きしたいことがあります」

「うん。僕で答えられることなら──って、ん？」

　泉さんの言葉に強烈な違和感を覚える僕。

　中でも特に引っかかったのが、

「あれ？　僕、夏川さんの名前を出したっけ？」

　そう。これだ。

　まさか泉さんの口から夏川さんの名前が出てくるとは思わなかった。

　てっきり『あの女は誰よ!?』みたいな質問がくると踏んでたんだけど。

「他校生ですが夏川さんは有名ですからね。存じ上げておりました。だからこそショックも大きかったのですが──」

　なるほど。そりゃショックも大きいだろうね。

　なにせ他校でも名を轟とどろかせる有名人と自分の彼氏が付き合っていたんだから。二股されていただけでも衝撃的なのにその相手が夏川さんって……僕が逆の立場だったら失神してしまいそうだ。

「──記憶が正しければ夏川さんは二、三ヶ月前に恋人が出来ましたよね。《氷ひよう殺さつ姫》と揶や揄ゆされる彼女に恋人ができたことは噂うわさになりましたから。ただその相手が誰かは興味がなかったんです。私が健吾さんから告白されたのもちょうどその時期でしたから」

　泉さんは一呼吸置いたあと、

「やっぱり告白された時点で二股されていたってことでしょうか？　夏川さんと同じ高校に通っている小森さんなら知っているんじゃないですか？　夏川さんが健吾さんといつから付き合い始めたのか」

　おっと。なにやら複雑になってきたぞ。

　夏川さんに恋人が出来たことは他校でも噂になっていた。それは泉さんも耳にしていた、と。けれどその相手が誰だったかは興味がなく知らないまま──。

　だから僕が夏川さんと偽装カップルになった三ヶ月前のことを砂川健吾くんに置き換えて考えてしまっているような気がする。

　とはいえどう答えたもんか。僕は足りない脳みそを振り絞って最適解を探っていた。

　ここで難しいのは僕が嘘をつくかどうかだ。

　砂川健吾くんが二股をしているのは間違いないだろうし、肩を持つわけではないけれど、三ヶ月前に僕と夏川さんが偽装カップルを始めたことを考えると彼の二股はここ最近だと推測できるわけで。

　なにせ夏川さんの僕に対する態度が硬化し始めたのも最近だからだ。

　三ヶ月前から本命の彼氏がいるならわざわざ偽装カップルなんてする必要はないからね。

　しかしそうなると僕は夏川さんとの関係を今日出会ったばかりの女の子に明かさないといけないわけで。

　それはやっぱり抵抗がある。というか説明が非常に面倒だ。

　だって考えてみてよ。ここで僕が、

「あっ、いや砂川くんが浮気をし始めたのはここ最近じゃないかな。だって三ヶ月前なら僕と夏川さんが偽装カップルをしていたからさ」

　なんて言った日には「はっ？」としか言いようがないもん。間違いなく意味不明だ。

　だからこそ僕は対外的には本当のことを口にした。

　まさかそれによって知りたくなかった現実を突きつけられるとも知らずに。

「えっと……夏川さんと砂川くんが付き合い始めたのは最近じゃないかな？」

「えっ、どうしてそう思うんです？」

「信じられないかもしれないけどさ……実は三ヶ月前に夏川さんと恋人になったのは僕だから、かな」

「はっ？」

　あれ。せっかく言い回しを考えたのに意味不明な反応をされちゃったんだけど。

「あの……あまりふざけたことを言わないでもらえますか──ぶっ殺しますよ」

「そこまで言われる筋合いはないんだけど!?」

　露骨に機嫌を損ねる泉さん。

　いや疑われるのも無理はないけどさ……でもぶっ殺される覚えはないよ!?

「他校に名が知れ渡る才色兼備の恋人が小森さん……一体どんな催眠術を使ったんですか」

「使ってませんけど!?」

「じゃあ小森さんのどこに惚ほれたって言うんですか。教えてくださいよ」

「悲しいかな、それは僕も分からない！」

　いや、僕たちはただの偽装カップルだからそもそも惚れられてはいないんだけどさ！

　その証拠に彼女にとって僕は下僕に過ぎないわけで。

　……下僕か。

　やっぱり面と向かってそう言われると堪こたえるものがあるね。今さらだけどショックかも。

「えっ、それってもしかして──」

　なにやら考え込む泉さん。

　やっぱり真実を知らない他人に僕と夏川さんのカップリングは信じられないよね……。

　けど偽装カップルのことを打ち明けるわけにはいかないし、どうしたもんだろう。

　僕が悩んでいると泉さんはどこか申し訳なさそうな顔をする。

「──あの、初対面の小森さんにこんなことを言うのは残酷かもしれないんですが」

「えっ？」

「本当に、その、申し上げにくいんですけど……」

「気にしないから言ってみてよ」

「そう、ですか。では失礼を承知で言いますけど、小森さんは夏川さんに二股をされていたんだと思います。それも隠れ蓑みのとして」

　隠れ蓑。その言葉を聞いた瞬間、僕は心臓を握り締められたような感覚に陥る。

　一気に呼吸が苦しくなったのを自覚した。

「そっ、それはどういう……」

「これからお話することは全て推測でしかありません」

「うん」

「まず私の高校で健吾さんを知らない人はいません」

「どこかで聞いたような話だね」

　それが誰の話かは言うまでもない。夏川さんだ。

「おそらく小森さんの高校でも女子生徒なら一度は彼の名前を耳にしたことがあるでしょう」

「すっ、すごいね……」

「ええ、それはもう。神様は不公平だと本気で思うほどです。健吾さんは万能の天才と呼ばれていますから」

　おまけに容姿は芸能人レベル。身長もモデル顔負けと付け加える泉さん。

　ミュータントじゃん！

「もちろん夏川さんも引けを取りません。彼女が高たか嶺ねの花はなであることは小森さん自身がよく知っていますよね」

　それはもう。神様は不公平だと本気で思うほどだよ。

「そんな健吾さんと彼夏川さんらが付き合うことになったらどうなると思います？」

　一瞬で心臓を握りつぶされてしまう僕。これまで目を背けてきたことを直視させられている気分だ。

「間違いなく大騒ぎになります。健吾さんを好きな女子だって黙っていないでしょう。他校生である夏川さんに嫌がらせをするかもしれません。もちろんその逆もしかり。もし小森さんが夏川さんの恋人だったなら経験があるでしょう？　少なくとも私はあります。女子の嫌がらせは男子と違って陰湿ですから大変でした」

　なんとなく泉さんの言いたいことが見えてきた僕は、

「つまり隠れ蓑を作ることで砂川くんに向けられるヘイトを僕にかぶせていたってこと？」

「推測に過ぎません。しかしそういう可能性もありませんか、という話です」

「……」

　熟考する。正直なことを言えば泉さんの推測は僕にとって一理ある。

　隠れ蓑は信じたくないけれど僕は夏川さんにとって下僕だった現実があるわけで。

『三ヶ月前から本命の彼氏がいるならわざわざ偽装カップルなんてする必要はない』

　そう思っていたけれど、本命の彼氏ができたからこそ偽装カップルをする必要があったと考えると、なるほど、合点がいく。

　それに泉さんの言う通り夏川さんと砂川くんが恋人になれば大騒ぎになるのは目に見えている。

　けれどこの仮説は僕なんかより刺さる人がいるわけで。

　だって隠れ蓑は泉さんにも当てはまるじゃないか。

　本気で砂川くんのことが好きな泉さんが受ける精神ダメージは偽装カップルだった僕なんかよりずっと重たいはず。推し量ることさえできない。

「……小森さんは優しいですね。憶測で失礼なことを告げたのに私を心配してくれていますね？」

「えっ、いや僕は何も言って──」

「──ないからですよ。普通なら『隠れ蓑はあなたも一緒じゃないですか！』と激げき昂こうするところですから」

　唇を噛かみ締しめる泉さん。

　今にも溢あふれ出してしまいそうな感情涙をギリギリのところで我慢している。

「正直なところ私は夏川さんには敵かないません。あれだけの美貌と才能を持つ人に私なんかが勝てるはずがないじゃないですか！」

　言葉が出ない。こういうとき本気で否定できないから僕は脇役モブなんだろう。

　だからって出会って間もない僕が「そんなことないよ！　泉さんにだって魅力があるよ！」と口にしたって響かないわけで。

　だってそれは僕にとっても偽りの言葉になってしまうから。

　夏川さんには勝てない。それは真実に近いと思う。

　だからこそ僕は優しいわけでもなんでもない。ヘタレなだけ。ただそれだけだ。

「でも夏川さんに負けないこともあります。健吾さんに対する想おもいです。それだけは絶対に負けない。絶対に。だからこそ私は諦めない。必ず健吾さんを振り向かせてみせます。だから──」

　ああ、なんて強い女の子なのだろう。

　憧憬する僕をよそに彼女は信じられない言葉を口にした。

「──協定を結びませんか小森さん。私は必ず健吾さんを振り向かせてみせます。だから小森さんも夏川さんに後悔させてやりましょうよ。逃した魚は大きかったって。いい男が隣にいたのにって」

　協力を持ちかけられる僕。それも夏川さんと健吾くんを引き剥はがすための協定だ。

「私は最後まで抗あらがいます。だってこんなにも好きなんです。彼のたった一人になりたいんです。脇役モブのままじゃ終われない」

「泉さん……」

　僕は夏川さんにも泉さんにも幸せになって欲しいと心の底から思っている。

　けれど、これから進む道は二人のうち、どちらか一人しか通れないほど狭くなるわけで。

　だからこそどちらか一方に肩入れするのは苦しくて。辛つらくて。悲しくて。

　けれど泉さんの強い瞳に惹ひかれた僕は考え抜くより早く承諾してしまっていた。

「……分かりました。僕にできることならお手伝いさせてもらいます」

「ありがとうございます。ではお礼に小森さんをいい男にしてあげます。約束です」




　　　　＊　砂川健吾　＊




「恋人の振りをしろってどういうことだよ!?」

「はい？　言葉通りだけれど」

　姉さんは首を傾かしげ「何が？」みたいな顔をしてやがる。

　えっ、飲み込めてない俺の方がおかしいだと？

　……そんなわけあるか！

　俺はすーと息を吸い込んだあと、

「これから小森を惚れさせようって女がなんで彼氏を作ることになんだよ!?」

「どうやら何も分かっていないようね」

　おめえだよ！

「いい？　これから私は小森くんに魅力的な女だと思ってもらう必要があるの。ここまではアンダースタン？」

　まるで猿に話しかけるような口ぶり。

　やべえ。女を殴りたいと本気で思ったのは生まれて初めてだ。

　本当は怒鳴り散らしたい俺だったが、話が進まないので我慢する。

　姉さんを相手にするためアンガーマネジメントを習い始めて正解だぜ。

「魅力に気付いてもらおうってのは分かる。それは理解してんだよ。けどなんでその手段が弟との偽装カップルなんだよ」

「……はぁ。あなたにはがっかりだわ」

「だからなんでだよ!?」

「いい女というのはたいてい恋人がいるものなの。考えてもみなさい。容姿端麗の私が小森くん以外に恋人がいなかったのよ？　それって私の性格が悪いみたいじゃない」

　事実悪いんだよ！　色んな意味でな！

「売れ残りみたいで格好つかない、そう言いたいのか？」

「誰が売れ残りよ!!」

　どこに食いついてんだ！　ダメだこの姉早くなんとかしないと……。

「小森くんの私に対する印象を操作したいのよ」

「印象を操作したいだぁ!?」

　盛大にツバを撒まき散ちらす俺。見開いた目で姉さんを見る。

「そう。私は彼氏を作れなかったんじゃない。作らなかったのだと。そして作ろうと思えば健吾のようないい男を──おっと勘違いはしないことね。私からすれば健吾なんて小森くんの足元にも及ばないの。けれど容姿だけは整っているでしょう？　だから私はいい男をモノにできる一流の女だと思わせたいの」

「なるほど。言いたいことは分かった」

　つまり色男を捕まえられるいい女だと刷り込みたいってわけだろ。

　俺は自分をいい男だと主張するつもりはねえが、世間一般にはその部類なんだろう。

　俺の一挙一動に騒ぐやつらを見てりゃ分かる。

　だが最初に断言しておくぞ。この作戦は間違いなく逆効果だ。

「というわけで明日の放課後、私を迎えに来なさい。翔太くんに恋人が出来たことを報告するわ」

「はぁっ!?　いやいやいや！　そんなことしたら間違いなく試合終了だろ！」

　だって想像してみてくれよ。

　高たか嶺ねの花はなである姉さんの隣で俺が恋人の振りをしたとする。

　小森が「こいつには絶対に負けねえ！」と戦意を燃やすならそれでいい。

　だが姉さんの話を聞く限りそういうタイプじゃねえ。

　どちらかと言えば「ああ……やっぱり夏川さんの恋人はこういう人がなるんだ。敵わないや」と諦めちまう方だ。

　やめといた方がいい。絶対にやめといた方がいい。

　本能が警笛を鳴らす中、肝心のバカは、

「これで私に対する評価はうなぎ登りね」

　どう考えても奈落落ちだよ。

　この作戦がどれだけやばいかを説明するも姉さんは聞く耳を持とうとしない。

「……はぁ。どうなっても知らないからな」

　強引に押し切られてしまった俺は頭を抱えながらため息を吐つく。

　本当にどうなっても知らないからな！




　　　　☆




　姉さんの家を出た俺はどっと疲れが押し寄せる。

　しかも明日から恋人の振りをしないといけねえとか……はぁ。憂鬱極まりねえ。

　とにかく今日はさっさと寝ちまおう。

　げんなりしながら帰途を歩く俺だったが、ふと見覚えのある人物が視界に入る。

　喫茶店から出てきたのは俺の彼女──泉天使だった。

　やっべ。そういや天使の誘いを断って姉さんの家に来てたんだっけ。

　せっかく誘ってくれたのに悪いことをしちまったな。

「おーい天使！」

　そう叫びながら横断歩道先の彼女に駆けつけようとしたとき。

　俺の心臓は跳ね上がる。

　なぜなら喫茶店から天使の後を追うように男が出て来たからだ。

　おいコラ、ちょっと待て。誰だよあの男──って、ん!?

　面識はねえはずなのにどこかで見たことのある顔だ。

　えっと……どこだ？　どこであいつのことを知ったんだ？

　脳内で顔認証システムを起動させる俺。

　違う、こいつじゃない。あいつでもない。くそっ、一体どこで──。

　なかなかフィルターに引っかからず、頭をかきむしる俺。

　検索を諦めかけたちょうどそのとき、

　──小森じゃねえかああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁっ!!

　姉さんの携帯の待ち受けがヒットする。

　えっ、ちょ、待て、待て、待て！　どっ、どどどどういうことだよ!?

　なんでアイツが俺の彼女と喫茶店から出て来てんだよ！

　もはや理解不能の光景に身体からだが硬直してしまう。

　何が一番不可解って……。

　天使のやつめちゃくちゃ楽しそうに笑ってやがるじゃねえかああああああああああっ!!

　しかも携帯を取り出したかと思えば……。

　嘘うそだろ!?　まさか連絡先を交換してねえか!?　あーもう何がどうなってんだ!?

　このとき俺は人生で初めて怖おじ気けづいてしまった。

　天使との関係が終わっちまうかもしれない恐怖に足が動かなくなっちまったんだ。

　考えるより早く駆けつけてさえいればあんな面倒なことに巻き込まれなくて済んだんだが──このときの俺は後に起こる厄介ごとを回避できなかった。




　　　　＊　小森翔太　＊




「ちょっ、ちょっと待ってくださいよ泉さん！　この際飲み物は目をつぶりましょう。でもどうして超特大デラツクスパフェまで奢おごらなくちゃいけないんですか！」

　僕と協定を結んだ泉さんは「これから夏川さんと戦わないといけないわけだしエネルギーを補給しないと。あっ、店員さん。この超特大パフェを二つ！」

　そう。なんと彼女は千五百円以上もするそれを二つも頼んでいた。

　しかも気がついたらいつの間にか僕が奢らされている始末。

「甘いスイーツで女の子の涙を消すことができるんですよ？　ここで男の気概を見せずにどうするんです」

「くっ……そう言われると安いけど」

「えっ？」

　何気なしに言った言葉に目を見開く泉さん。

　えっ、何？　もしかして何かマズいことを言った？

「えっと……もしかして口説こうとしてます？」

「なんでそうなるのさ!?」

「ということは無意識ですか……なるほど。もしかしたら小森さんは天然の女たらしかもしれませんね」

「奢らされた上に罵ば詈り雑ぞう言ごん!?　泣きっ面に蜂なんですけど！」

　かつてここまで理不尽な仕打ちがあっただろうか。

「ふふっ。どうやら確定です──よし！」

　確信した様子の泉さん。胸ポケットから携帯を取り出すと、

「安心してください。私もタダで奢ってもらうつもりはありませんよ。ちゃんと代金に相応ふさわしい対価をお支払いします」

「あっ、いや別にそういう意味で言ったわけじゃ──」

「──私と連絡先を交換しましょう」

「はいっ？」

「協定を結んだのです。これからは互いのために協力し合うことになります。いつでも連絡ができるようにすべきでしょう」

「それは……」

「安心してください。交換すると言っても私はいつでも捨てられる連絡先ですので」

「それを打ち明ける必要性はどこに!?」

「えっ、まさか本命の連絡先を教えろと？　……チッ」

「舌打ちされた!?　ああー、もう。それじゃいつでも捨てられる連絡先でいいですよ。それを教えてください」

　連絡先を交換する僕たち。

「これで私たちは共犯ですね」

「まぁ……僕に何ができるか分かりませんけどこれからよろしくお願いします」

「ふふっ。こちらこそ。よろしくお願いしますね翔太さん」

「翔太さん!?」




　　　　＊　高嶺繭香　＊




　小森が夏川に進路票を送り届けた翌日の昼休み。

「彼氏に振られてたぁっ!?　何それどういうこと!?」

　夏川の様子を聞いてみると全く予想していない報告が上がってきた。

　小森曰いわく、夏川が男に振られたあげく泣き喚わめいていたとのこと。

　なんだそれ。ワケが分からねえ！

「ちょっ、声が大きいよ繭姉」

「ごっ、ごめんね。でもそれ本当に夏川さんだったの？」

　夏川の本命は小森、お前のはずなんだぞ？

「間違いないよ。この目で見たんだから」

　お弁当を食べながら断言する小森。

　どう見ても嘘をついているようには見えなかった。

　それにもう一つ不可解なことがあってだな……。

　ちらりと夏川に視線を向ける私。

　数日振りに復帰した彼女は驚くほど張り合いが無くなっていた。

　こうして昼休みに小森と二人きりで昼食を取っているのが何よりの証拠だ。

　手作り弁当に限らず私が小森との仲を見せつけても焦る様子一つ見せない。

　それどころかどこか余裕を感じさせる表情だ。

　夏川は小森に惚ほれていると思ってたが……もしかして私の早とちりだったか？

　だがこれがとんだ思い違いであることを知るのに時間はかからなかった。




　　　　＊　泉天使　＊




　健吾さんの二股が発覚した翌日の放課後。私は震える手でメッセージを送信する。

　文面は『今日は一緒に下校できますか？』

　正直昨日の今日で彼に会うのはすごく怖い。だって別れ話を持ち出される可能性もあるわけで。

　だったらこのまま会わずに逃げ続けた方が楽だ。

　けれど今の私には背中を押してくれる仲間がいる。小森翔太さんだ。

　私が健吾さんを下校に誘うべきかどうか、メッセで相談するとすぐに返信があった。

『天使の甘い誘惑を断れる人なんていませんって！　ファイトです！』

　天使の甘い誘惑って……あばずれみたいじゃない！

　だから私は、

『MAILER-DAEMONエラーメール　現在この連絡先は使用されていません』

　なんて返信したわけで。

『いつでも捨てられる連絡先だっていうのは本当だったんだ!?　これじゃ代金の対価はもらったことになりませんよ！　超特大パフェ二つ返してください！』

『私のお腹なかを切り裂いてもらえればまだ残っていると思いますよ？』

『発想が狂気的過ぎる!!　お金を返すという発想はないんですか!?』

『今のメッセージは《私を食べて♡》だってことにどうして気がつかないんです？』

『まさかの食人カニバリズム発言!?』

　ふふっ。ほんとバカなやり取り……。

　でもこれは翔太さんが私の緊張を解ほぐすために綴つづったメッセージだということも理解していて。

　本当にこの人は天然の女たらしじゃないかと疑ってしまう。

　だからこそ健吾さんからの返信は心臓をナイフで抉えぐり取られたような痛みを走らせるものだった。

『悪いな天使。今日も用事があって一緒に下校できねえ。けど大事な話があるんだ。後で時間をもらえるか？』

　大事な話に希望を見み出いだせなかった私はただただ身体が固まってしまう。

　どうしよう。きっと別れ話だよね？　不安が胸いっぱいに広がるなか、校門で待つ私とは逆方向に走り抜けていく健吾さん。

　私がいた方角には目もくれず走り去っていったから恋人が待っていたことにも気が付いていない様子。

　あんなに急いでどこに行くんだろう。

　居ても立っても居られなくなった私はこっそり健吾さんの跡をつけることにした。




　　　　＊　砂川健吾　＊




　小森と天使が一緒にいるところを目撃してから俺は一睡もできなかった。

　体育の授業中にボーッとしていた俺は顔面にボールをもらい、いつもなら即答できる問題も誤答の嵐。

　あまりにいつもと違うせいか教師全員から保健室に行くよう勧められたぐらいだ。

　クラスでもちょっとした騒ぎになっていたらしい。「今日の砂川くん、様子がおかしくない？」ってな。

　だが俺から言わせればそうなっちまうのも無理ねえわけで。

　なにせ恋人が他の男──それも姉さんが必死こいて落とそうとしている小森と一緒にいるところを目撃しちまったんだから。

　本当は今すぐ問い詰めたいところなんだが……。

　情けないことに足が怯ひるんじまって聞きに行くことができなかった。

　真実を打ち明けられることが怖いんだよ。まさか俺にこんな一面があったとはな。

　結局俺は二人の関係を聞きそびれちまっただけじゃなく、実姉と偽装カップルをすることさえ天使に伝えられなかった。

　何も悪いことはしてねえはずなのに罪悪感がハンパじゃねえ。

　やましいことがないとはいえ天使にはちゃんと説明しておくべきだってのに。

　放課後を迎えた俺は彼女からメッセージが送信されていたことに気が付く。

　どうやら今日も下校に誘ってくれたらしい。

　ちくしょうっ！　何が悲しくてやりたくもない偽装カップルをして本命の彼女をおろそかにしねえといけねえんだ！　だんだん腹が立ってきたぜ。

　ええい！　こうなったらさっさと姉さんの用事を済ませてちゃんと天使と話し合おう。

　俺は全力疾走で小森と姉さんの高校へと向かうことにした。




　　　　＊　夏川雫　＊




　──私は新世界翔太くんの女神になる。








第三章【錯さく綜そう】

物事が複雑に入り混じり、終着点が見えないこと。









　小こ森もり翔しよう太たを取り巻く環境はまさにそれだった。

　桜さくらノの宮みや高校のグラウンドに轟とどろく黄色い声援。その原因は他校生、砂すな川がわ健けん吾ごの登場によるものである。立っているだけで「きゃああああっ!!」と歓喜の声が上がっていた。

　彼の存在に気が付いた小森翔太は、

（えっ、あれって……砂川健吾くん!?　なんで彼が僕たちの高校に!?）

「どうしたの翔ちゃん。もしかして知り合い？」

「えっと……夏なつ川かわさんの彼氏──かな？」

「はいっ!?」

　小森翔太の返答に目を見開いて驚く高たか嶺みね繭まゆ香か。

「夏川さんの彼氏って……振られたって言ってなかった？」

「いや、振られたというか振られかけていたというか……」

「どういうこと翔ちゃん？　私にも分かるようにちゃんと説明してよ！」

　理解が追いつかない高嶺繭香が小森の肩を揺らした次の瞬間。

　事態は収拾不可能な域に達した。

　小森翔太と高嶺繭香を追い抜かすように夏川雫しずくが現れたからである。

　彼女は美しい黒髪を靡なびかせ、いい女を漂わせながら口を開く。

「待たせたわね健吾。それじゃ一緒に帰りましょうか」

（（（（爆弾が投下されたああああああああああああああああああああああああっ!!））））

　夏川雫の言動に下校中だった生徒たちはギョッとする。

　何が起こったのか理解できない様子だが、何かが始まったことだけは感じ取ったようだ。

　やがて夏川は弟と腕を組み、

「そう言えば小森くんと高嶺さんには言ってなかったわね。実は彼と付き合っているのよ私」

（（（（なんですとおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!））））

　小森と高嶺を含むその場にいる生徒たちは驚きを隠せない。

　目まぐるしい環境の変化に頭の整理が追い付いていなかった。

　とりわけ頭の整理が追い付いていないのは高嶺である。

　例の現場を目撃していないだけに完全な情報不足に陥っていた。

（えっ、ええっ!?　マジ!?　マジか!?　一体何がどうなってんだ!?　あーもうっ！　ここまでワケが分からなくなんなら部活をさぼって小森と見舞いに行っときゃ良かったぜ！）

（そっ、そっか……復縁したんだ。砂川くんが考え直してくれたんだね。でも……やっぱり複雑かも。だってこれって泉さんが正しかったわけだよね？　ほら隠れ蓑みのの件。ということはだよ？　僕は夏川さんにとって下僕であることを再度断言されたわけで。それに何より砂川くんと夏川さんが再縁──誤用を承知であえてこの表現を使わせてもらう──したということは泉さんはいよいよ──って、ん？）

　目をこすりながら視線の先を確認する小森。彼の視線の先にいたのは泉いずみ天てん使しである。

　グラウンドの大木に身を潜めながらこちらの様子を窺うかがっていた。

（ええええええええええっ!?　ちょっ、ええっ!?　なんで!?　どうして!?　なんで泉さんまで僕たちの高校にいるのさ！　しかもこれ最悪のタイミングなんじゃない!?）

　ダラダラと額に汗が滑り落ちる小森。顔は真っ青である。

　そんな小森を見た砂川健吾。

（ほら見やがれ!!　小森のヤツ、俺の登場で生気を吸い取られちまってるじゃねえか！　そりゃそうだろうよ！　一体どこの世界にいい男を見せ付けて恋を燃え上がらせようとする高たか嶺ねの花はながいんだよ!?　燃えるどころか一瞬で鎮火されちまったじゃねえか！　……それにやっぱダメだ。偽装カップルに集中しきれねえ。天使と二人きりで過ごした男が目の前にいるってんのに姉さんの恋人をしている場合じゃねえだろうが！）

（ひいいっ!!　さっきから砂川くんが僕のことをめちゃくちゃ睨んでくるんだけど!?　それも恋人に群がる虫を見るような目で！　やっ、やっぱり本命の彼氏ってことは僕が夏川さんと偽装カップルをしていたことも知っているんだよね!?　つまり彼の鋭い視線が意味するところって──俺の夏川に近づくんじゃねえよってこと!?）

　一方、女子陣営。まずは夏川雫。

（これで翔太くんも私の魅力を再認識したはず。これからは時間をかけてゆっくり心酔させてあげるわ。本当はいますぐモノにしたいけど……いいわ高嶺さん。出遅れたことは認めてあげる。けど対局はまだ終わっていないわよ。これは言わばオセロ。最後に高嶺さんのアドバンテージを一気に裏返してあげる）

　彼女の強過ぎる闘志は視線に出てしまっていたようで、

（おいおいおいっ!?　なんか敵意のこもった目でめっちゃ見てくんじゃねえか！　一体どういうつもりだ夏川のヤツ!?　小森なんかよりいい男を捕まえられるのよアピールか？　いやそれも違うような……。クソッ、夏川の意図が全然読めねえぞ!?）

　夏川雫の真意が読みきれず困惑する高嶺繭香。

　よもや小森に己の魅力を認識させるため、実弟と恋人を装い嫉妬心を煽あおりに来た──などという浮世離れした正解を導き出せるはずもなかった。

　夏川雫の暴走はまさにダミープラグを導入したエヴァ◯ゲリオンのごとく。

　彼女は弟の横腹を肘で突つつき合図を送る。

　というのも夏川は今日このときのためにシナリオを作成していたのである。

　彼女は弟に台本シナリオを暗記するよう命令するとともに、その時々の演技まで指示していた。

（おいおい姉さん……まさかあの台詞せりふを本当に言わせるつもりか!?）

　渋る砂川健吾。あれを放てばセカ◯ドインパクトが発生することは必至。

　しかしそんな弟に夏川雫は痺しびれを切らしていた。砂川健吾の足を踏みつけ煙草たばこの火を消すように捻ねじる。

（痛ってえ！　目的のためなら手段を問わねえってか!?　……わかった、わかったよ！　やるだけやってやるさ！　そのかわり後で泣きついてくんじゃねえぞ！）

「しっ、雫は俺のような男がふさわしい女だと思わないか？」

（（ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!））

　その台詞は数いる生徒の中で小森翔太と泉天使にクリティカルヒットした。

（うぎゃああああああああああ!!　死んじゃう、死んじゃうよおおおおおおおおおお!!）

　砂川健吾が巻き起こしたセ◯ンドインパクトにより泉天使は絶望を禁じ得なかった。

「残酷な天使のように」とはまさにこのことである。

　そんな彼女から目を逸そらせない小森翔太。内心はもちろん荒れ狂っていた。

（うぎゃあああああああああああああああっ!!　泉さんが！　泉さんがああああっ!!　あまりのショックに腰を抜かしちゃった！　お医者さん、お医者さんはいませんか！　誰か彼女に救いの手を！）

　本当はいますぐ泉天使の元に駆けつけたい小森翔太。

　しかしそうすれば砂川健吾と泉天使の修羅場サードインパクトが発生すると確信した小森はこの場を早急に切り上げることを選択！

　この決断が事態をより複雑化する。

「えっと……僕にそんな告白をしてどういうつもりなのかな？」

　不機嫌、というより若干怒っているようにも見えるその言動に例の姉弟きようだいは、

（なっ……！　まさかあの小森が俺の挑発に乗ってきやがった!?　嘘うそだろ!?　こいつはどう見てもそういうタイプじゃねえだろうに！　まさか姉さんの作戦通り嫉妬心を煽ることに成功したってのか!?　マジかよ!?）

（翔太くんが嫉妬してりゅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ!!　ええっ、嘘!?　作戦が成功することは確信していたけれど、まさかここまで効こう果か覿てき面めんだなんて。あまりの嬉うれしさにどうしても表情が緩んじゃう。でもここで油断しちゃだめよ雫。もっと恋の炎を燃え上がらせないと！）

　この場で最も冷静、かつ真相に近かったのは高嶺繭香である。

（そりゃさすがの小森も怒るわな。偽装カップルつう献身をこんな形で返されてんだから。どう考えたって「お前は下僕止まり」宣言じゃねえか。恩を仇あだで返しているようなもんだろ。というかマジで夏川の野郎は何がしてえのか全然わっかんねえ！　だいたい小森も注意がどこか別の方向に向いているような……んっ、なんだアレ？）

　小森の違和感に気が付いた高嶺は彼の視線の先を確認する。

　そこには他校生の女子生徒が大木に寄り添うようにして座っていた。

（あアん？　ありゃうちの制服じゃねえな……たしか夏川の彼氏と同じ──っ!!）

　電撃が全身に走ったような感覚に襲われる高嶺。

（待て待て待て!!　まったく根拠もない憶測だが……ひょっとしてこれとんでもねえ修羅場なんじゃねえか？　いや、情報が不足し過ぎて全貌が見えねえけどよ!?）

　恋のライバルが違和感を感じ取っていることなど気にも止めていない夏川は、

（だ…駄目だまだ笑うな…。こらえるんだ…私は新世界翔太くんの女神になる）

　勝利宣言をしたくてうずうずしていた。

　小森の反応が期待通りだっただけに完全に味をしめた様子である。

　夏川は弟の横腹を突いて次の台詞を督促する。

（おいっ、いい加減にしろよバカ姉！　まさかあの台詞まで俺に言わせる気か!?　……まあ幸いにも作戦通りに進んでいるわけだし、煽っておくのも悪くねえだろうが……いくら演技とはいえあの台詞を口にすんのは──）

　葛藤する砂川健吾。

　見かねた夏川雫は彼の肩に手を置きそっと耳打ちする。

　その言動は誰がどう見ても恋人のそれだった。

「早く言わないと健吾の待ち受けを姉の半裸にするわよ」

「っ!!」

（このクソ女あま、彼女持ちの俺になんちゅう脅しをしてきやがる。そんな画面を天使に見られた日には自殺もんだろうが！）

　どうやら彼女の脅迫は彼を突き動かすほどのもので、

「勘違いするなよ小森」

「勘違い？」

「別に俺は自分がいい男だって自慢しに来たわけじゃねえんだ。もちろん容姿が整っていることは否定しねえけどよ」

（いや、否定しろよ）

　と内心でツッコむ高嶺繭香。

　すっかり蚊帳の外である彼女は砂川健吾を観察することにしていた。

「勉強やスポーツだって全国レベルの天才だ。一流の男と言ってもいい」

（何言ってんだこいつ!?　高スペックのくせに口走ってることが残念過ぎねえか!?　もしこれを素すで言ってんなら絶対に恋人にしたくねえんだけど！）

　事情を知るものからすれば間違いなく茶番である現状。

　しかし何も知らない高嶺は砂川健吾のことを残念な男だと認定し始めていた。

「ぐぬぬっ……！」

（くっ……砂川くんにいきなり呼び捨てにされたんだけど！　初対面にも拘かかわらず、さらりとやってのけてくるあたり、やっぱり僕を見下しているってことだよね!?）

「俺が伝えたいことは一つ。こんな男を恋人にできる夏川雫はいい女だってことだ！」

（（もうやめてええええええええええええええええええええええええええええええっ!!））
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　内心で絶叫しているのはもちろん泉天使と小森翔太である。

　一方、高嶺繭香はと言えば、

（こいつマジでさっきから何言ってんだ!?　バカじゃねえの!?）

　錯さく綜そうする現場で真っ先にリタイアしたのは泉天使。

　恋人の口から「雫は俺のような男がふさわしい女だと思わないか？」「こんな男を恋人にできる夏川雫はいい女だってことだ！」などと聞かされれば精神がもたないのも当然。

　彼女は逃げるように桜ノ宮高校を後にする。

　もちろんその光景を目撃している小森翔太が冷静でいられるわけもなく、

（ああっ、どうしよう！　泉さんが泣きながらどこかに行っちゃう！　昨日の今日だし自暴自棄になっちゃうかも……こうしちゃいられない！　早く追いかけないと！）

「夏川さんが（砂川健吾くんとお似合いの）いい女だってことは十分わかったよ！　だから僕もう行くね!!」

「翔ちゃん!?」「小森!?」

　小森の急変に声が裏返ってしまう高嶺繭香と砂川健吾。

（……まさかあの他校の女子生徒を追いかけるつもり!?）

（待てよ！　桜ノ宮高校に来たのは偽装カップルをするためだけじゃねえんだぞ!?　昨日目撃しちまったお前と天使の関係を問い詰めようとだな──って、速はええなあいつ！　何だあの焦りよう。まさかこの場に居続けられねえほど悔しかったのか？　あの小森が？　もしかして俺が思っていたより男らしいのか？）

　そんな中、一人だけ幸せに浸る少女がいた。誰かは言うまでもない。夏川雫である。

（いっ、いい女……私は小森くんにとっていい女…………キタコレ。大勝利だわ。今日は偽装カップルを見せつけるだけの予定だったけれど──ここまで来たら行けるところまで行ってしまおうかしら）

　小森翔太が砂川健吾に嫉妬したと勘違いしている夏川は作戦を次の段階フエイズに移行する。

「せっかく迎えに来てもらったけれど今日はもういいわ健吾。それより高嶺さん、この後時間あるかしら？」

「「!?」」

（他校の彼氏を呼びつけておいてもういいだと!?　高飛車にもほどがあるだろ！　まさか夏川の目的は私に恋人を見せつけること……なのか？　クソッ、マジで意味が分からねえ！）

（勘弁してくれよ姉さん！　小森がいなくなった途端これかよ!?　傍若無人にもほどがあるだろ！　確信した。姉さんは恋愛をしちゃダメなタイプの人種だ。間違いねえ！）

「えっと……私はいいけれど彼はいいの？」

「ええ大丈夫よ。ねえ健吾？」

「おっ、おう……」

「それじゃ屋上に行きましょうか高嶺さん」

「「屋上っ!?」」

（やべえ！　さすがの私も夏川が怖くなってきたんだけど！　なんでわざわざ屋上に行かなきゃならねえんだよ!?　まさか私に何かするつもりじゃねえだろうな!?）

（おいおいおいっ!?　聞いてねえぞ姉さん！　高嶺は小森の恋人だぞ!?　そんな女と屋上で何を話す気だよ!?　嫌な予感しかしねえわ！　……とはいえ拘束が解けたのは好都合だ。天使に話したいことも聞きたいこともあるからな。よし。危険な匂いはするが後のことは姉さんに任してズラからしてもらうとするか）




　　　　＊　高嶺繭香　＊




　夏川に言われた通り屋上に足を運んだ私は早速本題に入ることにした。

　こっちは情報不足で混乱してんだ。頼むから分かるように説明してくれよ？

「えっと……私をこんな場所に呼び出してどういうつもりなのかな？」

「あら小森くんを射止めたあなたが私の真意に気が付いていないと？　面白くない冗談ね」

　んだとゴルァ！　こっちはお前の奇行にさんざん振り回されてんだよ！

　さすがの私も本性が顔を出しそうになったものの、

「賢明な高嶺さんのことだから私の狙いにも気付いていることでしょう。だからこそ最初に謝っておくわ──ごめんなさい」

「はあっ!?」

　頭を下げ滝のように黒髪を垂らす夏川。

　全く予期していないブッ飛んだ言動にもはや言葉が出ねえ。

　だが驚くのはまだ早かったようだ。

　夏川は顔を上げるや否いなや、

「高嶺繭香さん。正式に宣戦布告をさせてもらえるかしら」

「宣戦布告……？」

　ちょっ、待て待て待て。私はこれから夏川に何を打ち明けられるんだよ!?　もうこの時点で鳥肌が立ってんだけど!?

「あなたから小森くんを略奪するわ」

「はあああっ!?」

　小森を略奪するだぁっ!?　おまっ、自分がどれだけヤバいことを口走ってんのか理解してねえだろ!?

　いいか？　羨望と嫉妬を一身に集める美少女が「あなたの彼氏を寝取るから」と告げてんだぞ!?　相手が普通の女ならヒステリーを起こしているとこだからな!?

　なにせ夏川ほどの女だ。「本当に取られちゃうかも」って心配になるだろう。というか勝ち目なんかないと言ってもいい。

　たまたま私が小森に惚ほれてねえから良かったものをよ。本物の恋人の前でそれを口にしてたらマジで血を見ることになっていたかもしんねえんだぞ……って、まさかそれを見越して屋上なのか!?　そういうことか!?

　まだ死にたくない私は慎重に言葉を選ぶことにする。

　こちとら小森とは偽装カップルだ。悲しみの向こうへと辿たどり着くつもりはねえんだよ！

「私から翔ちゃんを奪うつもりってこと？　……正気なの？」

「安心して。正気よ」

　狂気だよ！

　とはいえ冗談じゃねえようだな。あの真まっ直すぐな目は本気で言ってやがる。

　略奪なんて言葉を口にしておいて、硝子がらす玉だまのような瞳をよく向けて来れるな！

「でも夏川さんには彼が……えっと──」

「──砂川健吾のことかしら」

「そう。その砂川くんが彼氏なんでしょう？　それなのにどうしてそんな言葉が出てくるのか理解できないんだけど」

　私はスカートに忍び込ませた携帯を握り締めながら疑問を口にする。

『１１０』と入力し発信までに一秒とかからない状態だ。

　おいおい。手汗がやばいことになってんじゃねえか。何かもう答えを聞くのがすっげえ怖いんだけど！

「はい？　健吾は彼氏なんかじゃないわよ？」

　なんでお前が首を傾かしげる側なんだよ！　もう何が何だか分かんねえよ！　理解出来るヤツがいたら教えてくれ！　切に！

「彼氏じゃない？　ごめんなさい。私の頭が悪いのかな。全く理解できないんだけど」

　そりゃそうだろ！　ここ数時間にどれだけ二転三転したと思ってやがる。

　言っておくが第一報は小森による「夏川が砂川健吾彼氏に振られた」だからな？

　それだけでも衝撃的だってのに放課後に待ち受けていたのは夏川による「実は砂川健吾彼と付き合っているのよ」発言。

　はい、もうこの時点で意味不明！

　そんでもってトドメの一発が「健吾は彼氏なんかじゃないわよ？」だ。

　なんだこれ。夏川の目的が謎過ぎるだろ！

「砂川健吾彼はただの火付け役よ。小森くんの──いえ翔太くんの嫉妬を煽あおるためのね」

「えっと…」

　ぶっちゃけ訳が分からないが……仕方ねえ。脳をフル回転させてやる。シンキングタイムだ。真意を明らかにしねえと話が進まねえからな。

　まず第一報。これは夏川の本心から考えても何かの間違いだろう。

　小森がそう信じ込んでしまうだけの光景を目撃しちまった、と。勘違いを生んだ原因だが──なんにせよ痴情のもつれだと思わせるものだったんだろうよ。例えば夏川が砂川に泣きすがる、とかな。

　で、ここからが頭を悩ませるわけだが、

「実は砂川健吾彼と付き合っているのよ」

「砂川健吾彼はただの火付け役よ。小森くんの──いえ翔太くんの嫉妬を煽るためのね」

　の二つを踏まえて推測してみる。

　まず夏川が私と二人きりになった途端、砂川は恋人ではないと言い放った点。

　これは夏川にとって砂川とのペアリングは小森に見せ付けるためだったと考えるのが妥当だろう。

　その証拠に「ただの火付け役」と夏川自身が発言しているからな。

　そしてその目的はまさしく「小森の嫉妬を煽るため」だったと……。

　……いや、待て。納得できるよう無む理り矢や理り組み立ててみたものの、小森の嫉妬を煽るためってのがどうしても理解できねえ。

　小森の前にイケメンを対面させるなんてのは、どう考えたって逆効果だろ。

　天才の夏川がそんなことも分からないはずがねえだろうし……ということはまだ何か見落として──、

「──翔太くんのすぐ傍そばにいた高嶺さんも見たでしょう？　彼の嫉妬に歪ゆがむ顔と声色を」

　嘘うそだろ!?　何も見落としてなかっただと!?　というか嫉妬に歪む顔と声色って何だよ！

　ありゃどっからどう見ても怒っていた一択だろうが！　勘弁してくれよマジで！

　あーもうっ、確信した。確信したぜ。天才に変人が多いってのはこういうことだったんだな。

　凡人には思いつきもしない発想をやってのけるから天才と呼ばれるわけだ。

　これまで私は夏川のような人種を羨望していたが……ありがとよ。今日で憧れや嫉妬からは卒業できそうだ。こいつのような女には絶対になりたくねえ！

　夏川の思惑を大方察した私は進退について考え込んでいた。

　なにせ私は夏川が小森を諦めた（というより惚れていない）と思っていたからな。

　まさか偽装カップルで小森の嫉妬を煽ってくるなんて想定外だったぜ。

　こうなってくると私は小森と別れたくても別れられなくなったわけだ。

　なにせ夏川は私から小森を略奪する気満々。

　小森と別れた途端、ハイエナの如ごとく横取りしに来るだろう。

　クソッ……何も追い込まれていねえはずなのになんだこの感じ。

　ジリジリと距離を詰められている気分だぜ。

「私のしていることは決して褒められたことではないわ」

　聞いてもいないのに喋しやべり始める夏川。黙れ。こっちは神経を研ぎ澄まして考え事をしてんだよ。

「でも翔太くんを諦めきれないの。だから高嶺さん。あなたには打ち明けさせてもらったわ。もちろん私の目的を翔太くんにバラしてもらっても構わないわ。あなたにはその権利がある」

　この野郎……ここに来てまたとんでもねえのをぶち込んできやがったな。

『私の目的を翔太くんにバラしてもらっても構わないわ』だと？

　──言えるわけがねえだろうがああああああああああああああああああああああっ!!

　もし「そういや夏川さんの彼氏──砂川くんって実は偽物で翔ちゃんの気を引こうとしているんだって」なんて言ってみろ。

　一瞬で私の負け確定だろうが！

　言いたかねえが、お前ほどの美少女が偽装カップルをしてまで気を引こうとしていることがバレたら色めき立たない男なんていねえっての！　間違いなくイチコロだわ！

　クソ……対外的には〝弱み〟を握ったはずなのにどうして私の方が退路を断たれてんだよ。ワケ分かんねえ。

　まさか夏川のヤツ、ここまで計算して？　だとしたら相当の策士だが…………いや、それはねえか。たぶんこれは偶然の産物だろう。

　ちくしょう！　小森と偽装カップルをするところまでは良かったが、まさかこんな逆襲が待っていようとはな。試合に勝って勝負に負けた気分だ。

　……とりあえずこうしちゃいられねえ。

　こうなりゃ夏川の拗こじれが小森に気付かれる前に攻略しねえと……。

　とはいえ、焦る必要はねえだろう。しばらくは空回りが続くはずだ。

　なにせ嫉妬心を煽ろうとすればするほど小森の夏川に対する好意は削そがれちまうからな。

　ククッ。しばらくはからかい甲が斐いのある日々になりそうだぜ。




　　　　＊　砂川健吾　＊




　姉さんの拘束がとけた俺は桜ノ宮高校を後にした。校門を出たところで天使にメッセを送信する。

『大事な話があるんだ。これから会えねえか？』

　二回も下校の誘いを断っちまったんだ。天使にはさみしい想おもいをさせていることだろう。

　それに小森との関係についても向き合わないといけねえし……。

　自惚うぬぼれだが天使からはすぐに返信があると思っていた。だが俺を待っていたのは既読スルー。メッセージを確認しているにも拘かかわらず無視をされたってことだ。

　おいおいおい……何で返事を寄よ越こさねえんだよ天使!?

　嫌な汗が額を滑り落ちていく。いつの間にか背中はびっしょり濡ぬれていた。

　何だこの胸騒ぎ……嫌な予感が止まらねえ。




　　　　＊　小森翔太　＊




　泉さんに追いついた僕は彼女を落ち着かせるため公園のベンチに座ることにした。

　余談だけれど「ぜーはー」と息を切らす僕に対して泉さんは息一つ乱していなかった。

　女の子より僕の方がバテてるって……いくら何でも体力が無さ過ぎじゃないかな。

　スペックの低さにショックを隠しきれないよ。とはいえ今は自分の不ふ甲が斐いなさに落ち込んでいる場合じゃない。

　僕は天使さんが泣き止やんだことを確認してから腰を上げる。

　とりあえず飲み物でも口にしてもらった方がいいよね。

　甘党な泉さんのため、自動販売機でおしるこをチョイス。

　さりげなく彼女に手渡すと、

「はっ？」

　バカなのこいつ、みたいな反応が返ってきた。

　想像していたよりずっと鋭い声音と視線だ。やっぱりこの状況でおしるこは無いよね？

　でもいつぞやも超特大デラツクスパフェを二つ平らげていたし、心境を察すると甘いものが欲しいかなと思ったんだけど……。

「翔太さんは女の子にモテません」

「断定!?　断定しちゃう!?　普通『女の子にモテませんよね？』って疑問形じゃないの!?」

　おしるこをチョイスしただけで冷酷に現実を叩たたきつけられるとは……一体誰が想像できたっていうんだ！

「でも事実モテませんよね？」

「ちくしょう！　たしかに僕はモテませんけれども！」

　でもだからって断定はひどいよ！　僕にだって夢を見る権利ぐらいあるはずだ！

「……まったく。変なところで意地を張るのは良くないですよ？」

「どうして僕が窘たしなめられなきゃならないのさ！　非礼や不作法があったのは泉さんの方じゃないか！」

「プライドなんて実にくだらないものです。ですから翔太さんも早く人としてのプライドを捨てるべきかと」

「捨てないから！　それだけは絶対に捨てないから！　人としてのプライドを捨てたら終わりだから！」

「残飯を喜んで食べるぐらいがちょうど良いと思うんです」

「良くないよ！」

「えっ、キレてるんですか？」

「キレてないよ。僕をキレさせたら大したもの──って、これ最近やったやつ！」

　もちろん全力でツッコむ僕。

　必死な姿がツボに入ったのか、泉さんは顔を隠しながら「ふふっ……」と笑いをこぼしていた。

　傍はたから見れば変だろうけど、僕と泉さんの関係性がボケとツッコミ漫才師みたいで良かったよ。

　おかげで口下手な僕でもこうして彼女の気を紛らしてあげられるんだから。

　それに僕は泉さんの毒舌は本心じゃないと確信していて。たぶん僕をからかうための冗談なんだと思う。

　いや、なんで脇役モブのお前に女心が分かるんだよとツッコまれたら返す言葉がないんだけどね？

　でもそのなんていうか……毒を吐かれても本気で嫌な気持ちにならないというか。

　僕（たち）にとってちょうど良い塩あん梅ばいというか……。

　まっ、言葉では上手うまく言えないんだけどさ。でも馬が合うっていう表現があるでしょ？

　そんな感じだと思うんだよね。我ながら何言ってんだ、自惚れてんじゃねえって気もするけど。

「からの？」

「からの!?　いや何もありませんけど!?」

「アドリブもダメ、と。やはり翔太さんはモテません」

「くっ……！　心に刺さる直球だ！」

　まぁそりゃそうだよね。この状況でおしるこを渡す男がモテるわけないか。

　涙で喉が渇いているはずだし、水なんかの方が──、

「あっ、美味おいしい」

「飲むんかい！」

　なんかすっごくナチュラルにツッコんじゃったよ！

　言っておくけれど、さすがの僕もおしるこのチョイスはあえてだよ？

　彼氏が堂々と二股を認めたわけだし、天使さんの心の傷はさぞ大きいと思って。

　だから文句でも不満でもいい。それを僕にこぼすことで少しでも気晴らしになればと思ってたんだけど……。

「傷心の女の子に甘いものを渡しておけばいいだろうという、その浅はかな思考がもうダメですよね」

「返す言葉もない……」

「冗談は顔だけにしてもらいたいものです」

「毒強くない!?」

　いや、ある意味作戦成功なんだけどさ！

「あれ？　でもこうして手で隠すと意外とイケますよ」

　なんて言って泉さんは僕の顔に手をかぶせ──、

「あれ？　こういうのって鼻や口だけ隠すものじゃ……？　両手で顔全てを隠されているんですけど……」

「残酷な現実ですね」

「残酷なのは泉さんですけど!?」

「…………はぁ」

　おっと。盛大にため息を吐つかれてしまった！

　やっ、やっぱりさっきの今でこのやり取りはマズかっただろうか。

　どっちかって言うと僕が泉さんに罵倒されるように誘導したようなもんだし……。

　どうやら泉さんは僕なりの配慮に気が付いているらしく、

「えっと……私を追いかけてくださってありがとうございます。わざとおしるこをチョイスしてくれたところも実はポイントが高いですよ」

「そっ、それはどうも」

　やっぱりバレてたか。

「それでその……砂川健吾にさつきよる二股発言のあれどう思います？」

　どう思いますだって!?　決定的な現場にいた僕にそれを聞きます!?

　どう答えるべきか、足りない脳みそを振り絞って考える僕。

　正直なことを言えば砂川健吾くんの二股疑惑は確信に変わった。

　本人の口から「雫は俺のような男がふさわしい女だと思わないか？」「こんな男を恋人にできる夏川雫はいい女だってことだ！」なんて飛び出したんだから当然だ。

　というか、すっごく睨にらまれちゃったし。夏川さんに近付くなオーラがハンパじゃなかったんだから。とはいえそれを正直に告げていいものなんだろうか……。

　そんなことを考えているときだ。

「えっ……？」

　携帯を確認する泉さんの顔色が明らかに悪くなる。

　ただ事じゃないと思った僕はマナー違反を承知で携帯を覗のぞき込む。

　そこには砂川健吾くんからのメッセージが送信されていた。

『大事な話があるんだ。これから会えねえか？』

　それを視認した僕の心臓はドクンッと跳ね上がる。

　──大事な話。

　いっ、いけない！　いくらなんでもこれは僕の手には負えない。

　だって、さっきの今でこのメッセージはもう……。

「……私やっぱり振られちゃうんですよね……嫌だ……そんなの絶対に嫌ああああっ!!」

　ダムが崩壊したように涙が溢あふれ出す泉さん。

　感情を抑えられず「うっ……ううっ……ひっく……」と苦しそうに息をしている。

　メッセージから想起される結末があるだけにこうなってしまうのも無理はない。

　僕は過呼吸になりかけている泉さんの背中をさすりながら彼女が落ち着くのをただ黙って待つことしかできなかった。

　こういうとき僕は本当に無力だ。彼女の傍そばを離れないことしかできないんだから。




　　　　＊　砂川健吾　＊




　嫌な予感ほど的中するとはよく言ったもんだ。

　全身が熱くなるまで街を駆けずり回った俺に待っていたのは残酷な現実だった。

　俺の彼女、泉天使が小森にすがりつきながら「……私やっぱり振られちゃうんですよね……嫌だ……そんなの絶対に嫌ああああっ!!」と泣き叫んでいた。

　衝撃的過ぎるその光景に俺はただ立ち尽くすことしかできない。

　一体いつから小森と天使は付き合っていたのか。接点はどこにあったのか。どうして小森が天使を振ろうとしているのか。

　頭に浮かぶのは疑問ばかり。考えれば考えるほど謎は深まっていく。

　だが俺の度肝を抜いたのは、

　小森翔太が高嶺繭香と泉天使と二股をしていたことと、

　泉天使が小森翔太と砂川健吾と二股をしていたつうことだよ！

　……もしかしたら俺はとんでもねえ誤解をしていたのかもしれない。

　心の奥隅では小森を特徴のない男だと思っていた。だが、あいつには女を惹ひきつける魅力があるのかもしれねえ。じゃないとおかしいだろ！

　小森の彼女である高嶺繭香だって文句なしの美少女だ。夏川雫姉さんも虜とりこになっているし、天使だってあのすがりようだ。
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　天使の感情が爆発した姿なんて俺でさえ初めて見たんだぞ!?

　クソッ、一体何がどうなって──!?

　本当なら今すぐ小森と天使の間に割って入ってはっきりさせてえ！

　けどやっぱり俺は弱い男だったらしい。足が震えて一歩も前に進めねえ。

　これまで散々姉さんをバカにしちまったがどうやら恋は人間を変えちまうらしい。良い意味でも悪い意味でもな。

　盲目でバカになるやつもいれば、嫉妬で身を焦がすやつもいる。臆病になって目を背けるやつだって……。

　どうやら俺は最後のタイプだ。終わりを告げられるのがすごく怖いんだよ。乱入する勇気よりも恐怖が勝っちまってやがる。

　だから俺はとある作戦を決意した。それもめちゃくちゃ情けねえ作戦だ。

　けど俺はこの作戦を必ず成功させてみせる。天使との将来のために──。




　　　　☆




　小森と天使の二股という、決定的な光景を目撃しちまった俺はすぐさま姉さんの家に駆け込み、作戦を実行していた。

「翔太くんをデートに誘いなさい!?　ちょっ、何を言っているのよ健吾！　バカなの？」

「それはこっちの台詞せりふだ。こっちは姉さんの恋人役までやったんだぞ？　まさかこのまま小森からのアプローチを待つつもりじゃねえだろうな？」

「それは……」

「確かに姉さんは小森の嫉妬心を煽あおることに成功した。けど高嶺から奪い取るためには小森の意思で別れてもらう必要があるんだぞ。まさかこのまま待っているだけで達成できるなんて思ってねえだろうな？」

「はううー」

　俺が決意した作戦は姉さんに小森を攻略してもらうというものだ。

　夏川雫姉さんの見てくれや才能は間違いなく全国レベルだ。

　それが家族の贔ひい屓き目めじゃないことは周りの人間を見てりゃ分かる。

　そんな姉さんが本気で小森に迫れば落ちると思うわけよ。

　本当に惨めな作戦だろ？　色んな意味で酷ひどい。

　だが俺は藁わらにもすがりつく思いでこの作戦を実行する。

　そもそも姉さんの恋人役を引き受けてしまった以上、小森攻略計画は乗りかかった船だしな。もちろんこの作戦がいかにヤバいかは百も承知だ。

　なにせ終着点は、

　──小森は俺の夏川雫偽彼女を略奪し、俺が小森の女天使を奪還することだからな。

　言葉にするとマジでイかれてやがる。もはや意味が分からねえよ！

　だが決断したからには善は急げ、だ。いや、この場合は悪は急げになんのか？

　とにかく行動しないことには意味がない。都合の良いことに今日は週末だしな。

「ちなみに小森の連絡先は知ってんのか？」

「フェイクのときに聞いてはいるけれど……でも最近は全然連絡を取っていないわよ」

「なら話は早はええ。さっそく小森をデートに誘っちまえ」

「にゃんで!?　とっ、というか私は翔太くんに恋人がいることを見せつけたばかりなのよ？　誘うにしたってどうやって──」

「──ばーか。誘う理由なんてなんでもいいんだよ。例えば俺へのプレゼントを選ぶために都合をつけなさいとかな。たしか姉さんは小森のことを下僕だって宣言したんだろ？　ならキャラ的にもちょうど良いじゃねえか」

「でっ、でも翔太くんと二人きりで過ごすなんて……妊娠したら誰が責任を取るのよ」

　しねえよ！　二人きりなんてフェイクのときに何度もあっただろうが！

「そっ、それに翔太くんを誘うなら彼に楽しんでもらえるよう、最高のデートプランを立てるのが先じゃないかしら」

「そのデートプランを立てんのにどれくらいかかるんだよ？」

「短くても一年」

「長なげえわ！」

　デート一つ誘うのに一年も費やしてたら小森を攻略するまでに何十年、いや何百年かかるんだよ！　アホか！　そんなもん却下だ、却下！

「でも……」

「〝でも〟も〝だって〟も禁止だ」

「何よ急に。恋人役に難色を示していたくせに……一体どういう心境の変化かしら」

　強引な態度に懐疑的な視線を向けてくる姉さん。

　くっ、こういうところだけは鋭いじゃねえか。

　……いや、疑うのも当然か。とはいえ本音を漏らすわけにもいかねえし……。

　俺は姉さんに事情を説明することなく、ごまかすことにした。

「勘違いするなっての。別にやる気になったわけじゃねえよ。ぶっちゃけ早くお役ごめんになりたいだけだ。けど姉さんに任せっぱなしじゃいつまで経たっても進まねえだろ。だから知恵を貸してやろうと思ってな」

「……そう」

　半信半疑の姉さん。どうやらその目は完全に納得していない様子だな。

　まあいい。完全に騙だまし切るつもりはねえからな。

「怖おじ気けづいちまうのも分かるけどよ──小森とのデートを想像してみろって。手作り弁当をあーんとか、恋人つなぎで街をぶらついたり、もしかしたらそのまま良い雰囲気ムードになって唇を重ねることだって──ふがっ」

　話している最中、顔面にクッションを盛大にもらう俺。

　投げた相手が誰かは言うまでもない。

「痛っ……てめえ何しやがる！」

　ツバを飛ばしながら叫ぶ俺。

　見れば姉さんの顔はリンゴのように赤く染まっている。ぷしゅーと湯気まで立つ始末。

　この照れよう……一体何を想像したんだか。

「翔太くんをお持ち帰りしてそのまま大人の階段も──」

　おっと。俺が想像していたのは学生らしい甘酸っぱいデートだったんだが、どうやら目の前の女はもっと進んだ関係になるつもりらしい。

　まさかこの俺が女じゃなくて男の貞操を心配する日が来ようとは……乙女としてどうよ、と思わないこともねえが好都合だ。

　小森と姉さんが合意の上で既成事実を作るなら大いに結構。小森だって一線を越えたら責任を取らざるを得ないだろう。さすがに天使から手を引くはずだ。

　というよりそういう関係男女の仲になったとき、姉さんが小森の二股を許すはずがねえ。ありゃ嫉妬深く独占欲の強い女だ。今の俺にとってこれほどまでに心強い女はいねえよ。

「わかったわ。健吾の言う通り翔太くんを誘ってみるわ。その代わり今夜は寝かせないわよ」

「のっ、望むところだぜ……」

　このあと俺は本当に一睡も出来なかった。

　実の姉弟きようだいで禁断の夜──なわけもなく姉さんのデートプラン作成に付き合わされたからだ。

　深夜三時あたりで明日着ていく服のファッションショーが始まったときはさすがの俺も舌を噛かみ千切ってやろうかと思ったぐらいだ。

　頼むぜ姉さん……これで小森の好感度を下げて帰って来たらぶっ飛ばすからな。覚悟しとけよ。




　　　　＊　高嶺繭香　＊




　マジでビビったぜ。まさか夏川から宣戦布告をされるとはな。

　やっべ。まだ鳥肌が立ってやがる。身震いだって治まる気配がねえよ。

　言語が通じない未確認生物に遭遇しちまった気分だわ。

　だがこれで私に残された選択肢はキープだな。

　夏川も本気マジのようだし……よし。小森をデートにでも誘ってやるか。ちょうど週末だしな。

　女に免疫もなさそうだし、下着屋にでも連れて行けばイチコロだろ。

　ったく、感謝しろよ？　私みたいな美少女に金と時間を費やしてもらえるんだぞ。たぶん人生史上最高に幸運なことだからな。




　　　　＊　泉天使　＊




　結局私は健吾さんに返信することができなかった。

　感情の整理が追い付かなかったからだ。

　泣く子も黙るほど泣きじゃくる私に翔太さんは黙って背中をさすってくれた。

　公衆の面前で女子高生に泣き喚わめかれたんだから居心地が悪かったはずだ。

　けど彼は逃げ出すこともなく、寄り添ってくれた。

　それがありがたかった。本当に温かかった。感謝してもしきれない。

　なんていうかその……私はこれまで恋人以外の異性に走る女の子の気持ちが理解できなかった。ううん、理解だけじゃない。納得もだ。けど今日初めてわかった。

　女の子が浮気をしてしまうのはいつだって辛つらいときや悲しいときなんだって。

　できれば知りたくなかった現実だけどね。でもだからこそ負の感情を言い訳に現実から逃げたくない。次の恋をするなら今の恋をきちんと終わらせてから。

　さみしい、辛いからって理由で別の男の子に気を許すのはただの言い訳でしかない。

　もちろん今でも私の健吾さんへの想おもいは揺らいでいなくて。必ず夏川さんから取り戻してみせるつもり。

　でもまずは翔太さんにお礼かな。弱っているときに傍そばにいてくれるのが彼で良かった。

　これが本性を隠して寄り添う振りをする男の子だったら……心を許してしまっていたかもしれない。そうなったら後悔で押し潰されていたよね、きっと。

　翔太さんは私が泣き止やんで「大丈夫だから」って言っても全然一人にさせてくれなくて。

「甘いものが食べたい気分かも。でも男一人でスイーツって恥ずかしいし……一緒に来てくれる人がいればいいんだけど」なんて棒読みでパフェを奢おごり始めるし。

　その後も「えーと、もし良かったら送り届けていいですか。いやあの……一度でいいから女の子を送り届けてみたいなー、なんて」とか言い出すし。

　結局私が自暴自棄にならないよう自宅まで送ってくれた。

　もしかしたら傷心につけ込んで部屋に上がり込むつもりなのかな、とも思ったんだけど、それも大ハズレ。

　私が自宅に着くや否いなや「あっ、そういえば用事があったんでここで失礼します！」なんて言い残してすぐに帰っちゃった。

　たぶん翔太さんの魅力は一緒にいて素すの自分でいられること、安心させてもらえることだと思う。

　学生のうちはどうしても分かりやすいものに惹ひかれる女の子が多い。勉強ができるとか運動ができるとか、目に見えることで男の子を鑑定しちゃう。

　でも彼の良さは一緒にいる時間が長い人ほど分かるんじゃないかと思う。

　だから私は翔太さんをカッコ良くしてあげたい。垢あか抜ぬける手伝いをしたい。

　もちろんありがた迷惑かもしれないけど。

　なんて思ったけど……結局私は自分が思っているより傷心しているんだ。誰かと一緒に居たいと願ってしまっている。

　だから翔太さんをカッコ良くしてあげたいなんてのは休日に連れ出す口実でしかない。

　本音は無理をしないでちょうどいい距離感でいられる翔太さんといたいだけ。

　だから私はお礼も兼ねて一緒に出かけようと思う。ちょうど週末だもんね。

　たくさんお買い物して美味おいしいもの食べてそれからたくさん愚痴を聞いてもらって──。そうだ。これからのことについて相談に乗ってもらおう。

　ふふっ。私のメッセを見た翔太さんがどんな反応をするかちょっと楽しみかも。




　　　　＊　小森翔太　＊




　夕食を平らげて家のソファでくつろいでいると携帯が鳴った。すかさず確認してみると、

『突然で悪いけれど明日付き合ってもらえるかしら』と夏川さん。

　明日……？

　首を捻ひねる僕。だって明日は休日だよ？　いや、これといった予定はないけどさ。一体どういうつもりなんだろう。まさかお出かけの誘いじゃあるまいし……。

　だってそれなら砂川健吾くん彼氏と行くもんね。

　真意が読めないけど、とりあえず返信はしておこうかな。

『もしかしてショッピングですか？』

『ええ。彼氏に贈るプレゼントを一緒に選んで欲しいのよ』

　ああ、なるほど。そういうことか。全てを察したよ。

　たしかに恋人に贈るプレゼントを一緒に買いに行くのは無謀だよね。

　そうなると夏川さんが一人で、もしくは女友達を連れて行くことになるけど、男の気持ちが分からないからプレゼント選びが迷宮入りしてしまう、と。

　そこで下僕の出番ということか。うーん。正直複雑な心境かも。

　あっ、いや、僕がいいように使われているとかじゃなくてさ。泉さんのことを考えるとって意味。

　夏川さんは砂川健吾くんが死ぬほど好きなんだろうけど、それは泉さんも一緒のことで。

　だから僕は二人に協力するけれど、どちらか一方だけに肩入れはしない。中立でいようと決めている。

　彼女たち二人のどちらを選ぶのかは砂川健吾くんだからだ。

　なんにせよ罪な男だよね。そりゃすごくカッコ良いいし何をやらせても器用そうだけどさ。

　でも女の子を泣かせるのはダメだよね。しかも二人とも泣かしているんだから。

　二人の涙を目の当たりにしているからこそやるせないよ。

　けどここで僕が出しゃばるのも違うわけで。

　もちろん僕が夏川さんか泉さんに惚ほれたなら「砂川健吾あいつは君にふさわしくない。僕と来い！」みたいな強キャラで迫ってもいいんだろうけど（全然似合わない台詞せりふだけど）……でも色んなものを壊す覚悟が今の僕にはない。

　責任も取れないのに介入するのはただの偽善者だ。

　砂川健吾くんは僕と泉さんの面識があることも知らないだろうし、彼を咎とがめようものなら話がややこしくなりそうだ。

　やっぱり今の僕にできるのは彼女たちの背中を押すぐらいかな。

　さて、そういったことも踏まえて夏川さんへの返信だけれど……。

　まさか僕と二人きりってことはないよね？

　変な噂うわさが立つと大変だし。となると他の女の子も一緒か。

　うーん。それはちょっと……。

　言わずもがな僕は人見知りだ。夏川さんのお友達と一緒ってのは気が引けちゃうかな。

　というわけで、

『夏川さん以外の女の子も来るんですか？』

　……。

　…………。

　………………。

　あれ!?　さっきまで即返信レスだったよね!?　急に応答がなくなったんだけど！

　返信を待つこと五分。

『どういう意味かしら』

　このとき砂川健吾くんの首が絞められていたなんて知る由もない。

『いやそのままの意味ですけど。夏川さんの他に女の子はいるんですかっていう』

『他の女もいた方がいいのかしら？』

　ん？　なんだろうこの感じ。もしかして怒ってる？

　メッセだから文字しか確認できないけどなぜか怒っているような気がする。

　いや、勘違いとは思うんだけどさ。

　とはいえ難しい質問だよね。僕としてはどっちの回答でも出来てしまう。

　人見知りの観点で言えば夏川さんだけの方が過ごしやすい。けど、良からぬ噂を立てられないようにするためには他の女の子が居た方がいいと言うか……。

　やっぱりいざというときのことを考えると他の子もいた方がいいよね？

　さて、どう諭したものか。

　たぶん夏川さんは砂川健吾くんのプレゼントを購入したいだけ。だから僕と二人きりで出かける悪影響がピンと来ていないのかもしれない。

　もともと無害認定されたことでフェイクに選ばれたんだし、その癖で僕を誘っちゃったのかな？

　となる自然に気付けるよう誘導してあげるのが親切だよね。

『はい。夏川さん以外の女の子もいた方が良いと思うんですけど』

　この返信で僕はまた待たされることになった。

　まさかこのとき夏川さんが自宅で凍りついているなんて知る由もない。

　今度は十分ぐらい待ったところで、

『死ぬわよ』

　!?!?!?!?!?!?　ホワッツ!?　何が原因で誰が死ぬのさ!?　ダメだ！　返信が謎過ぎて理解が追いつかない！

『小森くんは女の敵ね』

　おっと、突然の罵倒！　いくらなんでも理不尽じゃないかな!?　一体どういう解釈をすればそうなるのさ！　恩を仇あだで返された気分だよ！

　……あっ、そういうことか！

　つまり僕は夏川さん以外の女の子がいる方が乗り気だと勘違いしたんだね!?

　仕方ない。今度はちゃんと伝わるように噛かみ砕いて……。

『ほら……二人きりでいるところを見られたら噂になるじゃないですか。それは僕にとってもノーサンキューかな、なんて』

　よし完璧だ！　これならちゃんと理解してくれただろう。

　けれどこのときの僕は知る由もない。

　夏川さんが『小森翔太には高嶺繭香という本命がいるからお前と二人きりになって噂を立てられるのはメンゴで』的な感じで受け取られていることを。

　今度こそちゃんと伝わって──、

『死んだわ』

　──なかったよ!?

　えっ、誰が!?　誰が死んだの!?　もしかして見えないところで殺人が!?

　このメッセージの送信先には死体があるってこと!?　嫌だもう怖いんだけど！

　ちなみにこのときの僕は知らない。

　首を絞められていた砂川健吾くんの意識が失われていることを。泡を吹いて白目でピクピクしていることを！　なにより死体の身元が砂川健吾くんであることを！

　怖くて返信出来ないでいると、

『生あい憎にく、私に女友達はいないわ』

　えっ、ええ……そのカミングアウトもどうなのさ。たしかに夏川さんって一いつ匹ぴき狼おおかみだけど。

　けど僕が誘えるのは繭姉と泉さんぐらいだし……この二人も論外だよね。

　となると他の子にお願いするしかないけど──。

『えっと……それじゃあ僕の方で見繕いましょうか』

『遊びに誘える女の子がたくさんいるってことかしら!?　とんだ女たらしね！』

　ええっ!?　なんでそうなるの!?

『明日は私と小森くんの二人だけでショッピングセンターに行くの！　はい、これ絶対！　他の人は絶対に誘わないでもらえるかしら！』

　さいですか。どうやら僕の配慮はありがた迷惑だったらしい。

　……つらたんだ。

　こうして夏川さんと二人きりで出かけることが決まった次の瞬間。

『翔ちゃん。明日良かったらお出かけしない？　どーしても一緒に行きたいお店があるの』

　ん？　んんっ？








第四章【トリプルブッキング】

先約と重なる別の約束をして、約束が三重になってしまうこと。









　あろうことか僕、小こ森もり翔しよう太たは夏なつ川かわさん＆繭まゆ姉と出かける約束をしてしまっただけでなく、泉いずみさんともデートすることになっていた。

　……いや、自分でも何を言っているのか分からない。

　ことの原因は昨夜に受信したお三方のメッセージである。

　夏川さんと出かける約束をしてすぐに繭姉からのお誘い。

　もちろん先約があるわけだから、断ろうと思ったのだけれど──、

『それじゃ先日オープンしたアウトレットモールに十三時集合でいいかな？　あっ、昼食はそこで取りたいからお腹なかは空すかしておいてね』

　繭姉は僕の返事を待たずに場所と日時を指定。どれだけメッセージを送っても既読が付かない状態になってしまった。

　さすがの僕も「勝手過ぎるよ」と思ったものの、断りきれていない状況で行かないのも罪悪感に苛さいなまれるわけで。

　しかもそのあと泉さんから、

『翔太さん……もし良かったら明日一緒にお出かけしてもらえませんか？　家にいると塞ぎ込んでしまいそうで……』なんてメッセージを受信してしまった。

　彼女は砂すな川がわ健けん吾ごくんの二股を目撃したばかり。家にこもるのは精神衛生上よろしくない気がする。

　僕としては誘いを断る理由はない。話し相手になることで気を紛らわしてあげたい気持ちでいっぱいだった。

　だからこそ気が付いたら、

『えっと……それじゃ先日オープンしたアウトレットモールにでも行きませんか』

『はい。よろしくお願いします。翔太さんとのデート、楽しみにしていますね』

　実はこのとき僕にはある算段があった。夏川さんの誘いを別日に変更してもらおうというものだ。

　繭姉と泉さんの二人なら会う場所を同じにすれば、時間を調整するだけだからね。

　泉さんは午前、繭姉は午後という具合だ。

　というわけで、

『ごめんなさい夏川さん。やっぱり明日は中止にしてもらえませんか？』

『別にいいけれど』

　ほっ。これにて一件落着──、

『泣くわよ？』

　──はいアウト！

　そんなわけで小森翔太による三股トリプルブツキングとも言えるお出かけデートが幕を開けることになるんだけど……こういうのが上手うまく行くのって女性を扱うプロホストぐらいだよね。

　後先考えずに行動することの愚かさを思い知ることになる。




　　　　☆




　土曜日の午前八時。アウトレットモールの西門。

　開園と同時に会う約束をしていたのは──、

「ごめんなさい翔太さん。待ちましたか？」

　──女の子走りでこちらに駆け寄ってくる泉さんである。

「あっ、いや全然。僕もいま来たところですよ」

　うっ。なんか今の台詞せりふ恋人っぽくなかった？

　今さらだけどすごく恥ずかしい。心なしか頬ほおが紅潮しているかも。

「減点です」

「ええっ!?」

　なんと合流するや否いなや僕に待ち受けていたのは採点である。しかも減点ときた！

「ここは『三時間前に着いてました。いつまで待たせるつもりですか！』と言って、楽しみにしていたことを明かしてキュンキュンさせるところですよ？」

「朝の五時からアウトレットモールに来いと!?　鬼畜にもほどがありませんかね!?」

「それじゃ翔太さんは私とのデートを楽しみにしてくれていなかったんですか？」

　心配そうに上目遣いをする泉さん。

　うぐっ……そんな表情を浮かべられたら本音を漏らさずにはいられないじゃないか。

　薄々気付いていたけど泉さんって名前とは対照的に小悪魔系だよね。

「そりゃ……楽しみにしていなかったと言えば嘘うそになりますけど」

「ちょろ」

「おい」

　僕のジト目に「まあまあ」となだめてくる泉さん。

　一見、元気そうに見えるものの彼女の目の下にはくまが。

　この態度が『いつも通り振る舞おう』という強がりだってことが分かってしまう。

「それよりその……どうですか？」

　くるんっと回る泉さん。花柄のスカートが軽やかに舞うと同時に花の香りが漂う。

　彼女の言動の意味を察した僕は次の言葉を探す。

　泉さんの私服はいわゆるキュート。女の子らしい可愛かわいい格好だ。

　とはいえ、泉さんには砂川健吾くんがいる。

　傷心しているだろうし、一応は異性である僕が勘違いさせてしまっては元も子もない。

　言葉は慎重に選ぶべきだよね。

「えっと……すごく似合っていると思いますよ」

「可愛い……ですか？」

　くっ、あえてその表現を避けたのにあなたがそれを促しますか……。

　どっ、どうする僕。とにかくここは濁して……、

「泉さんだからこそ似合う服だと思います」

「むぅ。それってつまり──」

　頬を膨らませ、若干潤んだ瞳で僕を見上げてくる泉さん。

　どうやら彼女はどうしても僕の口から感想を言わせたいらしい。

　ああっ、もうっ！　あらかじめ弁解しておきますけどこれは言わされたんですからね！

「可愛い、と思います……はい」

　恥ずかしさのあまり、おもわずうつむきながら本音を漏らす僕。

　ううっ……我ながら童貞丸出しだよ……泉さんを直視できないや。

「ふふっ。ありがとうございます。でも翔太さんに言われても嬉うれしくありませんね」

「言わせたくせに！」

「えっ、キレてるんですか？」

「キレてないですよ。僕をキレさせたら──ってこのやり取り何回させる気ですか！」

　もはや身体からだに染み付いたネタのようにツッコむ僕。

　気が付けば顔を上げて盛大に笑い合っていた。

「あはは……お腹痛い。翔太さんって本当にこのネタが好きですよね」

「いやいやいや!?　言っておきますけど僕は振られているだけですからね!?」

「ところで翔太さん」

「あっ、はい。なんですか泉さん」

「褒めてもらえるのは嬉しいんですけど……どうして翔太さんは何も着ていないんですか？　目のやり場に困るんですけど」

「着てますけど!?」

　ちょっ……泉さん!?　何てことを口走ってんの!?　仮に、仮にだよ？

　僕たちが小説の登場人物だったとしたら、世界の外側から観測している読者がビックリする発言だからね!?　まるで僕が露出を楽しんでいる変態みたいじゃないか！　いくらなんでも看過できない発言なんですけど!?

「ごめんなさい。どうやら目が疲れているのかもしれません」

　いいえ泉さん。もし僕がアウトレットモールに裸で来たように見えたなら疲れているんじゃなくてイかれているんです。

「もし良かったら僕の目薬を貸し──」

「──ちゃんと靴下だけは履いていましたね」

「変態度が増した！　変態からド変態に格上げされちゃったよ!?」

「格上げ？　何を言っているんですか。格下げの間違いじゃないですか？」

「どっちでもいいよそんなの！」

「ハッ。まさか翔太さん、バカにしか見えない服を着ているとおっしゃる？」

「言ってませんけど!?　というかバカにしか見えない服って何ですか!?　バカの目には見えない布地の間違いじゃないんですか！」

「それだと私がバカになっちゃうじゃないですか」

「遠回しにそう言ったんですけど!?」

「バカって言った方がバカなんですぅー」

「幼児化した!?」

「とまぁ……翔太さんの特殊な性癖の話はここまでにして──」

「いや、待ってよ！　ちゃんと僕が服を着ていることを口にしてもらえます!?　もし僕たちの会話を覗のぞき見ている読者がいたらどうするんです!?」

「読者？　何を言っているんですか翔太さん。頭大丈夫ですか」

「くっ……それを言われると言い返す言葉もないんだけど……」

「そこの君！　どうして何も着ていないんだ！　署まで連行する！」

「やめて！　お願いだからやめてください！　本当に僕が何も着てないと勘違いされたらどうするんですか！」

　ちなみに今のは泉さんが声を変えて警察の振りをしただけなのであしからず。

　不特定多数の人の前で露出できるほど僕は度胸が据わっていない。

「……翔太さんって本当にノリが良いですよね。楽しくてどんどん弄いじりたくなります」

「やめてくださいよ本当に……」

「ひと通りからかいましたので服を着ていることは認めます。ですが正直言ってダサいです。Ｔシャツに短パンって……今どき小学生でもそんな格好しませんよ」

「うぐっ……やっぱりダサいんだ」

　なるほど。泉さんの私服弄りの真意はそこだったか。

「はい。それはもう肩を並べて歩きたくないほどです」

「そこまで!?」

　涙目になる僕。オシャレでないことは自分でも分かっていたけど女の子から「隣を歩いて欲しくない」と言われると胸に刺さるものがある。

　肩を落とす僕に泉さんは、

「というわけで服を買いに行きましょう。ついでに髪も切りませんか？　私が翔太さんに似合う髪型を美容師にお伝えしますから。どうやらアウトレットモール内に美容院もあるようですし」

「はい？」

　想定外の提案に首を傾かしげる僕。

　びっ、美容院って……あの足を踏み入れるだけで緊張するところですか？

「でもそれだと泉さんが見たいところを回る時間が無くなっちゃうんじゃ……」

　今日の僕の予定は以下の通りだ。

　午前中は泉さんとアウトレットモールでショッピング。

　基本的には彼女が行きたいところに付き合うつもり。微力ながら気分転換のお手伝いができればなと。

　ただし午後からは繭姉との約束があるから、泉さんとは午前中でさよならすることになっている。

　さすがに「彼女（偽装）とデートがあるから泉さんとは午前中まで」とは言えないので午後からは予定があるということで承諾してもらった。

　お昼からは繭姉と昼食だ。

　移動時間が省ける分、午前中は泉さんの気分転換に時間を割けるってわけ。

　泉さんが午後からもアウトレットモールに残って鉢合わせることになったとしても僕の隣にいるのは繭姉。後ろめたいことは何一つない。

　さすがに泉さんも戸惑うだろうけど事情を説明すれば済む話だ。

　で、一番神経を割いたのが夜。夏川さんである。

　どうやら夏川さんは僕とのショッピングに丸一日を予定していたらしいのだけれど、急きゆう遽きよ無理を言ってショッピングの時間を夜にしてもらった。

　ちなみに依頼したメッセージの内容は、

『後生の頼みなんですが、ショッピングは夜にお願いできないでしょうか。その代わりと言っては何ですが日曜日も付き合いますので』

　余談だけれど夏川さんが提示したお店はアウトレットモールとは正反対に位置する大型ショッピングセンター。

　いくらなんでも夏川さんと泉さんを会わせるわけにはいかないからね。

　というわけで午前中は泉さんのしたいようにするつもりだったんだけど……。

　美容院になんか行ってたらすぐに午後になっちゃうよ。それに僕の服を見て回るような口ぶりだし。

「気にしないでください。むしろ今日は翔太さんへのお礼なんです」

「お礼？」

　お礼されるようなことなんて何かしたかな？

「そういうところに対するお礼ですよ。まっ、気にしないでください。これが私のやりたいことですから」

「まあ泉さんがそれで良いなら異論はないけどさ……」




　　　　＊　夏川雫しずく　＊




　午前八時。アウトレットモール東門。夜のデートに備えて私は健吾を連れて来ていた。

　私がここに足を運んだ目的は一つ。

　身も心も結ばれる記念すべき一夜を翔太くんと過ごすためだ。

　最初こそデートの時間変更に戸惑った私だけれど彼のメッセを見て確信した。なにせ、

『後生の頼みなんですが、ショッピングは夜にお願いできないでしょうか。その代わりと言っては何ですが日曜日も付き合いますので』

　私と翔太くんは年ごろの男女。若い肉体を持て余した学生だ。性欲に一番敏感な時期と言ってもいい。

　そんな彼の《後生の頼み》が夜から会いたい。日曜日も付き合いますので、ときた。

　ずいぶんとオブラートに包んだお願いの仕方だけれど……安心して翔太くん。

　あなたの願い。しかと読み取ったわ。

　──一夜を共にしてください、という願いをね。

　まさか翔太くんから『僕を男にしてください《童貞を卒業させてください》』とお願いされるなんて……さすがの私も予想外だったわ。

　でも大丈夫。文字通り一肌脱いであげる。いいえ、一肌どころか身にまとっているもの全て脱ぎ捨てる覚悟よ。

　もっ、もちろん私も初めてだから上手うまくいくかどうか分からないけれど。

　というわけで私はアウトレットモールに勝負下着を買いに来ていた。

「ふあぁー、眠ぃ……おっ、おい。こんな朝早くからアウトレットモールなんか来てどうすんだよ。こっちは姉さんのせいで一睡もしてねえんだぞ。ショッピングなら一人でもできんだろうが」

　あくびをしながら文句を垂れ流す弟。全く一徹したぐらいで情けない男ね。

　たしかに昨夜は激しい作戦会議だったとは思うけれど。

「いいえ。健吾には大事な役割があるの。そもそも翔太くんをデートに誘うよう提案したのはあなたなんだから最後まで付き合いなさい」

「付き合う言つったって夜まですることねえだろうが。俺をこんなところに連れて来て何をさせるつもりだよ」

「それは午後のお楽しみ。でも心配しないでいいわよ。健吾も男だし決して興味がないことじゃないわ。それにその……女の私だけじゃ分からないのよ。男の子の好みなんて……」

「ああん？　喋しやべるなら聞こえるように話せっての」

「とっ、とにかく！　これはとても重要なことなの。いつまでも寝ぼけたままでいられると困るのよ。まずは目を覚ましなさい。ほらっ、朝食を奢おごってあげるからコーヒーでも飲みなさい」

　こうして私は健吾の腕を引っ張りながら喫茶店へと入っていった。




　　　　＊　小森翔太　＊




「容姿が平凡な人が垢あか抜ぬけるためには何が必要だと思います？」

　メンズ服を物色しながら聞いてくる泉さん。

　フツメンがカッコ良くなるために必要なもの？　うーん、なんだろう。さっぱり分からないや。でもこうして僕に似合う服を選んでくれているあたり、

「ファッションセンスですか？」

「ブッブー。不正解です」

「えっ？　違うんですか」

「正解は──」

　物色をやめて振り向く泉さん。

　彼女は白シャツと黒ズボンを手にして距離を詰めてくる。

　えっ、えっ、なに!?　近いんですけど!?　まさか正解は女性に慣れることですか!?

　だっ、ダメですよ！　いくらお礼とはいえ女の子がそんな気軽に──。

　泉さんの顔がグッと近付く。おもわず僕が目を閉じてしまった次の瞬間、

「──整形です♡」

「ちくしょう！　どうせそんなことだろうと思いましたよ！」

　ケッ、別に期待なんかしてませんよ！　どうせ僕は地味メンですぅ。

「あれ、頬ほおが赤くなってますよ？　まさか『女性に慣れること』が正解だと思いました？」

「エスパーか！」

「ふーん。なんなら手取り足取り教えてあげましょうか。ぼーや」

　にやぁと口元を緩め人差し指で僕の胸をなぞる泉さん。

　何か良くないものが背筋を駆け上がってくる。

　なっ、なにが天てん使しだ！　これはもう悪魔の部類だ！

「ふふっ。悪魔は悪魔でも小悪魔ですけどね」

「僕の頭筒抜けじゃん！」

「脳みそ入っているんですか？」

「おっと。舌も悪魔的だ」

「とまぁ冗談は翔太さんの顔だけにして」

「いやできれば僕の顔も本気にして欲しいんですが」

「実はファッションセンスが間違いとは言いきれないんです」

「だとしたら毒の浴び損じゃないですか……」

「ただファッションにセンスは不要です。それだけは断言しておきます。よし。サイズも大丈夫そうですね。とりあえず今日は《魚》だけ渡しておきます。どうせこれからもしばらくは会うことになるでしょうし《釣り方》はおいおいレクチャーしますから」

「えっと……」

　話の展開に付いて行けず置いてけぼりをくらう僕。

　泉さんは白シャツと黒ズボンを僕の身体からだに被かぶせて寸法を測ったあとそれらを手渡してくる。

「それではレジにＧＯです。あっ、ちゃんと試着室で着替えて来てくださいね。そのあとは美容院に直行です。ふふっ。楽しみです」




　　　　☆




「おおっー！　ずいぶん見違えましたね！」

　カットを終えて美容院を後にすると泉さんが拍手をしながら出迎えてくれた。

　白シャツと黒ズボン（どうやらスラックスというらしい）を身に付けた僕は自分でも信じられないくらい大人っぽくなっていた。

　見てくれが格段にレベルアップしたことは素直に嬉うれしいものの、なんというかこそばゆい。

　自分が自分じゃないというか……なんていうか『背伸びしてみました！』的な感じ。

　Ｔシャツに短パンのときの子供っぽさは微み塵じんも残っていなかった。

「あの……泉さん。正直オシャレにはなったと思うんですが……これって僕に似合っているんですか？」

「バッチリです！　大事なのは《大人っぽさ》と《清潔さ》です。翔太さんが穿はいているスラックスはドレスですし、白シャツは清潔感があります。それに何より髪がすごくスッキリしました。眉毛も整えてもらって良かったでしょう？」

「ええ、まあ……」

「女の子には化粧という魔法がありますけど男の子は基本的に使えませんからね。そうなると必然的に触ることができるのは髪型と眉毛になります。髪はサイドを刈り上げることですっきりさせました。眉毛もプロの方に整えてもらうだけでキリッとした男らしい印象が出ます。翔太さんは痩せ型ですし、これで一気に好青年です！」

　なっ、なんか泉さんが急に饒じよう舌ぜつに。それに目もキラキラしているような……。

　可愛かわいい息子の船出に心躍らせる母親、みたいな感じ？

　あの泉さんから毒じゃなく母性が溢あふれ出していた。もしかして雪でも降るんじゃ……。

「これで午後からの予定も大丈夫。どこに出しても恥ずかしくない格好です」

「あの……ありがとうございます。でも本当に良かったんですか？　もう時間が……」

「……気にしないでください。これが私のやりたいことだったんです。これで翔太さんに彼女がいればもっと面白いことになっていたんですけど。楽しい反応を見れずに残念です。それだけが心残りですよ」

　くぅーっと悔しがる泉さん。

　僕ってそんな劇的に変わったの？　いまいち実感が湧かないんだけど。

「というわけで今日は私に付き合っていただいてありがとうございました。すごく気分転換になりました」

「そんな。僕は何も──」

「それじゃ私はアウトレットモールをもう少し見て回りますのでここで解散ということで」

「あっ、はい。僕の方こそありがとうございました」




　　　　＊　高たか嶺みね繭まゆ香か　＊




　午後一時。私は大好物のチーズが楽しめるレストランの前にいた。

　先日オープンしたアウトレットモールとあって周囲は人で埋め尽くされていた。

　チッ、小森のやつ……女の私を待たせるとかどういう神経してんだよ。

　偽装とはいえ一応デートに誘ってやってんだから先に並んどけっての。なんで男のお前の方が遅刻してんだよ。

　そんな不満を口にしかけたちょうどそのとき。

『繭姉が言ってたお店の近くに着いてるよ。大きな熊の置物の近くにいるから』

　ああん？　熊の置物だあ？

　すぐさま周囲を確認する私。

　熊の置物は……ああ、あれか、っておい！　嘘うそついてんじゃねえぞ！

　女受けの良さそうな男しかいねえじゃねえか！　あの野郎……自分が遅刻したからってデタラメ言ってやがるな!?　ずいぶん舐なめた真似まねを──、

「ねえねえ。もしかして一人？　良かったら俺と一緒に遊ばない？」

　チッ。イライラが募っているときにナンパかよ。

　視線を上げると見るからに軽そうな金髪の男がいた。見た目的に大学生ってとこか。

　……はぁ、面倒くせえ。

　女子高生をナンパしてないで女子大生でも引っかけてろっての。

「……ごめんなさい。彼氏を待っているんです」

　分かったらさっさとどっか行け。

「ええー、いいじゃん。彼女を待たせる彼氏なんか放っといてさ、俺と遊ぼうよ」

　あーもう、うぜえ！　彼氏がいる言つってんだろ！

　さっさと失うせろよ。マジで面倒くせえ……いっそのこと本性を出しちまうか？

　……いや、この人混みだ。どこで誰に見られているか分かったもんじゃねえ。

　高嶺繭香は腹黒なんて噂うわさが広まるともっとだりぃか。仕方ない。奥の手を使うか。これならこいつも諦めるだろ。

「あの……私、高二なんです」

　どうだ。アンダーだって分かりゃさすがのお前も──、

「──マジ!?　大人っぽいから女子大生かと思ったんだけど！　全然オッケーだよ。むしろラッキー？　現役女子高生と遊べるとか最高じゃん」

　おいマジか!?　こいつ頭イかれてんじゃねえのか!?　こっちは十八歳未満だぞ！　まさか女子高生を食おうってか!?

　ダメだこいつ！　やばい！　さっさとずらかろう。こういうのは相手にしない方がいい。

「おいおいどこ行くのよ！　いいじゃんちょっとだけ。ちょっとだけでいいからさ」

　あろうことか私の腕を掴つかんでくるチャラ男。

　反射的に声を荒らげてしまう。

「触らないで！　いい加減に──」

「──してもらえますか。彼女は僕の恋人なんです」

「「!?」」

　聞き覚えのある声。しかしそこには私の知っている小森はいなかった。

　それはなにも見てくれだけじゃない。雰囲気も含めてだ。まるで親の仇かたきでも見るような鋭い眼めつき。

　陥れられた善人が闇やみ堕おちして、刺し違えてでも復ふく讐しゆうを果たそうとする狂人になったヤツみてえだ。

　ぶっちゃけチャラ男なんかより小森が放っているオーラの方が圧倒的にヤバい。

「もしかしてあなたが繭香のストーカーですか？　もしそうなら今すぐ自首してください」

「はぁっ!?　ストーカー!?　何言ってんだ！　俺はただ話しかけ──」

「──ストーカー行為等の規制等に関する法律」

　まるで空気が凍いてつくような声音だった。

「ああん？」

「第三条　何なん人ぴとも、つきまとい等をして、その相手方に身体の安全、住居等の平穏若もしくは名誉が害され、又は行動の自由が著しく害される不安を覚えさせてはならない」

「おい何言って……」

「第十八条　ストーカー行為をした者は、一年以下の懲役又は百万円以下の罰金に処する。これ以上繭香に近付くならどんな手を使ってでも罰を受けてもらいます。たとえあなたを陥れてでもです」

　チャラ男の手をエグるように爪を立てる小森。
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　初めて見るこいつの豹ひよう変へんぶりに私は鳥肌が立っていた。

「やっべ……なんだこいつ。頭おかしいんじゃねえのか！」

　バツが悪くなった金髪は小森の手を振り払い逃げるようにこの場を去って行く。

　男が見えなくなるところまで逃走するや否いなや、

「ごめん。繭姉……」

「えっ、何？」

「膝が笑って動けないかも。肩を貸してもらっていい？」

　しまらねえ男だな本当に。だがなんだ……かっ、カッコ良いいじゃねえか。




　　　　☆




　昼食を終えて一通りショッピングした後、私たちはオープンカフェでくつろいでいた。

　小森から「たくさん歩き回ったし休憩しない？」と提案されたからだ。

　私はこいつと合流してからずっと言いたかったことがあってだな。

「ねえ翔ちゃん？」

「ん。なに繭姉？」

「翔ちゃんってさ──女たらしだよね」

「Why!?」

　オーバーリアクションの小森。両手を広げて驚いてやがる。

　納得がいかない、そんな表情だ。

「だってさ、私の体力を気にしてカフェに誘ってくれたんだよね？　しかもソファ側を譲ってくれてるし」

「いやそれは……」

「荷物だってさりげなく持ってくれるし、歩幅だって合わせてくれているじゃない？」

「それで女たらしになるの!?　すごい理不尽じゃない!?」

　言っておくがこいつの気遣いはこんなもんじゃねえからな。

　私を歩道側に誘導するのはもちろん、エスカレーターでは上り下りで女を支えられる立ち位置、携帯は一切イジらない。そして何より周囲に対する配慮。子ども、お年寄りに優しいし、常に笑顔だ。

　最初こそ「なんだこいつ。私とのデートに張り切りやがって。キメ過ぎワロタ」と思っていたが……ちくしょう！　優良物件じゃねえか!?

　これか？　もしかしてこれなのか？　夏川ほどの超絶美少女が小森に惚ほれた理由は。

　バリバリ仕事ができるエリートサラリーマン、なんて将来性は皆無だが、いつも家庭を大事にしてくれるパパにはなりそうだな……。

　男前とは言い難いが、整えれば見てくれはずいぶん爽やかだし。

　──やっぱり夏川の野郎にはもったいねえな。

　あの気の強そうな女なら一人でも十分生きていけるだろ。

　とはいえ私だけ小森に感情を揺さぶられるのも癪しやくだ。

　よし。反撃と行きますか。

「まあいいや。それよりこのあと行きたいお店があるの」

「あっ、うん。それは全然構わないけど……ちなみに何を見に行くの？」

「んふふ。それはね──し・た・ぎ♡」




　　　　＊　夏川雫　＊




「腹ごしらえもしたことだし、そろそろ行くわよ健吾」

「行くってどこに？」

「そんなの決まっているじゃない──下着屋よ」




　　　　＊　泉天使　＊




　せっかくアウトレットモールに来たんだし少しぐらいお買い物を楽しんで帰らなくちゃ。

　ふふっ。本当は翔太さんと一緒だとからかい甲が斐いがあったんだけど……。

　まっ、さすがに恋人じゃない人を連れて回るのは男の子にとっても酷だよね──下着屋なんてさ。




　　　　＊　小森翔太　＊




　下着屋に連行された僕は入り口で硬直してしまっていた。

　視線の先には女の子の下着、下着、下着の山が！

　頭では布地だって理解しているんだけど、やっぱり童貞の僕には刺激が強過ぎる！

　……って、あれ？

　童貞丸出しで困惑する僕の視線先に見覚えのある人物が。ついさっき僕をプロデュースしてくれた泉さんである。

　たくさんの下着を手に持って笑顔で試着室に入って行く。

　まっ、まずい！　いや、正確には何もまずくないんだけどこのまま繭姉と一緒に入るのは良くない気がする！　何より見つかったら説明が面倒過ぎる！

「やっぱり僕は別の店で待ってるよ。見終わったら合流しようよ」

「もしかして照れてるの翔ちゃん？　大丈夫だって。ちゃんと私が傍そばにいてあげるから」

　いや、それがヤバいんですけど!?




　　　　＊　高嶺繭香　＊




　バーカ。一人で見て回るわけねえだろ。何のためにお前を連れて来たと思ってんだ。

　こっちは合流してからてめえのギャップにやられっぱなしなんだよ。ちったあお前も緊張しねえと割に合わねえだろ。

　というわけで小森の腕を掴んで強引に下着屋へ。

「これなんかすっごく可愛かわいいと思わない？　早速試着してみようかな。翔ちゃんにもちゃんと見せてあげるから試着室ここで待っててくれる？」

「どえっ!?」

　どえって何だ、どえって！　動揺し過ぎだろ。

　……あっ。良いこと思いついたぜ。このブラを着けたら試着室に引きずり込んでやる。

　くくっ。驚くぞきっと。

「翔ちゃん？」

「ひゃいっ！」

　おいおい声が裏返ってんぞ。さては衣きぬずれの音に聞き耳を立ててやがったな？

「悪いけどカーテンの中に手を入れてもらえる？」

「なんで!?」

「いいから。ちょっと渡したいものがあるの」

「いやそれ絶対に下着だよね!?　全力でご遠慮願いたいんですけど！」

「お願い。ちょっと手が離せないの」

「何の手が離せないのさ！　あー、もうこれでいい!?」

「うん。ありがとう。それじゃお礼に──」

「えっ、何!?」

　小森の手を掴み強引に試着室に引きずり込む。

　さすがにズボンまで脱ぐわけにはいかねえからな。今は上着を脱ぎ捨て水色のブラジャーを身に付けた状態だ。

　どうよこの純粋無む垢くさ。爽やかなエロさだろ。自慢じゃないが私は胸には自信があってだな。ツヤ、形、大きさと申し分ねえはずだ。

「なっ、ななな……！」

　おうおうおう。目を見開いて口をぱくぱくさせやがって。鯉こいにでもなっちまったか？

　焦ってんなあ、おい。鼻血を吹き出して倒れんじゃねえぞ？

　なんならフロントホックを外させてやろうか？

　……きゃっきゃっきゃっ。こりゃいい。なんか新しい性癖に目覚めそうだぜ。

　って、おい何逃げようとしてんだ!?　この私が逃すとでも思ってんのか！　ちゃんと感想を言ってからって──きゃっ!?




　　　　＊　砂川健吾　＊




　俺が腕を掴つかまれ連れて来られたのは下着屋だった。姉さんの主張に耳を傾けると勝負下着が必要らしい。

　どうやら小森と大人の階段を登る気満々だ。それ自体は別にいい。むしろ望むところだ。

　だが何が悲しくて勝負下着それを弟の俺が選ばなくちゃなんねえの！　訳が分かんねえよ！

　それにこんなところをもし天使に目撃されちまったら……いや、小森に見られちまったら計画が水の泡になるんだぞ？　その辺ちゃんと分かってんだろうな、おい!?

　だが姉さんは一度言い出したら聞かない人間だ。それは弟の俺が一番よく知っている。

　俺はこの地獄を早急に終わらせるべく、視界に入った下着を適当に手に取って、

「あーもうっ！　分かった！　分かったよ！　それじゃこれなんかどうだ!?」




　　　　＊　夏川雫　＊




「というわけで健吾。男好きする下着を選んでもらえるかしら」

「はぁっ!?　なんで俺が!?」

「あのね。何度も同じことを言わせないで。男と女の感性は違うの。異性に喜んでもらうためには異性の意見が必要だって言ったでしょう？」

「あーもうっ！　分かった！　分かったよ！　それじゃこれなんかどうだ!?」

　へえ……男はＴバックこういうのが好きなのね。やっぱり女とは感性が──って、何よこれ!?

　後ろなんかほとんど透けているじゃない！　というか全く隠れていない──って前も!?　前も透けてるの!?　そういう場面を迎えたときにやる気満々だと思われない!?

「バカなの!?　いくらなんでも過激過ぎるわよ！」




　　　　＊　泉天使　＊




　あれ？　なんかすぐ近くで翔太さんの声が聞こえたような……。

　いやまさか、ね？　だってここ下着屋さんだよ？　男の子の翔太さんが一人で入店するわけないよね……？




　　　　＊　小森翔太　＊




「何してんのさ繭姉！　いくらなんでもこれはイタズラが過ぎるって！」

「翔ちゃんに選ばせてあげようと思って。どう似合う？」

「似合うも何も直視できないよ」

　女の子の下着姿に気が動転する僕。繭姉から視線を逸そらして素数を数えていた。

　どうしていいか分からない僕が急いで試着室を後にしようとすると、
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「待って！　ちゃんと感想を──って、きゃっ!?」

「ちょっ!?」

　足がもつれたのか、僕にのしかかってくる繭姉。

　全体重を預けてくるそれをテンパっていた僕が受け止めきれるはずもなく──。




　──ドスンッ!!




　試着室から飛び出してしまう僕と繭姉。

　彼女を上にして倒れたものだから、繭姉が僕に覆おおい被かぶさる格好。

　目と鼻の先でぷるるんっと揺れる豊ほう穣じようの女神が目に毒過ぎる。

　もはやこの時点で恥ずかしさＭＡＸにも拘かかわらず、さらなる衝撃が僕を襲った。

「「小森（くん）!?」」

　そこには逆さまの夏川さんとすごくエッチな下着を手にした砂川健吾くんが。

　えっ、ええっ……ええええええええええええええええええええええええええええッ!?








第五章【混沌カオス】

雑多なものが入り混じりわけが分からない状態。









　小こ森もり翔しよう太たを取り巻く環境はまさにそれだった。

　緊急事態にいち早く対応できたのは高たか嶺みね繭まゆ香か。

　彼女は下着姿で小森翔太に覆い被さっている現状がいかに波乱を呼ぶかを一瞬で把握すると、すぐさま試着室へと遁とん走そう！　まさに疾風迅雷である。

（うおおおおおおっ!!　やっべえ！　なんだこれ、なんだこれ、なんだこれ!?　どうしてこんな場所に夏なつ川かわがいんだよ!?　それも砂すな川がわ健けん吾ごを引き連れて！　というかＴバックを持ってなかったか!?　あの状況だと夏川に着てもらうために薦めていたようにしか見えねえぞ！　あーもうマジでダメだ！　とにかく今は落ち着いて思考しねえと。とりあえず試着室で時間を稼がせてもらうぜ）

　この迅速な対応に最も戸惑いを隠せなかったのは小森翔太。

（ええっ!?　ちょっと待ってよ繭姉!?　僕たちって試着室から一緒に飛び出して来たんだよ!?　それも対外的には恋人になっている僕たちが！　高校生のカップルが下着屋の試着室から出て来たってことはそういう関係だってことにならない!?　だからこそ一緒に誤解を解いて欲しかったのに逃げ足が速過ぎるよ！　そりゃ下着姿で恥ずかしい気持ちも分かるけどさ。でも取り残された身にもなってよ！　というか相手のカップルもすごいよね!?　砂川健吾くんなんかすっごくエッチな下着を夏川さんに手渡そうとしていたし……絶対見てはいけないところを目撃しちゃったよ！　何より一番やばいのは試着室のどこかに泉いずみさんがいること。もう本当にえげつないにもほどがないかな!?）

　次に夏川雫しずく。

（いやああああああああああああああああああああっ!!　翔太くんが……私の翔太くんが高嶺さんと試着室から飛び出して来たああああああああっ！　しかも彼女ブラジャーだけだったわよね!?　何よそれ、どういうことよ!?）

　夏川の理解が追い付かない中、何かを喋しやべらなくてはと焦った小森は、

「えっと……こんにちは。どうして夏川さんがここに？」

（それ私の台詞せりふなんですけどおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉっ!?　そりゃ対外的には彼氏である健吾と下着屋に来ているんだから気にならないわけがないわよね？　ましてや昨日、翔太くんの嫉妬心を煽あおったばかりなんだから。彼が気が気じゃないのも分かるわよ！　それでもやっぱり私の台詞なんですけどおおおおっ！　……ハッ。ちょっと待って。翔太くんの後生の頼みとはいえ、ここで「翔太くんに喜んでもらえる勝負下着を買いに来た」って正直に打ち明けるのって恥ずかし過ぎないかしら？　はしたない女だと勘違いされるのはごめんだわ。となるとその質問の回答は──）

「──健吾がどうしても穿はいて欲しい下着があるらしいのよ。それで仕方なくここへ」

「なっ!?　ふざけんなよ！」

（おいおいおいおいおいっ!?　何言ってんだ姉さん!?）

　保身しか考えていない姉の言動に戸惑いを隠しきれない砂川健吾。

　分かりやすく狼ろう狽ばいする彼の姿に、

（（ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああっ!!　とどめを、とどめを刺されたああああああああああああああああああああああああああああっ!!））

　試着室のカーテンから覗のぞき見する泉天てん使しと目の前で友人の死刑宣告を耳にした小森翔太は絶望の淵ふちに追いやられてしまっていた。

　姉の暴言に黙っていられない砂川健吾。弁解しようとするものの、

「まったく……恋人にこんな下着を穿いて欲しいなんて彼も困ったものだわ」

　視線と言葉で釘くぎをさす夏川雫。副音声は「合・わ・せ・ろ・や」である。

　姉弟きようだいである彼がそれを読み取れないわけもなく、

（いい加減にしろよマジで！　正直に「翔太くんのために勝負下着を買いに来ました」って打ち明けろや！　どうせはしたない女だと勘違いされたくないんだろうが爆弾を放り投げてくんじゃねえ！　こっちは大おお火傷やけどだっての！　……はぁ、仕方ねえ。見渡すかぎり他に知り合いもいねえみたいだし……今回だけは乗ってやる。そのかわりこれは貸しだからな！　ちゃんと小森を落としてもらうぞ）

「……そっ、そりゃ俺も男だからな。自分好みの下着を穿かせたいと思うのは当然だろ。小森だってそうだろ？」

「ええっ、僕!?」

「おいおい何だその驚きよう。彼女を連れて下着屋に来てんだ。俺と一緒だろうが。というか──」

　夏川姉弟には小森と遭遇してから共通の疑問があった。それは、

（（──お前誰だよ!?））

　彼女たちにとって小森翔太の外見は客観的に見て平凡。それ以上でもそれ以下でもない。

　故に制服姿の彼は特筆すべき点がなかった。

　しかし泉天使によってプロデュースされた現在の小森翔太は言うなれば好青年。

　陰キャとは決して決めつけられない外見である。昨日の今日でこの変貌。彼らが戸惑うのも無理はない。

　ということでその疑問を口にする砂川健吾。

　しかし小森翔太にとってその質問は頭を悩ませるものだったらしく、

（そりゃそうだよね。クラスで目立たないモブが急に色気づいているんだから気にならない方がおかしいよ。彼らの疑問はごもっとも。とはいえ困ったな。だってさ……）

　小森翔太はさりげなく試着室へと視線を向けてみる。そこにはカーテンのわずかな隙間からこちらを覗のぞき込んでいる泉天使の姿があった。

（ここでバカ正直に「あっ、実は天使さんにプロデュースしてもらいまして」なんて言えるわけないじゃん！　それ言ったら一巻の終わりだからね!?　僕には繭姉という彼女がいる──あくまで対外的にだけど──のにも拘らず、別の女の子と休日に出かけたあげく、垢あか抜ぬける手伝いまでさせたことになるんだから。しかもプロデュースしてくれた女の子が砂川健吾くんの恋人という現実……ひええええっ!!　それもうダブル不倫じゃん！　絶対にバレちゃダメなやつじゃん！　僕に残された選択肢は──）

　今度は夏川雫と高嶺繭香（の試着室）に目を向ける小森翔太。

（──「今夜夏川さんとお出かけできるのが嬉うれしくて張り切っちゃいました」は……無いな。これは無い。夏川さんからプレゼントを贈られるだなんて砂川くんは夢にも思っていないだろうし、これを口にすれば「えっ？　なんでお前が俺の雫と出かけることになってんの？」と修羅場直行。殴られる未来しか見えない。泉さんもダメ。夏川さんもダメ。ちょっと健吾くん……見境がなさ過ぎるんじゃないかな？　となると僕が安全に口でできるのは──）

「繭姉との初デートが嬉しくて……その……似合わないと思いながらも頑張ってしまって……モブがなに張り切ってんだよって感じだよね。すみません」

　いつもの癖で自分を卑下してしまう小森翔太。しかし彼は知らない。

　この言動で胸にナイフを突き刺された女の子が三人もいることに。

（いやああああああああああああっ！　格の違いを、格の違いを見せつけられたああああああっ！　……私とフェイクをしているときは全然普通の格好だったじゃない！　それってやっぱり本命高嶺さんとフェイク夏川雫には天と地の差があるってことよね!?　少なくとも身なりに気を遣う程度には！　なんでよ!?　どうして私のときも張り切ってくれなかったのよ！）

　口から魂が抜けていく夏川雫。

　そんな彼女と対照的だったのは、

（ちょっ、ちょっと待て！　ずいぶん身なりを整えて来たとは思っていたけどよ……やっぱり印象良く思ってもらうためだったのかよ!?　めちゃくちゃ健けな気げじゃねえか。やっべえ。なんだこれ？　急に身体からだが熱くなってきやがった！　心臓も早鐘のように……いやいやいや！　ねえっての！　この私が小森なんかを意識するなんてありえねえ！　正気かよ!?）

　そして彼女たちとは違うベクトルだったのが、

（えっ、なにそれ!?　まさか午後からの予定ってデートだったの!?　そんなのお母さん私聞いてないよ？　どういうこと翔太さん!?）

　試着室でずっと聞き耳を立てている泉天使だった。




　　　　☆




　下着屋に集った五人の若者は奇くしくも全員が目に見えない傷を負っていた。

　現状を整理しよう。

　小森翔太→高嶺繭香と試着室から飛び出して来たところを夏川雫＆砂川健吾ペアに目撃される。

　しかも高嶺の上半身はブラジャーのみ。故に試着室で乳繰り合っていたと勘違いされてしまう。

　さらに泉天使の恋人、砂川健吾が夏川雫の下着を選んでいるところに遭遇してしまうという悲劇。この気まずさは到底言い表せない。

　もはや意識を保てていることが奇跡である。

　夏川雫→小森翔太と高嶺繭香が乳繰り合っているところに遭遇。この時点で彼女のＨＰはゼロ。まさに一撃必殺である。

　さらに愛いとしい異性の口から別の女のために垢抜けたことを告白されてしまう。この時点で彼女のＨＰはマイナスに振り切れてしまう。

　もはや意識を保てていることが奇跡である。

　砂川健吾→好みの下着を夏川雫恋人に押し付けていると小森翔太＆高嶺繭香に勘違いされてしまう。

　実姉の下着を選んでいたのにも拘かかわらずこの誤解である。やるせないだろう。

　しかも本命の彼女、泉天使に盗み見られているという地獄。それを彼自身が知らないという茨いばらの道。

　高嶺繭香→この場において最も被害が薄い彼女だが、小森翔太による「垢抜けたのは繭姉のため」発言で彼を異性として意識してしまうことに。典型的な身から出た錆さびである。

　泉天使→この場において最も被害を受けた人物である。恋人が別の女と下着屋でデートしているところに遭遇してしまっただけでなく、浮気相手に好みの下着を押し付けているところを目撃してしまうという悪夢！

　まさに痛み分け。誰一人勝者がいない状況である。

　これ以上の長居は各方面に悪影響だと感じ取った小森は、

（とっ、とにかくこれ以上砂川健吾くんの口を開かせない方がいいような気がする。泉さんを置いていくのは気が引けるけれど一秒でも早くここを離れなきゃ！）

　荒い手つきで試着室のカーテンを開け放つ。

「ちょっ！」と驚く高嶺繭香の手を掴つかんだ彼は、

「それじゃあ僕たちはここで！」

　逃げるように下着屋を後にする。

「おっ、おい。待てよ！」という砂川健吾の制止も聞かずに走り去っていく。

　高嶺繭香との差を見せつけられた夏川雫は放心状態。

　彼らを制止する余裕などあるはずがない。

　しかし忘れてはならないのは夜に小森翔太と夏川雫のデート（？）が待っていることである。

　このときこの場にいる誰が予想できたというのだろうか。

　彼女たちのデートが上手うまくいくよう砂川健吾と泉天使が遠隔からオペレートすることになることを。

　そして──夏川雫を扱うプレイヤー砂川健吾ＶＳ小森翔太を扱うプレイヤー泉天使による恋愛頭脳戦が繰り広げられることを！




　　　　＊　砂川健吾＆泉天使　＊




　姉の束縛から解き放たれた砂川健吾はオープンカフェで天を仰いでいた。

（ったく、自分勝手な姉だぜ……しばらく一人にさせてくれなんてよ。よっぽど小森の言動がショックだったのな）

　辟へき易えきする彼だが視線の先に見覚えのある少女が現れる。

（ん……？　天使……だよな？　なんか肩を落としているように見えるが……とっ、とにかく声をかけよう。最近色んなことがあり過ぎてまともに話せてねえしな）

「おーい、天使！」

　手を上げて泉天使の元へと駆けつける砂川健吾。

　彼を視認した彼女は、

「こんにちは健吾さん」

　特に驚いた素ぶりもなく笑みを浮かべる。

（……おいおい。妙にテンションが低くねえか？　こんな奇遇、ちょっと前なら「あっ、健吾さん♪」なんて反応が返ってくるところだぞ？　いや待て。もし俺と姉さんの元を去った小森たちがアウトレットモールを見て回っていたとすれば……まさか天使のやつ、小森と高嶺がデートしている光景を目撃しちまったか!?　だとすれば天使に元気がねえのも頷うなずけるが……いやいやいや。何考えてんだよ俺。ちょっと思考が麻ま痺ひし過ぎだろ。もしこの推理が正しいならめちゃくちゃ残酷な現実が待っているじゃねえか！　俺との遭遇は喜ぶに値しないだけでなく、小森の二股のショックの方がでけえってことだろ!?　とっ、とにかく真相を確認しねえと──）

「──こんなところで会うなんて奇遇だな。なんか嬉しいよ。天使もそう思わないか？」

「えっ……あっ、はい。そうですね。嬉しい……です、はい」

（ひぃええええええええええええっ!!　天使のテンションが低過ぎる！　面倒くさいオーラをヒシヒシと感じるんですけど!?）

　一方、泉天使はといえば、

（今日の健吾さん……妙にテンションが高いけど……そっか。やっぱり夏川さんに自分好みの下着を穿はいてもらえるのがそんなに嬉しいんだ……まさか私に目撃されているなんて夢にも思ってないんだね──何それ。すごくムカつくんですけど）

　やはり彼女たちは致命的なすれ違いをしていた。

「そっ、そうだ。せっかく会えたんだしさ……久しぶりにその、デートしないか？」

　これまで肝心なところで臆病風を吹かせてきた砂川健吾だが、勇気を振り絞り、デートに誘う。

　このとき彼に敗因があったとすれば──。

　──タイミングの悪さである。

（はいっ!?　ついさっきまで別の女の子の下着を選んでいた男の子とデート？　いやいや全力で結構なんですけど！　私だって夏川さんに負けたくないけど、さすがに今は……）

「ごめんなさい。嬉しいんですけど今はそんな気分じゃなくて……」

（そんな気分じゃない!?　嘘うそだろおおおおっ!?　俺の推理的中じゃん！　冗談きついって！　誰か嘘だと言ってくれよ!!）

　心の中のリトル砂川が頭を抱えるなか、

「あっ、いや。気にしないでくれ。それよかなんでここに？」

「えっ……？」

「ショッピングなら誘ってくれればよかったのに」

「それはその……」

　気まずそうにする泉天使。それもそのはず。

（なんでここにって……翔太さんが垢あか抜ぬける手伝いをしに来たからだけど……でもさすがに正直に打ち明けるわけにはいかないよね？　私と彼が面識あることを健吾さんは知らないんだし。それを口にしたら私が二股しているみたいだよね。それをしているのは健吾さんの方なのに……あっ、ダメだ。思い出したらまた涙が出てきそう。ちょっと噛かみつきたい気分かも）

「女の子一人で行きたいお店があったんです」

「女の子一人で行きたい店？」

「はい。下着屋とか」

　天使の突然の言葉にビクッと反射してしまう砂川健吾。

　それを見た彼女は疑念の色が濃くなる。

（なに今の反応……いくらなんでも分かりやす過ぎませんか）

「そっ、そっか下着屋か……ははっ。そりゃ俺は行けないよな」

「はい……（夏川さんとは一緒に行ってましたけどね）」

（うおっ、ビックリするな、おい！　まさか天使の口から下着屋が出てくるなんて……ドンピシャなタイミングだったからマジでビビったわ！　とにかくこの話題はマズい。話題を変えねえと……よし。疑うようで気が引けるが真相に踏み込んでやる！）

「そういやさ……この前下校に誘ってくれたじゃん？」

「えっ、あっ、はい」

　今度は泉天使がビクッと身体からだを上下させてしまう。

（おっ、おい……なんだそのあからさまな動揺っぷり！　まさかまさか……やっ、やめてくれよマジで……！　そんな反応をされたら怖くなって先に進めねえじゃねえか！）

（えっ!?　どうしてここでそんな質問が出てくるんですか!?　しかも視線を逸そらしながらすごく気まずそうな聞き方で……もしかして夏川さんにすがりつかれていたところを私に目撃されていないか、探りを入れてきたってことですか!?）

「その……悪かったな。せっかく誘ってくれたのに。それで最初に俺が断っちゃった日はあれから何してたんだ？」

　最初に俺が断っちゃった日とは砂川健吾が姉から呼び出され、「うわああああぁぁーんっ！　別れたくない、離れたくないよぉっ！」と泣きすがられていた日である。

「えっと……あの日は喫茶店でお茶をしてました」

「それはその……一人で、か？」

「いえ。友達とです」

（くそっ……天使のやつ。できるかぎり嘘をつかないよう警戒してやがるな。たしかに喫茶店に行ったことは事実だ。けどここはふつう「一人で行った」って嘘をつく場面だろ。もしくは女友達と、とかな。あえて《友達》って表現するところが怪し過ぎねえか!?）

「ふーん、そっか。じゃあ今度その友達を俺にも紹介してくれよ」

（ええっ!?　ふつうこの場面で友達って言ったら女友達を想起しますよね？　ということはまさか私の女友達にまで手を出すつもりですか!?　ちょっと節操なさ過ぎませんか!?）

「それはちょっと……」

「なんでだよ。女友達なんだろ？　それとも俺に紹介できない訳でもあるのか？」

（おっと！　まさか私の方が疑われている？　なんでですか！　……けど翔太さんと一緒に行ったことは言うわけにはいかないし……だって健吾さんは私と翔太さんに接点があることなんて知らないし、その名前を出したらやっぱり私が二股していることになって要らぬ疑惑を招くし。だいたい二股しているのは健吾さんの方なのにどうして私が疑われなくちゃならないんですか？）

「女友達に決まっているじゃないですか。だから紹介するのが嫌なんです」

「ふっ、ふーん。そっか。そうなんだ」

（なんでだよ天使!?　なんでそんな嘘をつく必要があるんだよ！　別にやましいことがないなら小森の名前を出してくれても良かったんだぞ！　ということはやっぱり確定か……）

「そういう健吾さんはどうしてここに？　それこそ私を誘ってくれてもよかった気がしますけど」

「ええっ!?　俺か？　俺はその……ちょっと野や暮ぼ用ようでな」

（野暮用、ですか……まっ、二股している女の子の下着を選びに来たなんて言えませんよね。ということはやっぱり……）

（天使は──）（健吾さんは──）

（（──私／俺に隠れて二股をしているんだ！））




　　　　＊　小森翔太　＊




　アウトレットモールを後にした僕は繭姉と別れていた。バスが到着するや否いなや「今日はもう帰ろっか」とのこと。

　帰りのバスで隣に座ろうとしたら「隣はダメだよ翔ちゃん！　肩が触れ合ったらどうするの！」と強い拒絶をされてしまった。

　うぐっ。たしかにその通りだ。カップル（偽装）だからって近付いていいかどうかは別問題だよね。

　ちょっと垢抜けたぐらいで調子に乗っていたかもしれない。猛省だ。

　ちなみに繭姉と別れた後すぐ泉さんから連絡があった。

　もし都合が付けば再び会いたいとのことだ。どうやら僕たちと同じく泉さんも帰って来ていたらしい。用件は確認するまでもない。例の件だ。

　というわけで喫茶店で合流したのだけれど……。

「一体どういうことですか。納得のいく説明をしてください」

「えっと……」

　僕の視線の先には超特大デラツクスパフェを超速で平らげていく泉さんがいた。暴飲暴食という表現が適切だ。

　しかも目は充血して真っ赤っか。合流までに号泣してきたことが容易に想像できる。

　何が一番辛つらいってつり上がった目で僕のことを睨にらみつけてくることだよね。もう気が気じゃないよ。

　だってさ……これってどう見ても修羅場中のカップルじゃん！

　しかもド真ん中の席という悲劇！　針のむしろに座らされた気分だよ！

　おかげで周囲のお客さんたちから「なにあれ……浮気？」みたいなヒソヒソ話が聞こえてくる。

　視線と悪口の集中砲火だ。

　できればヒソヒソ話は聞こえないようにやって欲しいよね。すごく居心地が悪いんですけど。

「……何よあの女？」

（（（（ヒソヒソヒソヒソ！））））

　うわぁっ！　泉さんときたら絶対に口にして欲しくないのを放り込んできたぞ!?

　おかげで周囲がざわつき始めたじゃないか！　あなたならこの状況でそれを口にするヤバさが分かるでしょうに！

　彼氏の浮気の鬱憤を僕で解消しようとするのやめてもらえますか!?　言っておきますけど僕はサンドバッグじゃないんですからね！

「あの泉さん……できればその……ワケありのカップルを匂わせる発言は控えてもらえませんか。僕のノミの心臓じゃ耐えられそうに──」

　僕の懇願に悪い笑みを浮かべる泉さん。

　やばいこの人！　反省するどころか追撃を仕掛けてくるつもりだ！

　お客さんたちが聞き耳を立てていることを承知で僕を陥れようとしているんだ！

　誰か！　誰か証人はいませんか!?　このままじゃ女癖の悪いオトコになりそうなんですけど！

「──彼女ヅラするなだなんて……いくらなんでもあんまりじゃない！　あの夜のことは遊びだったってことですか!?」

（（（（ヒソヒソヒソヒソ！））））

　ちょっ、そんな一撃必殺を放ったら──、

「サイテー」

「女の敵」

「クズ」

「死ねばいいのに」

　はい、試合終了ー！　お客さんの僕に対する評価が確定しちゃいましたー！

　もう覆らない！　これは絶対に覆らない！　僕はこの場において最低な男に成り下がりました！

「私というものがありながら他の女の下着を選ぶなんてどういうつもりですか」

　あっ、ごめん泉さん。お願いだから黙っててもらえます？

　ちょっとシャレにならないんで！　女子大生が「マジありえないんですけど」とか言っちゃってるんで。

　こちとら女の子とは日常会話しかしたことのない非モテなのに、なにこの言われよう。

　泣くよ？

　さすがの泉さんも僕のＨＰが赤ゲージに達したのを察してくれたのか、

「そりゃあんな決定的現場に遭遇したら鬱憤も晴らしたくなりますよ」

　気持ちは分かるけどそれを僕の社会的な死という形で晴らすのはやめていただきたい！

　とは思ったものの逆の立場で考えてみる。例えば仮に僕に恋人が出来たとする。

　で、恋人が別の男の子と下着を選びに来ているところを目撃してしまったら──。

　おっと僕の脳では受け止めきれない衝撃だ。とてもじゃないけど立ち直れない。

　これがＮＴＲ寝取られの精神的ダメージ。ダメだ。本当に参ってしまう。吐き気が止まらない。

「実はあのあと……健吾さんと出会ったんです」

「はいっ!?」

　ここに来てそれを言います!?　いくらなんでも告白が衝撃的過ぎますって！

　だって彼氏が下着屋で浮気していた後だよね？　なにそれ。修羅場の匂いがプンプンするんだけど！　もう先の話を聞くのがすごく怖いよ！

　耳を塞ぎたくなる僕をよそに話を進める泉さん。

　要約すると、砂川くんは夏川さんの下着を選んでいたのにも拘かかわらず泉さんをデートに誘ったらしい。

　目撃されているなんて夢にも思ってないんだろうけど、なんというタイミングの悪さ。

　さすがの僕でさえ引いてしまうクズっぷりだ。

「しかも、しかもですよ？　私が下着屋の話を振ったらすごく動揺してたんです。もう怪し過ぎますよね？　黒ですよね？　真っ黒なドすけべですよね？」

「真っ黒なドすけべという強ワードは措おいておくとして……たしかにそれは言い逃れできないかも」

　さすがの砂川くんも焦っただろうね。まさか下着屋なんてワードが出て来るなんて夢にも思ってないだろうし。

　いくら肝が据わってるったってドキッとするはずだ。

　僕なら心臓麻ま痺ひになっているに違いない。黒いノートに名前を書く必要すらない。

「信じられないのは夏川さんが泣き崩れていた日に私は何をしていたのかって聞いてきたんです。浮気がバレていないか探りを入れてきたってことですよね？」

「……」

　ダメだ砂川くん！　それはもう浮気をしていると自供したも同然じゃないか！　言葉も出ないよ！

「それでその回答に……僕は登場したんでしょうか」

　恐る恐る聞いてみる。

　正直なことを言えば泉さんが僕の名前を出していても全然構わない。

　むしろ砂川くんがそれで逆上するような男なら僕は全力で泉さんと引き離すつもりだ。

　たぶん僕が一方的にボコられる展開になるんだろうけど、この国の法では先に手を出した方が負け。

　それはストーカー規制法を調べたときに身につけた知識だ。腕力がないなら頭で勝負するしかない。

　まあ当然ながら痛いのは嫌だからできるかぎり話し合う場を設けたいと思っているんだけど。

　でも、もし泉さんが僕の名前を出していたら覚悟しないといけないよね。一応は異性である僕の名前を出すってことは火に油を注いだことと同じだもん。

「言えるわけないですよ……おかげで女友達だって嘘うそをついちゃいましたよ。本当は息子と一緒だったのに」

「違います」

　僕のお母さんは同学年。ダメだ、複雑な家庭環境過ぎる！　もはや現世ではラノベでしかお目にかかれないレベルだ。

「あらあら反抗期かしら。小さいころはお母さんと結婚するって言ってくれてたのに」

　嘆く泉さん。

　この人はいよいよ僕の母親ポジションを狙い始めたのか！

「冗談はともかく名前は出していません。そもそも覚えていませんし……あれ？　あなた誰でしたっけ？」

「突然の記憶喪失！」

「嘘です。毒を吐かれて喜ばないでください──アイスピックで突き刺したくなるじゃないですか」

「サイコパス！　それもうサイコパス！　アイスピックで突き刺したくなる衝動って何ですか!?　それもうドＳの域を超えてますからね!?」

「ちょっと……女の子の前でＳＭの話をしないでもらえます？　セクハラで訴えますよ」

「理不尽にもほどがある！」

　僕の全力のツッコミに「……はぁ」とため息をこぼす泉さん。

　ため息を吐つきたいのは僕──と思ったけどやっぱり気が重たいのは彼女だよね。

　残酷な現実に直面しているんだから。

「……私どうしたらいいと思います？」

　泉さんは憔しよう悴すいした様子で訊たずねてくる。これは本当に難しい質問だ。誰かに意見を求めたくなる気持ちも分からなくはない。

　たぶん答えを決めて欲しいんだと思う。けれどやっぱりそれは泉さんが決めることであって。他人に求めちゃいけないもの。

　だからこそ僕は彼女が答えを導き出すのを待つことしかできない。

「ごめんなさい。それは僕には答えられません」

「えっ……」

　翔太さんだけは私の味方だと思っていたのに……そんな表情を浮かべる泉さん。

「あの……少し真剣な話をしてもいいですか」

「あっ、はい」

　僕の真剣味に当てられたのか、泉さんはどこか緊張した面持ちになる。

「僕は泉さんのことが好きです。大好きと言ってもいいでしょう」

「ほえっ!?」

　泉さんは目を見開き、驚きを隠しきれない様子。

　彼女は手をぶんぶん振りながら、

「ちょっ、ちょっと何言っているんですか……そんな……この状況でそれは──」

「──もちろん友達としてですが」

「友達としてかい！　ちょっ、いくらなんでも紛らわし過ぎますよ！　本当に心臓が止まるかと思いましたからね!?」

「で話が逸それましたけど、僕は泉さんが決めたことを全力で応援しようと思っています。ここに嘘偽りはありません。神に……いえ、そうですね……天使に誓います。だけど僕はあなたの人生に責任を取れません。いえ、そんなものは泉さんにしか取れません。僕は相談に乗りますし、必要なら意見だって伝えます。その代わり、どうすればいいのかは他人に決めてもらうんじゃなく、泉さん自身に決めてもらいたいんです」

　僕は泉さんが砂川くんと別れる決断をするのだとしても、そう簡単に決めては欲しくなくて。もちろん砂川くんが自分の欲望のままに行動する人なら一秒でも早く別れるべきだと思う。はっきり言って泉さんのような一いち途ずな女の子にふさわしくない。

　だからこそ泉さんには時間をかけて納得できる答えを導き出して欲しい。

　僕はその答えを全力で応援したい。

「……そうだね。うん。たしかにその通りだと思う。どうすればいいか──それを考えるのは私自身だよね。ふふっ。たまには下ネタ以外も言えるんですね。見直しました」

「下ネタは一度だって言った覚えはありませんけどね」

　とはいえ、柄にもなくキャラに合わないことを言ってしまった気がする。

　恋愛経験はもちろんながら人生経験だって浅い僕が何をわかったようなことを言ってんだって感じだよね。反はん芻すうしてみるとすごく恥ずかしいや。

　居心地が悪くなった僕は、

「それじゃ僕はここで。あっ、パフェ代は払っておきますからゆっくり食べてくださいね」

　そそくさと逃げようとしたのだけれど、

「ちょっと待った！」

　泉さんは目をきらーんと輝かせる。口元をゆるゆるにして、

「ところで翔太さん──繭姉って誰ですか？」

　そりゃまぁ……気になりますよね。




　　　　☆




　繭姉との関係を話すべきか。最後まで葛藤し続けた僕は口外しないことを条件に説明することにした。

　ストーカーが絡んでいるわけだし、できれば偽装カップルをしていることは話したくなかったんだけど……なんでだろう。泉さんには僕に恋人がいると勘違いして欲しくなかったのかもしれない。

　もちろんこれが恋愛感情なのかは分からない。けれどそう思う自分がいたことだけは確かだった。

　だから後悔を承知で秘密を明かしてしまったのだけれど、

「うーん」

　僕たちの関係を知った泉さんは首を傾かしげていた。納得がいかない様子である。

　とはいえ真実を打ち明けたわけだし、ここで疑われるようじゃ話が進まないんだけど。

「あっ、いや別に疑っているわけじゃないんですよ？　ただ……」

「ただ？」

「……もしかすると翔太さんは女運が悪いのかもしれません」

「えっと……年齢＝彼女いない歴の僕から言わせると女運が悪いんじゃなくて無いはずなんだけど」

「おっと。悲しい切り返しですね。毒を吐くのが躊躇ためらわれるほどです」

「それで僕の女運が悪いってのは……」

「……最初に断っておきますけど私は翔太さんの友達です。親友と言っても過言じゃありません」

「えっ、うん。ありがとう」

「だからこそ思ったことをそのまま口にしようと思います。悪意はありません。友人として翔太さんのために言わせてください」

「泉さんは理由もなく人を傷付けたりしませんよね。だから大丈夫です。気兼ねなく言ってください」

「それではお言葉に甘えて──高嶺さんにとって翔太さんは大事な存在ではありません」

　いつになく真剣な表情で告げてくる泉さん。

　僕はこれまで目を背けていた現実を直視させられている気分だった。

　だってそれはあまりにも──身に覚えがあったから。

「理由を聞いてもいいですか」

「オブラートに包まなくても大丈夫ですか？」

「……はい。ズバッと言ってください」

「私がストーカー被害にあっていたら翔太さんに偽装カップルをお願いしないからです」

「うっ……」

　そっか。やっぱりそうだったんだ……。

　これまで考えないようにしていた現実を突き付けられて意気消沈してしまう僕。

「驚かないんですね。その落ち込みようだと思い当たる節があるってことでしょうか」

「……うん。まあ無いと言えば嘘になるかな」

　だってそれは逆の立場で考えればすぐに分かることだから。

　例えば僕が女の子からストーカー被害にあっていたとする。

　僕を諦めてもらうために夏川さんや繭姉、もしくは泉さんの誰かに恋人の振りをお願いするかどうか考えてみたとき、答えはやっぱりＮｏ以外には無くて。

　だって先の展開を考えたら恋人役の女の子にも危害が及ぶ可能性があるじゃないか。

　ストーカーが逆上しない保証なんてない。むしろ可能性としては高い方だと思う。

　つまり極論すればストーカーから逃れるためなら小森翔太は危険な目にあってもいい、と判断されたわけで。もちろん繭姉がそんなストレートな思考をしているとは思わない。

　けれど泉さんの指摘を論破できないことも事実だった。

「翔太さんにとって『お金を貸して』と頭を下げる友達は本当の友達ですか？」

　なるほど。分かりやすい例えだ。相手が「お金を貸して」とお願いした時点で向こうは僕を友達とは思っていない、ということだよね。

「友人だからこそ告げさせてもらいます。翔太さんは高嶺さんとお付き合いをやめるべきです」

　それはいわゆる〝忠告〟だった。

　正直なところ出会って間もない泉さんにどうしてそこまで踏み込まれなくちゃならないんだって気持ちもないわけじゃない。

　けれど──戒める行為ってやっぱり思いやり以外の何ものでもなくて。

　だってそれって短絡的に見れば何一つ良いことがないからだ。

　疲弊するし、相手を不快にさせるし、下手をすれば嫌われるかもしれない。

　でも裏を返せばそのリスクを取ってでも伝えたい想おもいがあるわけで。

　少なくともどうでもいい人に対して言わないことなのは間違いない。

　だからこそ僕は泉さんの心遣いに感謝をしつつ、こう告げることにした。

「お断りします」

「はいっ？　えっと……私の話をきちんと聞いていました？」

「泉さんには感謝していますし、なにより嬉うれしいです。僕のことを想ってあえて厳しく当たってくれているのも理解しています」

「だったら……！」

「でもどう思われていようと関係ないんです。だって僕が繭姉を助けたいんですから」

　僕の返答に一瞬言葉を失う泉さん。

「だからって！」

「僕と繭姉の関係はどうか内密にお願いします。これはただのお願いじゃありません。泉さんの友人、小森翔太としてのお願いです」

「…………良い人も過ぎればただのバカですよ？　わかっていますか？」

「褒め言葉として受け取らせていただきます」

「もういいです。翔太さんは私なんかより幼おさな馴な染じみの女の子が大切だってことはよーく分かりましたから」

「ちょっと泉さん、その言い方は語弊がありますって！」

「ふん。私も翔太さんの性格につけ込んでこの後も付き合ってもらいますからね！」

「えっ？」

「何ですかその『この後、別の人と会う約束があるんですけど』みたいな顔」

「その……ご名答といいますか」

「私とその女のどっちが大切なんですか！」

「いやそれさっきやったじゃないですか！　視線が痛いんでやめてもらえませんか!?」

「だったら誰と会うのか白状してもらいましょうか」

「いやそれはちょっと……」

　言葉を濁す僕。そりゃそうだよね。だってこの後は夏川さんと会うことになっているんだから。それも砂川健吾くんのプレゼントを買いに行くために。

　うん。言えるわけがない。

「……ぐすっ。やっぱり別の女と会うつもりなんだ」

「いやもう本当に勘弁してもらえませんかね!?」

「だったら潔く吐いてください！」

「オエェッ……」

　冗談っぽくえずく僕。

　しかし泉さんの表情はドライアイスよりも冷たかった。

「次しょうもないギャグをかましたら翔太さんを破壊します」

「破壊!?」

「というか女の子と会うことは否定しないんですね。それが意外なんですけど」

「あっ……」

　やばい。どんどん逃げ道を潰されていくんだけど！




　　　　☆




　泉さんの追及を躱かわしきれなかった僕は夏川さんと会うことを白状してしまっていた。もちろん会う目的もだ。

　こういうとき優しい嘘うそをつければいいんだけど、どうやら僕は顔に出るタイプらしく、どれだけ嘘や誤ご魔ま化かしを重ねても泉さんは即座に見破ってきた。

　というか泉さんほどの可愛かわいい女の子に凝視されて嘘を押し通すことができる男の人ってすごいよね。

　なんか泉さんが悪いみたいな物言いをしてしまったけど言い訳はしない。悪いのは僕だ。

　彼女のことを考えるなら怪しまれようとも最後まで口を破わるべきではなかった。

　おかげでお通夜みたいな空気だ。

　犯人の口を破らせた泉さん警察は机に突っ伏し、「はぁ～あ」と重たいため息を連発。

　ダメだ。本当にいたたまれない！　不器用な自分が憎くて仕方ない！

「えっと……ごめんなさい」

「……いえ。謝る必要はありません。これはどう考えても私に非があります。翔太さんが必死になって隠そうとしてくれていたのにそれを追及し続けたんですから。むしろお礼を言わなければならないですよね。ありがとうございます」

「いや、さすがにお礼を言われるのは違う気が……」

「はぁ～あ！　恋人は二股してるし、夏川さんは健吾さんにプレゼントを贈る気だし……なんかもう熱々じゃないですか……ううっ……ううっ！」

　喫茶店のテーブルに悲しみの証あかしが溢こぼれ落ちていく。

「あの泉さん……本当に本当に心苦しいんですが、そろそろ席を後にしてもよろしいでしょうか。この無礼は必ずや別の形で埋め合わせしますので」

「やっぱり翔太さんも私より夏川さんの方が大切なんですね!?」

　勢いよく顔を上げる泉さん。もはやその表情は捨てられそうな子犬だ。

「ですからこの埋め合わせは必ずしますので……そりゃ僕だって傷心の泉さんを放っておくのは気が引けますけど……でも約束がある以上行かないわけにもいかないですし」

　今度は頬ほおを膨らませ、ぷるぷる小刻みに震える泉さん。

　ダメだこの生き物。可愛過ぎる。保護欲を掻かき立ててくるんですけど！

「だったら断ればいいじゃないですか。夏川さんより可愛い女の子が一緒にいるのでキャンセルで、って」

「いや、あの泉さん……？」

　本来なら今日は夏川さんに丸一日付き合う約束をしていたんですよ？

　それを繭姉と泉さんと会うために夜だけに調整してもらったあげく、会えないと告げるのは良心が痛い。

　八方美人と言われればそこまでなんだろうけど、幸せになって欲しいと願う気持ちは泉さんだけじゃなく夏川さんに対してもあるわけで。

「なんなら付いて行きますよ翔太さん。愛いとしい息子を隠れ蓑みのにした夏川さんに鉄拳を食らわしてあげます」

「何言ってるんですか……」

　泉さんには申し訳ないけれど、僕は隠れ蓑にされていたことは全然根に持ってない。

　だって僕にとって夏川雫という美少女は何度人生を繰り返してもお近づきになれない存在だからだ。むしろ貴重な経験をさせてもらったことへの感謝しかない。

　もちろん偽装カップルをしていたときはとにかく落ち着かなかったよ？

　例えるならそう……逃げ足だけは異様に速い冒険者が超難関ダンジョンに潜っているような感じ。

　とにかく目の前に出現する課題モンスターを持ち前の逃げ足ですり抜けていく、みたいな。

　いつまで経たっても安らぐことができなくて。ずっと気を張っていなくちゃならなかった。

　でも夢のような時間だったことは確かだ。

　命綱無しで高層ビルの屋上からバランス棒を渡って行くようなスリルは安定だけを追い求める生活じゃ決して味わえないもので。

　地に足をつけないあの感覚は「もうゴメンだ」と思いながらもやっぱり忘れられなくて。

「……いや待ってください。だったらその埋め合わせをこれからすればいいんです！」

「はい？」

「私の憂さ晴らしに翔太さんを使わせてもらえないでしょうか」

　んん？　どういうこと？　ますます言っている意味が分からないんだけど……。

「せっかくイメチェンしたんです。夏川さんにいい男っぷりを見せつけてやりましょう。隠れ蓑にされたことを見返してやるんです。もちろん半分は私の八つ当たりみたいなものですが」

「えっと……つまり？」

「これから夏川さんとのお出かけを私がオペレートします」

「いやいやいや!?　そんなのダメに決まってるじゃないですか！」

「でも夏川さんと二人きりなんですよね。私がいなくて会話が持ちます？　言っておきますけど下着屋の悲劇の後なんですよ？」

「うぐっ。それを言われたら返す言葉もないけど……でもオペレートってどうやって……まさか付いて来るつもりですか!?　さすがにそれは全力で止めますからね！」

　夏川さんと泉さんの対たい峙じ…………世紀末の予感だ！

「想像力が足りないなワトソンくん。科学はいま目覚ましい発展を遂げているのだぞ？」

　泉さんはパフェのクリームをヒゲに見立て言う。

「やばい。泉さんがいつになくノリノリだ。まさか本当にやるつもりですか？」

「安心してください。悪いようにはしません。私だっていずれちゃんとした場で夏川さんと話し合うつもりです。だから今日はただ純粋に翔太さんを意識させてやりたいんです。目の前にこんないい男がいたって」

「過大評価ですよ……」

「つべこべ言わずほら行きますよ。まずはワイヤレスイヤホンとピンマイクを調達しに行きましょう。それから翔太さんにはぜひ導入していただきたいアプリが──」

「ちょっ……！」

　僕の手を強引に引っ張る泉さん。

　ちょっと待ってくださいよ！　イヤホンとピンマイクをセットで買うってことはつまり……インカム形式で指示を出すってことですか!?




　　　　＊　砂川健吾　＊




「はぁっ!?　小森とのデートに付いて来て欲しい!?　バカか！　んなことできるわけねえだろう！」

　姉さんの家に帰宅するや否いなや俺は叫んでしまう。

「そう。それじゃ私はこれから樹海に向かうわね」

「なんでだよ!?」

「翔太くんが高嶺さんと下着屋で乳繰り合っていたのよ!?　一体どういう心境で彼と会話すればいいのよ!?」

「そっ、それは……」

　たしかに今回ばかりは姉さんが怖おじ気けづいてしまうのも仕方ねえか。なにせ小森が彼女と下着屋でイチャついてやがったんだから。さすがの俺もビックリだわ。

　てっきり草食系かと思ってたがバリバリの肉食系じゃねえか！

　これが噂うわさに聞くロールキャベツ男子！　怖こええ！　マジ怖えよ！

　俺はもう小森という人間が本当に分からねえ！

「だから健吾が付いて来てくれないなら今日のデートは中止。私の意志は堅いわ……私はただ翔太くんとイチャイチャしてみたかっただけなのに。どうしてこんな目にあわなければならないのかしら」

　ダメだこの姉。ツッコミどころが多過ぎる。

　とりあえずどうしてこんな目に、ってのは全力で俺の台詞せりふだ。

　──さてどうするか。

　高嶺と小森の関係は思っていたよりずっと進んでいるのかもしれねえな。

　だとすればウカウカしてられねえ。

　このままじゃ姉さんはヒロインレースに追い付けないどころか周回遅れになっちまう。

　小森から天使を引き剥はがすためにはなんとしても姉さんとデートをさせておきてえ。

　じゃねえと徹夜して考えたデートプランが水の泡だ。

　かと言って俺がでしゃばるわけにはいかねえし。

　そもそも姉さんは俺のプレゼントを買うって口実で小森とのデートを取りつけたんだ。

　なのにその俺が同伴ってなんだよそれ！　混沌カオスにもほどがあるだろう！

　どうする……どうすればいい？　考えろ、考えるんだ。せっかく全国模試でトップになれる脳みそを持ってんだ。ここで閃ひらめかないでどこで閃くんだよ！

「せめて目の前に選択肢が現れてくれれば……」

　熟考する俺をよそに妙なことを呟つぶやく姉さん。

　姉さんは小森に惚ほれてからと言うもの、自分の恋愛経験の無さを補うため、ギャルゲーなどの恋愛シミュレーションゲームにどハマりしている（どうやら小森を攻略するため参考にしているらしい）。

　努力する方向がぶっ飛び過ぎてて、ため息が絶えない俺だったが……。

　待てよ？　そうか！　その手があったな！

「姉さんよく聞け。朗報だ」

「はい？　もしかして安楽死が日本で認められたのかしら」

「違ちげえよ！　小森とのデートには付いて行ってやれねえが俺の頭を持っていけ！」

「まさか健吾の頭をノコギリで切り離してカバンに詰め込む作戦かしら!?　すごいわね。頭部と胴体を切り離して指示を送れるサポートできるなんて」

「即死だわ！　なんちゅう狂気的な発想をしてやがる！　違えって！　俺が言いたかったのはだな……」

　ワイヤレスイヤホンと携帯のイヤホンジャックに差し込むピンマイク（外見はウサギのキャップ）を取り出す俺。

「遠隔地から姉さんと小森の会話を盗聴して指示を送ってやるよ」

　決まった！　俺は自分で自分の天才っぷりが恐ろしいね。

　バシッと決めた俺に対して姉さんはと言えば、

「……もしもし警察ですか。弟が盗聴に手慣れています。すぐに逮捕してください」

「おいっ！」








第六章【滑稽】

面白いこと、おかしいこと。常識を外れていてバカバカしいこと。









　小こ森もり翔しよう太たを取り巻く環境はまさにそれだった。

『こちら泉いずみ。聞こえるか翔太二等兵』

「色々言いたいことはありますが、とりあえず声は聞こえます」

『うむ。感度良好、と。それではこれから夏なつ川かわ雫しずく攻略作戦を開始する。準備はいいか』

「……めちゃくちゃノリノリですね泉さん」

『私のことは上官と呼びたまえ』

　ワイヤレスイヤホンとピンマイクを購入した小森翔太はそれらを身に付けて待ち合わせ場所へと向かっていた。

　一方、泉天てん使しは喫茶店。パフェを片手に通信可否をチェックしていた。

　彼らが遠隔地で会話できる仕組みはシンプル。

　小森翔太の胸ポケットに収められた携帯のイヤホンジャックにはピンマイクが備え付けられており、そこで拾われた音声はアプリで連絡先を登録した泉に流れる仕組みである。

　つまり泉は小森と夏川の会話を確認しながら、自身もピンマイクから言葉を発せられる。その音声はワイヤレスイヤホンをはめた小森の耳に届くというわけだ。

　端的にいえばインカムである。

　このとき泉天使に見落としがあったとすれば視覚情報がごっそり抜けている点である。

　──後に彼女はそれが原因でやらかしてしまう。

（どうしよう。なんか今日の泉さんすごく乗り気だ。そもそも夏川さんって砂すな川がわくんのプレゼントを買おうとしているんだよね？　だとすると物色しているときに僕が相談を受けることも十分ありえると思うんだけど……それを聞いて泉さんが発狂しないかな。それだけが心配だ）

　どこか不安げな様子の小森翔太。

　悪い予感ほど的中することを彼はまだ知らない。

『冗談はここまでにしてそろそろ待ち合わせ場所に着きましたか？』

「待ち合わせの階にエスカレーターで向かっているところです。合流場所は上がってすぐのお店らしいです」

『ラジャー。健闘を祈っています翔太二等兵。それと合流後の第一声はちゃんと覚えていますね？』

「うん。夏川さんの『待ちましたか？』に対して『ううん。僕もいま来たところ』ですよね……でも本当にいいんですか？　泉さんとアウトレットモールで合流したときは減点されませんでしたっけ？」

　ちなみにその際、小森翔太は泉天使から、

「ここは『三時間前に着いてました。いつまで待たせるつもりですか！』と言って、楽しみにしていたことを明かしてキュンキュンさせるところですよ？」と注意されていた。

『ああ、それは私が失念していただけですよ』

「失念？」

『はい。そもそも翔太さんにキュンキュンする女子なんていなかったことです』

「ひどい！」

『ですので事前にレクチャーした通り「僕もいま来たところ」で大丈夫です』

「……本当ですか？」

　怪け訝げんな表情をする小森翔太。

　やがて彼は乗っていたエスカレーターが上階に到着すると信じられない光景を目にする。

　なんと数メートル先に──。

「こちら小森二等兵！　上官！　応答願います上官！」

　まるで本物の戦場に足を踏み入れてしまったかのような反応。

　イヤホン越しでも緊急事態エマージエンシーを察知した泉は、

『どうした!?　何があった!?』

「夏川さんが……夏川さんが──」




　──すでに待ち合わせ場所に着いています！




　一見、彼の言葉は大したことではない。

　しかしこれは小森翔太と泉天使にとっては首を傾かしげずにはいられないことなのだ。

　なぜなら、

『翔太二等兵。待ち合わせの時刻を言ってみろ』

「二十時です」

『ではいまの時刻は？』

「十九時です」

『なんでよ!?　なんで待ち合わせの一時間前に翔太さんを向かわせたのに、すでに夏川さんが待っているんですか！　意味が分からないんですけど！　ちゃんと説明してくださいよ！』

「ええっ!?　それを僕に求めます!?」

　一方、夏川陣営。

　砂川健けん吾ごは喫茶店でほくそ笑んでいた。

（くくっ。さすがの小森も姉さんが一時間半前から待っているとは思わねえだろう。これまで俺はあいつのことを草食系だとばかり思っていた。だがその正体は姉さんや高たか嶺みね、そして天使まで虜とりこにする肉食系男子。だとすると、この異様に早い到着にカンが働くはずだ。夏川雫姉さんには恋人俺がいるのにも拘かかわらず、小森との外出は満更でもないと。そうでなきゃ早着の説明がつかねえからな。なにせ俺へのプレゼント選びが楽しみだってんならわざわざ待ち合わせ場所で待っておく必要はねえ。周りの店なんかをぶらぶら見て回っているはずだ。だからこそ小森はこう思うに違いない。『もしかしたら夏川も落とせるんじゃないか』と。言っておくが今日の俺は手を抜くつもりはねえからな。言わなくても分かるだろ、みたいな妥協も無しだ。ってなわけで──）

『──ちょうど今で三十分だ姉さん。小森はまだ来てねえか？』

　ワイヤレスイヤホンを装着した夏川雫の耳に弟の声が入ると、

「着いているわけがないじゃない。まだ一時間前よ？　いくらなんでも早過ぎるわ」

　不機嫌面で応答する夏川。彼女が気を悪くするのも無理はなかった。

　なにせ弟の命令は早着だけではないのだから。

　なんと彼女は小森翔太と出かける服装までも指示されていた。

　姉の声音に棘とげを感じ取った砂川は宥なだめるように言う。

『絶対成功させてやるからそんなに怒るなっての。それにまだ来てないならちょうどいい。合流後の第一声はちゃんと覚えてるな？』

「ええ。翔太くんの『ごめん。待った？』に『楽しみだったから一時間半も前に来てしまったわ』でしょう？　翔太くんを待つこと自体はなんら苦ではないけれど、正直に『待った』と言っていいんでしょうね？　普通は『私もいま来たところ』じゃないかしら。一時間半前に着いているだなんて重たい女に思われてしまいそうだわ」

『いや大丈夫だ。それに関しちゃ考えがあるって言っただろ。今回は小森との外出を楽しみにしていたことをアピールする必要がある。意図さえ伝われば後は驚くほど上手うまくいくはずだ』

　イケると思い込みさえすれば小森は積極的になるはずだからな、と心の中で付け加える砂川。

「本当にそんなに上手くいくかしら──って、嘘うそ!?　どうしよう健吾！」

『どうした!?』

「まだ一時間前なのに翔太くんが到着したわ！　いまエスカレーターを上がって来た！」

（早はええな、おい！　俺の読みじゃ早くても三十分先だったが……まあいい。どちらにせよ姉さんを先に待たせておくことは成功した。焦る必要は何もねえ。よし！　作戦開始だ！）

『準備はいいか姉さん。ちゃんと指示した通りに言えばそれでいいからな。頼むぞ』

　小森翔太との距離が近い夏川雫は弟の指示に小さく頷うなずく。

　やがて挨拶を交わす距離にまで近付くと、

「ごめん。もしかして待たせちゃったかな」

　砂川健吾の予測した通りに話しかけられる夏川雫。

　このときの姉弟きようだいの心境は「来たああああぁぁぁぁーっ！」である。

　夏川雫はすかさず台本シナリオの台詞せりふを口にした。

「楽しみだったから一時間半も前に来てしまったわ」

（よっしゃあ！　よく言ったぞ姉さん！　声しか聞き取れねえから小森の様子は確認できないが、きっと手ごたえを感じたはずだ！）

　では、その小森翔太はどんな様子なのか。

　正解は──。

（ダメええええええええええええええええっ!!　それ泉さんに聞かせちゃダメなやつ！　砂川くんのプレゼント選びが楽しみで一時間半も前に待ってたって……もうガチじゃん！　ベタ惚ぼれじゃん！　攻略作戦開始一秒で通信を遮断したいんですけどおおおおおおお!?）

　夏川雫に背を向け悶もだえ苦しんでいた。

　もちろんピンマイクが拾った音声は泉天使の耳にも入っており、

（ぎゃああああああああああああああっ!!　夏川さんの健吾さんに対する想おもいが重い！　重た過ぎるよ！　待ち合わせ場所で一時間以上前から待っているってガチじゃないですか！　ベタ惚れじゃないですか！　外見は冷徹美人のくせに、中身はバリバリの恋する乙女って……卑ひ怯きよう過ぎますよ！　こんなの健吾さんが惚れ込むに決まっているじゃないですか！）

「あの……どうします泉さん。もう通信を中断しましょうか。なんかものすごく心配なんですけど──泉さんの精神が」

　小声で話しかける小森翔太。

『げほっ、げほっ……だっ、大丈夫です。残機を百機ほど持っていかれたに過ぎません。このまま続けましょう。たとえ夏川さんが健吾さんにベタ惚れだとしても翔太さんの良さが後になって分かるようになるかもしれません。今日はその布石にしましょう』

（いや、僕はいい男なんて思っていないから夏川さんに対しても等身大の評価で十分なんだけど。それより泉さんの意識が保てるかどうかの方が心配で──）

「どうかしましたか小森くん」

「──あっ、いや別になんでもないです。なんでも！」

　夏川雫に話しかけられ、慌てた彼は変なテンションで返事をしてしまう。

　砂川健吾の失敗は実に単純明快である。

　小森翔太は誰とも恋愛関係にない、ただの草食系男子にも拘らず三股も可能な男だと思い込んでしまっている点だ。

　一体何がどうなればそのような勘違いができるのか。実に滑稽である。

『仕方ありません。次の台詞に移りましょう。それでは打ち合わせ通り夏川さんの私服を褒めてあげてください』

　泉天使の計画は小森翔太を待ち合わせ時間よりも早く向かわせ、女の子を待たせない紳士的対応をしつつ、私服を褒めさせようというもの。

　奇をてらわずシンプルに攻めようというわけだ。

　しかしこのとき小森翔太は泉天使の指示に戸惑いを隠せなかった。

　夏川雫（の私服）を褒めるのが恥ずかしい、などというピュアな思いからではない。

　小森翔太が思い描いていた夏川雫の私服とは全然違ったものだったからである。

（どっ、どうしよう……泉さんは夏川さんの私服を褒めろって言ってるけど──それを口にしちゃマズい気がする。だって彼女の私服ときたらまさかの──）

　夏川雫を一いち瞥べつした小森翔太は背を向ける。私服を褒めるのはマズいと思ったのだろう。

「あの泉さん……やっぱり私服に触れるのは良くないですよ。やめておきましょう」

　至近距離に夏川雫がいるため、理由を詳しく説明することを躊躇ためらう小森。

　しかし泉天使は彼の進言を出遅れたことによる弱気だと判断！

　視覚情報がないことがここで仇あだとなる。

『弱気になっちゃダメですよ翔太さん！　たしかに待ち合わせに先に着くのには失敗しました。ですが女の子は褒められて悪い気はしません。頑張ってください』

（えぇ……頑張ってと言われても──ああ、もうっ、どうなっても知りませんからね!?）

　これ以上の沈黙は不自然だと思ったのだろうか。

　小森翔太は生唾を飲み込んでから重たい口を開く。

「えっと……よく似合っていますよ夏川さん──」

　ピンマイクが拾った褒め言葉が泉天使の耳に届くや否いなや、

（良く言えました翔太さん！　えらいです！　今度ご褒美に頭を撫なでてあげま──）

　母性がくすぐられる彼女だったが、作戦の成功が勘違いだと気付くのに時間はかからなかった。

　なぜなら小森翔太の言葉はまだ続くからである。

「──そのジャージ」

（ジャージ!?　えっ、ちょっ、ジャージなの夏川さん!?　もしそうなら絶対褒めちゃダメです！　ジャージが似合うと褒められて喜ぶ女の子なんてこの世にいるわけないじゃないですか！　というかなんでジャージ!?　まさか翔太さん相手にならオシャレをする必要がないとでも!?）

　理解が追いつかない泉天使。

　一方、その頃、砂川健吾は『計画通り』と言わんばかりの悪い笑みをこぼしていた。

（けけけ。思った通り。やはり私服に触れて来やがったな。そりゃそうだろ。外見がパーフェクトな夏川雫姉さんがジャージにメガネをかけてんだ。驚きもひときわだろうよ。名付けて《実は夏川雫は隠キャだった!?　こんな姿を見せられるのはあなただけよ作戦》だ。恋愛関係において《二人だけの秘密》ってのは親密度が増す要因だからな。いつも完全無欠の女が世間体のためだけに容姿を盛っていたと小森が認識すれば巻いていたキャベツを脱ぎ捨ててグイグイ迫って来るはず）

[image: ]

『よし。小森が予想通りジャージに触れて来たぞ。次の台詞は分かってるな!?』

　台本シナリオ通りにことが進んでいると錯覚しているのだろう。

　砂川健吾は鼻息を荒くしながら姉に確認する。

（ええ、もちろん覚えてはいるけれど……本当に言ってしまっていいのかしら。健吾の作戦は私が思っていることと全部真逆なのだけれど）

　悩む様子の夏川雫。

　しかし彼女もまた、これ以上の沈黙は不自然だと思ったのだろう。

「勘違いしないでもらえるかしら。私は誰にでもこんな格好を見せているわけじゃないわ。こんな姿を見せられるのは小森くんだけよ」

　この台詞における砂川健吾の思惑は、夏川雫がありのままの姿を見せられるのは小森翔太だけ、という特別な異性アピールである。

　女慣れしている小森翔太ならこの真意を読み取り、俺様系に変貌を遂げるだろう。そう画策していた。

　しかし、前提が違うのである。

　小森翔太は女慣れをしているどころか、異性と付き合ったことのない草食系。

　そんな彼の元に、いつもは完璧な美少女がジャージ姿で現れ、しかも「こんな姿を見せられるのはあなただけ」と告げる。

　彼がどう感じるかなど、火を見るよりも明らかである。

（ぐああああああああああああああああああああああ!!　心がっ！　心が壊れちゃう！　つまり僕ごときがちょっと外見に気を配ったからって、夏川さんにとってはオシャレをするまでもない異性ってことだよね!?　ぐはっ……！　さすがに辛つら過ぎる。何が恥ずかしいって、泉さんにプロデュースしてもらった現在いまの僕なら夏川さんの隣を歩いても多少は様になるんじゃないかと自惚うぬぼれていた点だよね！　いやもうマジウケる！）

　がっくりと頭こうべを垂れ、わなわなと震える小森翔太。

　その様子を見た夏川雫は背を向けて現状を報告する。

「ちょっと……翔太くんが視線を逸そらして小刻みに震えているわよ？　大丈夫なんでしょうね」

　視覚情報がない砂川健吾はその報告に武者震いする。

（さては姉さんを攻略できると確信して笑みをこぼさずにはいられなくなりやがったな？　悟られないよう視線を逸らして身体からだを震わせている──笑っている──のが何より証拠だ！　まあ無理もねえか。パーフェクトヒューマンである夏川雫の意外な一面を自分だけに打ち明けられたんだから。そりゃ嬉うれしさもひときわだよな。それにしてもまさかここまで上手く行くとは。我ながら完璧過ぎて怖え。天才かよ俺）

『大丈夫。万事上手くいってるよ。そりゃ喜びを噛かみ締しめてやがんだ』

（そうかしら。あれはどちらかと言えばショックを受けているように見えるのだけれど）




　　　　☆




　それからしばらくショッピングセンターを見て回る小森翔太と夏川雫。

　プレゼント選びが始まってから二人はたわいもない会話で間をつなぐ。

　しかしトイレ休憩で別れたところで事件が発生。

　先に用を済ませた小森翔太に待っていたのは人生初の──。

「いっ、泉さん！　どっ、どどどどうしましょう!?　やっぱり失礼を承知で逃げた方がいいんでしょうか？」

『逃げちゃダメです翔太さん！　これはむしろチャンスです。余裕のある男を見せつけてやりましょう。いいですか翔太さん。夏川さんが現れたら真っ先に──』

　一方、ハンカチで手を拭いながらお手洗いを後にした夏川雫。

　合流地点に視線を向けるや否や、

「ぎゃああああああああああああああっ!!　健吾っ、健吾ぉっ！」

『どうした姉さん!?』

　トイレ休憩でオフにしていたピンマイクの電源が入った途端、砂川健吾の耳に悲鳴が飛び込んでくる。

　視覚情報を得られない彼にとってそれは驚きと不安を抱かせるのに十分である。

「どっ、どうしよう。翔太くんが、翔太くんが──女子大生に逆ナンされてるうううう！」

『おっ、落ち着けって』

「落ち着いてなんかいられないわよ！　意中の相手が逆ナンされているのよ!?　連れて行かれちゃったらどうするのよ！」

『さすがの俺も逆ナンは想定外だが──これを利用しない手はない。チャンスだ』

「チャンス……？」

『小森の野郎をドキリとさせちまおう。いいか。ここからの手はずだが──』




　　　　☆




　小森翔太と夏川雫は互いに相手を視認する。

　各々がパートナーから出された指示に従おうとした結果、とんでもない逆転現象が起きてしまう。

「あっ、ごめんなさい。彼女が僕の──」「ごめんなさい。彼は私の──」

　美しい黒髪を優雅に靡なびかせながら歩いてくる夏川雫と彼女に歩み寄ろうとする小森翔太。

　もはや砂川健吾と泉天使の使用キャラになりつつある彼女たち。

　小森翔太の逆ナンパという非常事態に下された命令コマンドは──。

『ここからの手はずだが──女子大生から小森を救い出すために壁ドンだ姉さん』

「はあっ!?　かっ、壁ドンってあの壁ドンのことかしら？」

『ああ、そうだ。今はどんな手段で迫ろうとも「ナンパを追い払うため」で言い訳ができる千載一遇のチャンス。ここでやらないでいつやるんだよ？』

「でもそれって男女の役割が逆だと思うのだけれど……」

『だったら姉さんはこのまま小森が女子大生に食われちまってもいいってのか!?』

　姉を鼓舞するため、声音に焦燥を込める砂川健吾。もはや立派な役者である。

「それは嫌！　翔太くんのはじめては全部私のものよ！」

『だったらここで怖おじ気けづいている場合かよ！』

「そっ、そうよね……！」

　弟の𠮟しつ咤た激げき励れいに頷うなずく夏川雫。その様子は目が覚めたと言わんばかりのものだった。

　神が存在するならば、こう思うに違いない。

　こいつらは何をやっとるんだ、と。

　一方、泉天使陣営。

『夏川さんが現れたら真っ先に壁ドンです、翔太さん！』

（はいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!?）

　内心で絶叫する小森翔太。この人は何を言っているんだ、とも。

『千載一遇のチャンスです！　なにせ今なら恋人の振りをしても「ナンパから逃れるため」だったと言い逃れることができるんですから！　出遅れてしまった分、ここで巻き返しましょう！　さすがの夏川さんもカッコ良くなった翔太さんから壁ドンをされたら意識してくれるはずです！』

　泉天使の指示を聞いた小森の脳内に天てん秤びんが浮かび上がる。

　このまま逆ナン続行か、司令塔に従い女子大生から逃げ出すのか。

　より大きく傾いたのは後者！

　よって現場は──。

「──彼女なんです」「──彼氏なんです」

　互いを恋人宣言する小森翔太＆夏川雫。

　しかし、壁に手をつけるのは一人だけ。つまりどちらか一方は壁ドンをされる側に回るということである。それが誰かは言うまでもない。

　夏川雫──ではなく彼女にチカラ負けした小森翔太である！

「えっ、あの……夏川さん!?」

「というわけで他の男を当たってもらえるかしら。彼は私のモノなのよ」

　才能だけはあり余っている夏川雫。

　壁ドンによる恋人役を見事に熱演する。吐と瀉しや物ぶつを見るような視線と声音で威嚇する。

　しかしここで仇あだとなるのがジャージ。

　いつもの完全体なら彼女の放つ威圧に女子大生も怖気づいたことだろう。

　だが、芋っぽいジャージ女に女子大生も気分を害してしまったようで。

「ああん？　なにあんた。私はただ彼と楽しく会話してただけなんですけど。あんまりナメたこと言ってると痛い目みるよ？」

　不良よろしく因縁をつけてくる。

（まっ、まずい……さすがにここは男である僕が前に出ないと。とりあえずちゃんと謝って僕のことを諦めてもらわなくちゃ）

　決心した小森翔太が夏川の前に出ようとした刹那。

『…………壁グイです！　夏川さんに壁グイをしてくださいっ！　翔太さん！』

　なんと彼の耳に新たな指示が飛んでくる。

　ピンマイクが拾った音声から現状を推測した泉天使だ。

　彼女はこの数秒間にこう推理した。

　小森翔太の動揺からおそらく壁ドンは失敗。けれど壁を叩たたく音はした。

　とすると、女子大生からナンパをされて困っている彼を救出するため、夏川雫が小森翔太に壁ドンし、恋人の振りをした。しかし、女子大生は引き下がらなかった、と。

　だからこそ泉天使の次なる命令は壁グイである。

　女子大生のやる気を削そぐため徹底した恋人っぷりを見せつけようと画策したのだ！

「いや、壁グイって正気ですか!?」

　頭こうべを垂れてピンマイクすれすれまで口を近づける小森翔太。

『いいから早くっ！　壁グイしたあとは翔太さんから再び恋人宣言をしてください！』

（ええええええええええええええええええっ!?）

　当然、小森翔太は戸惑いを隠しきれない。

　しかし接近する女子大生と困惑した表情の夏川雫を見て決意する。

（ああっ、もう！　やるしかない！　ここで喧けん嘩かが勃発するよりはマシだ！）

「えっ、ちょっ、ええっ!?　こっ、小森くんっ!?」

「彼女が僕の恋人なんです。お願いです。僕に構わないでもらえますか」

　夏川雫の柔らかい上半身をぎゅっと抱きしめる小森翔太。

　目を><こんなふうに強く閉じている。

　神が存在するならば、こう思うに違いない。

　こいつらは何をやっとるんだ、と。




　　　　＊　小森翔太　＊




「「……」」

　きっ、気まずい……。

　逆ナンパから逃れた僕に待っていたのは重たい沈黙だった。

　正直に言うけど何を話していいのか分からない！

　ナンパされること自体信じられないのに、それを女の子である夏川さんに壁ドンで救出されるという混沌カオスっぷり。何が信じられないって僕の壁グイだよね！

　咄とつ嗟さのことで冷静な判断ができなかったとはいえ、恋人がいる女の子に壁グイって……一体何を考えているんだ僕は!?

　僕たちが白けてしまっているにも拘かかわらず、泉さんは一切指示を出してくれなかった。

　いやいやいや！　こういうときこそ話題の一つや二つ提案して欲しいんだけど！

　僕たちが気まずい空気なのは泉さんが一番よく知っているだろうに！

　彼女の何が悪いって、さっきから『ぷっ……ふふっ』とか『ダメっ……お腹なか痛い』って声を押し殺しつつも笑い声を漏らしていることだよ！

　緊急事態だったとはいえ、あんな指示を出しておいて、その当人が笑いを堪こらえられないってどういうことさ！

「えっと……さっきはありがとうございました。おかげで助かりました。でも急に抱き着かれて怒ってますよね。ごめんなさい」

　さっきから視線を合わせようとしない夏川さんの横顔をチラ見しながら頭を下げる僕。

　彼女は冷徹と呼ぶにふさわしい表情だった。

「大丈夫。小森くんの真意はきちんと理解しているつもりよ。あれは下心から来るものではなく逆ナンから逃れるためだったのでしょう？」

「あっ、はい。それはそうですが……でも正直、僕なんかに抱き着かれて気持ち悪かったですよね？　不快な思いをさせてしまって本当にごめんなさい。深く反省しています」

「気持ち悪い？　とんでもない。むしろお礼を言いたいぐらいよ。ごちそうさま小森くん」

「ごちそうさま!?」

　切って貼ったような笑みを浮かべる夏川さん。その表情を見て僕は確信する。

　これは本気で怒っているときの顔だ！

　本当は不快で不快でたまらなかったのに、それを悟られないよう感情を押し殺しているんだ！　でないと、このぎこちない笑みの説明が付かないよ！

　どっ、どうしよう！　もしも今日のことを砂川健吾くんに打ち明けられようものなら吊つるし上げられるに違いない！




　　　　＊　夏川雫　＊




　愉悦を……愉悦を禁じ得ないんですけどおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！

　えっ、なにさっきのフィーバータイムは!?

　もしかして日頃の行いが良過ぎて、お天道様が私にご褒美を？

　きゃっは。幸せ過ぎて死にそうなんですけど！

　翔太くんに抱き着かれて舞い上がってしまった私はしばらく彼を直視できないでいた。

　そりゃそうよ。さっきから油断したら口元が勝手に緩むもの。

　多幸感でよだれが出そうになった顔なんて見せられるわけないじゃない。

　だからこそ私は湧き出る喜びを噛かみ殺し、作り笑顔で言う。

「気持ち悪い？　とんでもない。むしろお礼を言いたいぐらいよ。ごちそうさま小森くん」

　いっ、いくらなんでも直球過ぎたかしら。

　恋人がいる身で別の男に抱き着かれて喜ぶなんて、自白しているようなものよね？

　実は私はあなたのことが好きですって。

　……しっ、死ぬほど恥ずかしいわ。

　なんにせよさすがの私も認めざるを得ないようね。

　砂川健吾は使えない弟なんかじゃない。神よ！




　　　　＊　砂川健吾　＊




　まさか姉さんに壁ドンされておきながら壁グイだと!?

　思考停止に陥るはずの対応に返し技を放ってくるとは……マジで規格外の男だな小森！

　だがこれで俺の説が正しいことが完全に証明された。間違いねえ。

　小森翔太は草食を装った猛獣。狙った女は逃さない男だ！

　いける──！　これはいけるぞ！

　ここからは第二段階フエイズ。作戦を加速させてやる！

「幸せを噛み締めているところ悪いが次の指示を出すぞ姉さん」

『何なりと申しつけ下さいませ。神』

　誰が神だ、誰が！

　どうやら小森と接触できたのがよっぽど嬉うれしかったようだな。

　あの姉さんが俺を奉るとは……まあいい。これから最高の一夜を過ごさせてやるよ。

「小森をディナーに誘え」




　　　　☆




　ショッピングセンター最上階にある高級レストラン。

　入店を渋る小森翔太を引きずり込んだ夏川雫は夜景を一いち瞥べつし、

「これはプレゼント選びに付き合ってくれたお礼よ。お金のことは心配しなくていいわ」

「いやでも──」

　現状に戸惑いを隠せない小森。それもそのはず。

　つい先ほどまでジャージ姿だった少女がワンピースドレスに着替えているからである。

　国宝級の美少女にエレガントかつセクシーな衣装。まさに鬼に金棒だ。

　老若男女問わず、誰しもが夏川雫に目を奪われていた。

（つい押し切られて高そうなレストランに来てしまったけど……よかったのかな？　結局プレゼントだって決まらなかったのに。そりゃたしかにプレゼントを選んでいるときは楽しそうだったけど、僕が「買わなくてもいいの？」って聞いたときなんか「何で？」みたいな顔をされたあげく「ああ、そういえばそうだったわね」なんて呟つぶやいていたんだよ？　僕の意見なんて全く参考になっていないじゃないか。そんな有様でお礼？　というか──）

　脳内で疑問符を浮かべる小森翔太だが、夏川雫の完全体をチラ見すると、

（──ダメだ！　本気になった夏川さんは別格だ！　これはもう女神の領域じゃないか!?）

　今でこそポンコツぶりを発揮している夏川だが、こと外見においては絶世の美女。

　女に免疫がない草食系男子、小森翔太には刺激が強過ぎたようだ。

（作戦成功。どうやら姉さんの本気に言葉も出ないようだな。ジャージからの漆黒のワンピースドレス。このギャップの威力は凄すさまじいはずだ。なにせ中身は千年に一度の美少女。ど肝を抜かれているに違いねえ。ここからさらに追い込みをかけてやる。まずは──）

　砂川健吾は不敵な笑みを浮かべながら、

『──ここからは本気で小森を落としに行くぞ姉さん。取っておいた殺し文句を使う』

　イヤホンから新たに飛んでくる指示に夏川雫は、

（なっ！　正気!?　そんなの言えるわけないじゃない！　それを告げたら私は家庭よりも仕事を選んだ女になるのよ？）

　マイクの先にいる姉の絶句を感じ取る砂川健吾。

　彼の舌は止まらない。

『驚いて言葉を失うのも無理はねえ。だが俺を信じろ姉さん。この殺し文句は必ず刺さる。今日のデートを思い出してみろ。俺が間違ったことを言ったか？』

　弟の問いに熟考する夏川雫。彼女の中では壁グイによる接触が至福過ぎたのか。

　弟は間違っていなかったと認識した様子。

　やがて彼女は決意する。

「小森くん……一つだけ聞かせてもらえないかしら」

「えっ、あっ、はい。何でしょうか」

　夏川の緊張が感染うつった小森は食事の手を止めて次の言葉を待つ。数秒の沈黙のあと、

「将来は何になりたいの？」

　突然の問いに一瞬戸惑う様子を見せる小森翔太であったが、彼の中で明確な答えがあったのだろう。

「実は僕──」と即答しようとした瞬間。

『ストォォォォップ!!　ストップです翔太さん！　何勝手に即答しようとしているんですか！　さっきの質問は女の子にとってめちゃくちゃ重要なんですからね!?』

　突然の叫び声にビクッと肩を揺らしてしまう小森。

（えっ、重要な質問？）

『いいですか。女の子は家庭を守るため男の子の将来──すなわち経済性を重視する生き物です。つまり夏川さんのお眼鏡めがねに適かなうためには単なる夢を語るのはＮＧなんです！』

　泉天使の鬼気迫る声音に「あっ、はい……」と内心で頷うなずく小森翔太。

（でも僕、公務員ですって言おうとしただけなんだけど……）

　一方、泉天使は頭をフル回転させていた。

（この問いにおける最適解は難しいかも。だって夏川さんって「年収は最低でも二千万円以上の男」とか平気で言いそうなタイプだし。でも翔太さんはバリバリ稼ぐタイプの男の子じゃない──と思う。どちらかと言えば育児に積極的で夫婦円満なタイプ。そもそも夏川さんほどのスペックなら男の子以上に稼げるはず。となれば翔太さんが極振りすべきなのは仕事じゃなくて──）

『夏川さんの質問にはこう答えてください。僕は──』

　泉天使の指示が耳に入る小森。

（ええっ!?　嘘うそでしょ！　いくらなんでもそれはマズいんじゃない？　堂々とそんなこと言ったら引かれてしまうんじゃ……いや、今は女性が活躍する時代だし、その職業の人をバカにするつもりはないけどさ……）

　さらに砂川健吾も脳をフル稼働する。

（小森翔太は女殺し。間違いなくヒモとしての適性がある。一方、夏川雫姉さんはハイスペック美女。将来はバンバン働いて高収入を叩たたき出すだけの才能を持ち合わせている。とくれば小森に刺さる殺し文句は一択。よし。ここで決めてやる！　いくぞ──！）

『今だ姉さん！』『今です翔太さん！』

「私は専業主夫になってくれる男を探しているの」「僕は専業主夫になりたいんです」

（（──えっ？））

　驚くほど息ぴったりで言葉がかぶる夏川雫と小森翔太。

　何を言われたのか理解が追いつかない彼らは頭に疑問符を浮かべていた。

　一方、砂川健吾＆泉天使ペアは、

（（よし！　決まった！））

　遠く離れた先でガッツポーズをしていた。








第七章【ラブホテル】

恋人たちが性行為をするホテル。









　私、夏なつ川かわ雫しずくはあろうことかそこに──翔太くんと来てしまっていた。

　浴室でシャワーを浴び、酔いが覚めた私は絶賛パニック状態だった。

　ええっ!?　なっ、なんで翔しよう太たくんがいる前で……それも磨すりガラスの浴室でシャワーなんか浴びているのよ!?　いくらなんでもヤバ過ぎないかしらこの状況は！

　たっ、たしかに今夜は何があってもいいように勝負下着を穿はいて来ていたわ。アウトレットモールで買ったやつをね。けれど物事には順序ってものがあるでしょう!?

　お湯を浴びて素面しらふに戻った途端、意中の相手とラブホテルに居たとか、さすがの私でも臨機応変にはいかないわよ！

　……でもここに誘ったのは私だし、翔太くんにも期待させてしまっているわよね。

　もし翔太くんが我慢出来なくなって浴室に来ちゃったらどうしよう？　いや、別に嫌ってわけじゃないのよ？

　でもほらっ、そうなったら間違いなく一線を越えることになるでしょう？

　心の準備がまだできていないのよ……。

　私たちがどうしてラブホテルに来てしまったのか。

　それを説明するためには時間を遡る必要があるわ。

　まさか私にあんな弱点があったなんて……だから健けん吾ごはデザートにモンブランを勧めてきたのね？　覚えてなさいよ。帰ったら絞め上げてやるわ。




　　　　＊　小こ森もり翔太　＊




　ラブホテル。恋人たちが愛を確かめ合う施設。

　僕、小森翔太はあろうことかそこに──絶世の美女、夏川さんと来ていた。

　ダメだ。自分で言っておいてなんだけどちょっと意味が分からない。

　一体、僕の身に何が起ころうとしているんだ。

　童貞丸出しで視線を右往左往させる僕。

　薄暗い室内にジャーというお湯が流れる音。漂ってくる石せつ鹸けんの香り。

　浴室は磨りガラスになっていて夏川さんのスタイルがシルエットとして目に飛び込んでくる。五感で捉えるもの全てがラブホテルだと訴えかけてきていた。

「……はっくしゅん」

　うう……寒い。

　びしょ濡ぬれで冷えてしまった僕は鼻をかむためティッシュへと手を伸ばす。

　けれどそれも僕の平常心をガリガリ削り取る結果になってしまう。

　ちょっ、これってもしかして──！

　僕の視界に入ってきたのは避妊具コンドーム。他意なくそれを手に取ってしまった次の瞬間。

「待たせたわね小森くん。今度はあなたがシャワーを……」

　声のする方に振り向けばそこにはバスローブに身を包んだ夏川さんが立っていた。

　彼女の視線はもちろん僕の手である。

「あっ、いやこれは……！」

　なんでだろう。絶体絶命という言葉が頭に浮かんでいた。

　どうして僕たちがラブホテルに来てしまったのか。それを説明するためには時間を遡る必要がある。

　まさか夏川さんにあんな一面があったなんて……。

　早くこの部屋から脱出しないと僕の心臓が持ちそうもないんですけど!?




　　　　☆




　遡ること一時間前。ディナーも終盤を迎え、残すところデザートのみ。

　夏川雫に砂すな川がわ健吾の指示が出た。

『おっと、ちょっと待った姉さん。デザートは何があるんだ？』

（はい？）

　これまでの指示に比べ、どうでもいい質問に声が漏れそうになる夏川雫。

　なにより今は小森翔太と対面で食事中。質問に答えるだけでも一苦労である。

　夏川雫は咳せきをする振りをしながら顔を背後へ。

「……ごほん。モンブランロールかフレッシュフルーツの盛り合わせよ。つまらないことを聞かないでもらえるかしら」

　それを聞いた砂川健吾は思考する。時間にしてコンマ三秒。

（たしか姉さんが入ったレストランには酒を使ったデザートがたくさんあったはず。モンブランロールも例に漏れずだろう。姉さんの体質を利用するのは気が引けるが今日は鬼になってやる）

『よし。モンブランロールにしよう』

（はあっ!?）

　夏川雫の中ではフレッシュフルーツの盛り合わせに傾いていたのか、納得できない様子。

「ちょっと健吾。何でデザートまで指示されなきゃいけないのよ。いくらなんでもおかしいでしょう」

「お客さま、デザートはどちらになさいますか」

　会話に集中していた夏川雫にウェイトレスが訊たずねる。

「えっ、ええーと……それじゃ──」

　咄とつ嗟さのことで逡しゆん巡じゆんしてしまった彼女だが、

「──モンブランロールをお願いできるかしら」

　弟の指示通りに注文してしまう。

　砂川健吾の思惑は実に単純明快。小森翔太に夏川雫の介抱をさせようというもの。

　というのも夏川雫はアルコールに対する耐性がなく、酔うと手に負えなくなってしまう。

　それを小学生のときに経験した砂川健吾とその両親は彼女には決してアルコールを摂取させないという協定を結んだほどである。

　やがて夏川雫がモンブランロールを口にすると、

「……ひっく」

「えっと……夏川さん？」

「あれぇ～、どうして翔太きゅんが……そっか私たち結婚したんりゃっけ？」

「!?」『!?』

　突然の幼児化に戸惑いを隠しきれない様子の小森翔太＆泉いずみ天てん使し。

『ちょっと、急にどうしたんですか!?　夏川さんの様子がおかしくなってませんか!?』

「いや、僕に聞かれても……モンブランロールを口にした途端、急に様子が──」

　言いかけた途中で小森にアルコールの匂いが漂ってくる。

　モンブランロールに顔を近付け、手で煽あおぐように嗅ぐと、

「ええっと……泉さん？」

『どうしました？』

「酔っ払った女の子ってどうやって介抱するんですか？」

『はあっ!?　まさかケーキに含まれるアルコールで酔っ払ったんですか!?　お持ち帰りのチャンスじゃないですか！』

「勘弁してくださいって……」

　額に手をやり辟へき易えきする小森翔太。

「どうしたの翔太きゅん？　もしかして具合わりゅいの？　チューしてあげようか？」

　そんな彼を覗のぞき込んでくる夏川雫。

　頬ほおが紅潮し、幼児化した美少女を前にした小森翔太は内心で吠ほえる。

（この人には絶対アルコールを飲ませちゃダメだ！　こんな姿を見せられたら意識しないわけにはいかないよ！）




　　　　☆




「もう歩けにゃーい。おんぶして翔太きゅん♡」

「しっかりしてくださいって。もう少しで駅ですから」

　レストランを出た僕は泥酔した夏川さんを介抱しながら駅に向かっていた。

　夏川さんの足元はおぼつかず、体重のほとんどを僕に預けてくる。腕を中心に広がる柔らかい感触が幸福過ぎる。

　まさかモンブランロールに含まれるアルコールでここまで酔っ払うなんて……下戸にもほどがないかな。彼女の将来がとてつもなく不安だ。

　余談だけれど僕たちがディナーをしている間、どうやら大雨が降っていたらしい。

　至るところに大きな水たまりができていた。

　おかげで地面が滑りやすく、千鳥足の夏川さんの介抱は困難を極めることに。

「ねえ見て見て翔太きゅん！　お城だぁー！」

　えっ？　この辺りにお城なんかあったっけ？

　そう思いながら夏川さんが指差す先に視線を向けてみる。そこにあったのはピンク色のライトで照らされた──、




　──ラブホテルだった。




　あれ？　ちょっと待って！　もしかしてこの通りって……。

　嫌な気がジワジワと背筋を這はい上がってくる。恐る恐る周りを見回してみる僕。

　気が付けば僕たちはラブホテル街に迷い込んでいた。

　たぶん夏川さんがあちこち歩き回るもんだから、知らない内に来てしまったんだろうけど……いけない。これはいけないよ！　早くこの通りを抜けなくちゃ……！

　そんな焦りから僕はとんでもない失態をやらかしてしまう。

　夏川さんの脚に足を取られ、盛大に転こけてしまったのだ。

　倒れる際、夏川さんを手放したものの、なんと彼女は僕に抱き着き、二人とも水たまりにダイブ！

　おかげで全身びしょ濡れ。しかも盛大に転んだあげく、イヤホンマイクも水没して機能が停止してしまう。携帯の本体も電源が入らない事態だ。

　物損だけならまだ良かった。買い換えれば済む話だから。

　けど一番の問題は──、

「はっくちゅん」

　露出が多めのワンピースドレスということもあり、夏川さんの身体からだが冷えてしまった様子。美しい髪も頬にくっ付いてしまっている。

　二、三回くしゃみをした後、暖を取るように抱き着いてきた。

「夏川さん!?」

「らって寒いんだもん。翔太きゅんあったかーい。ずっとこうしてていい？」

　ラブホテル街で泥酔したワンピースドレスの美少女に抱き着かれているという非常事態。

　控えめに言ってやばい！　もしもこんなところを砂川くんに目撃されてしまったら……。

「だっ、ダメですよ！　これじゃ歩けないじゃないですか！」

「ええー。翔太きゅんが濡らしたくせに」

　それを言われると返す言葉がないけれども！

「じゃあさ……翔太きゅんから離れる代わりに温かいところに連れてってよ。しずく、あのお城に行きたいー！」

「いや……あれは──」

「やだやだー。連れて行ってくれないならこのまま離れないもん……はっくちゅん」

　気が付けば夏川さんの全身は小刻みに震え出していた。

　女の子の体温は男に比べて低い。しかも露出の多い服でびしょ濡れなんだから、そりゃ寒いよね？

　元はと言えば僕がドジを踏んで転んでしまったことが原因だし……このまま夏川さんに風邪を引かせるわけにはいかない。

　ああっ、もう！　なんて日だ！

　僕は人生で最も葛藤した末、夏川さんの暖を取ることを最優先することにした。

　そういうわけで僕たちがラブホテルに足を踏み入れてしまった理由については理解してもらえたと思う。

　暖を取るためだったとはいえ軽率な行動だよね。言い訳はしない。悪いのは幼児化した夏川さんの駄だ々だを断りきれなかった僕の意思の弱さだ。父親になったとき娘に厳しくできる自信がないよ。

　さて、全く落ち着かない僕は気が付けば部屋の大半を占めるダブルベッドに腰かけ貧乏ゆすりをしていた。

　仕方ないじゃん！　五感で捉えた情報全てが僕の平常心を削り取っていくんだから！

　まず何と言ってもシャワーだよね。絶えず耳に入るジャーという音が蠱こ惑わく的てきだ。

　僕を惑わせる情報はそれだけじゃない。浴室から漏れてくる石せつ鹸けんの甘い匂いもだ。これが鼻に幸せ過ぎる！

　さらに部屋を見渡せば薄暗い照明に大きなダブルベッド。枕元に置かれたティッシュ。

　そして何より──、




「──っ！」




　何気なしに浴室へと視線が吸い寄せられてしまう僕。

　そこにはボディラインが磨すりガラス越しにシルエットとして映り込んでいる。

　まさに淫いん靡びの一言。ゴクリと生唾を飲み込む音が鳴り響いてしまう。

　磨りガラスから急いで目を引き剥はがすものの、僕の心臓はバクバクと拍動が激しくなる。

　目と鼻の先に高たか嶺ねの花はなである夏川さんが裸でシャワーを浴びているという現実に鼻息が荒くなる。

　おっ、……落ち着け僕！　静まれ心臓！

　夏川さんには砂川健吾くんという恋人がいるんだよ!?　ここで変な気を起こすわけにはいかないでしょうが！　このバカチンが！

「……はっくしゅん」

　うう……寒い。

　身体が冷えた僕は鼻をかむためティッシュへと手を伸ばす。

　するとそこにあったとんでもないものが目に飛び込んでくる。

　落ち着かない気分を紛らすためにそれを手に取った瞬間──、

「待たせたわね小森くん。今度はあなたがシャワーを……」

　なんとタイミング悪く夏川さんが浴室から出て来てしまう。

　それも僕が避妊具コンドームを手にしたタイミングで。

「あっ、いやこれは……！」

　とっさに避妊具コンドームを後ろに回し弁明しようとするものの、今度は視界に飛び込んできた夏川さんの姿に絶句してしまう。

　そこにいたのは水も滴るいい女。バスローブをまとっただけの美少女がいた。

　まだ乾ききっていない髪はさっきまでシャワーを浴びていたことを証明している。

「……とりあえず座ったら？」

　僕が絶賛テンパっているのにも拘かかわらず、夏川さんはどこか落ち着いた様子。

　シャワーで酔いが覚めたのか、いつものクールな性格に戻っていた。

　……なんだ。焦っているのは僕だけか。

　あまりに非現実だったから取り乱していたけれど、夏川さんが冷静なら大丈夫かな。

　夏川さんはダブルベッドに腰掛け、僕に座るようベッドを叩たたく。

　僭せん越えつながら彼女の言う通りにしたわけだけれど。

　……うっ。やばい。めちゃくちゃいい匂いがするんだけど！

　全身から漂う石鹸の残り香にやっぱり困惑してしまう。

　チラリと視線を夏川さんに向けると艶を帯びた黒髪を挟むように水分を拭き取っていた。

　その動作は非モテの僕にとって刺激的で鼻血を吹き出してしまいそうだ。

「……今日は楽しかったわ。改めてお礼を言わせてもらうわ。ありがとう」

　夏川さんはそう言って僕の肩に身体を預け──温かい体温が柔らかい感触と共に流れ込んでくる。

　ええっ、ちょっ、ええっ!?　なんかもう場所といい、環境といい、雰囲気といい……当然行き着く結末ゴール一直線な気がするんですけど!?

　マジで何これ!?　まさかのハニートラップ!?　もしかして試されているの!?

「あの夏川さん……？」

「……実は私、彼とは上手く行っていないの」

　んん!?　もしかしてまだ酔いが覚めてなかった!?　こんな台詞せりふが出るってことは正常な判断ができていないってことだよね!?

　おっ、落ち着け！　今この場で一番しっかりしないといけないのは僕だ！

　とにかくこの場から一秒でも早く退出すべきだと本能が告げてくるなか、夏川さんは豊満な胸を僕の腕で歪ゆがませながら抱き着いてくる。

　あかん。これあかんやつや。

　思わず関西人になってしまうほどには混乱してしまう僕であった。




　　　　＊　小森翔太＆夏川雫　＊




　夏川雫の胸は早鐘を打っていた。無理もない。意中の相手とラブホテルにいるのだ。それもバスローブをまとっただけの姿で。意識をするなという方が無む茶ちやである。

　そんな彼女は弟との作戦会議を思い出していた。

「いいか、姉さん。作戦通り、小森と良い感じの雰囲気になったら、俺たちの関係が上手く行っていないことをアピールするんだ」

「……そんなことを打ち明けて大丈夫かしら。仮にも私は彼氏持ちの女よ？　ビッチだと思われるんじゃないかしら？」

「安心しろ。小森は俺たちが思っているよりもずっと肉食系だ。桜さくらノの宮みや高校で俺たちの関係を見せつけたとき、あいつが嫉妬しているところを見ただろ。だからこそ砂川健吾彼氏との不仲アピールは必ず刺さる。チャンスだと思ってアタックしてくるに違いない」

「たしかに嫉妬しているようには見えたけれど……」

「対外的に俺と姉さんは恋人だ。どうしたって小森が砂川健吾俺から夏川雫姉さんを略奪する過程は避けられねえ。だが俺たちは姉弟きようだい。いつでも別れられる。もちろんそれで小森の姉さんに対する印象が悪くなるのは本末転倒だ。だからそれを避けるため俺を悪役にしろ」

　弟の助言を反はん芻すうした夏川は深呼吸すると、

「……実は私、彼とは上手く行っていないの」

（この台詞が卑ひ怯きようなことは百も承知。けれど翔太くんが健吾が私の彼氏だと思い込んでいる以上、これしか方法が無いことも事実。あとは翔太くんの反応次第ね）

　超特大の爆弾を手渡される小森翔太。場所が場所だけに困惑も大きかったようで、

（どっ……どうしよう!?　これって絶対に聞いちゃいけないやつだよね!?　復縁したとはいえ、一度は別れかけた仲。そのとき出来た溝は大きかったのかもしれない。だからこそ軽はずみな言動はご法度だ。というか、一歩間違えたら泥沼の愛憎劇だもん！　そもそも夏川さんは砂川くんに二股されていることを知っているんだろうか。気になるけど聞くわけにもいかないし。まして別れた方がいいかも、なんて伝えることだけは絶対にダメだ。この状況でそれを口にしたら完全に間男じゃん！　寝取られる側ならいざ知らず、まさかの寝取る側!?　冴さえないこの僕が!?）

　言葉を慎重に選び出そうとする小森に対し、夏川は続ける。

「下着屋で会ったでしょう？」

「えっ……うん」

「実はあれ健吾に強要されていたのよ」

「強要された!?」

「俺と付き合いたかったら俺好みの下着を穿はけってね」

（なっ、ななな……!?　だっ、ダメだ！　恋愛経験のない僕に扱える相談じゃないぞ！）

「たぶん私のことなんて何とも思ってないんじゃないかしら。小森くんはどう思う？」

（どう思うって言われても……！）

　いよいよ意見を求められ、言葉に詰まってしまう小森翔太。彼の処理能力を上回る質問だったのか、目には渦が巻いている。

「小森くんの意見が聞きたいの」

　痺しびれを切らした夏川は上目遣いで詰め寄っていく。訴えかけるような視線を感じ取った小森はいよいよ重たい口を開き、

「それじゃあ──」

（それじゃあ!?　ええっ!?　このあと続く言葉なんて「僕と付き合いませんか？」よね!?　うそっ!?　まさかラブホテルここで告白されちゃう!?）

　結末を妄想した夏川の鼓動が加速する。胸に手を当て、ゆっくりと瞼まぶたを閉じる。心なしか唇が突き出ていたかもしれない。

　しかしこのタイミングで意外な展開が待っていた。なんとショートしたはずの小森の携帯から着信音が鳴り響いたのである。

「わっ!!」

　張り詰めた空気が一転し着信に驚く小森。今の彼にとって福音に聞こえたかもしれない。

　──液晶画面を確認するまでは。

（おかしいな……水没してショートしていたはずなんだけど……いつの間に直ったんだろう？　というかすごいタイミングだ。まさか「僕と友達になりませんか？」って提案する直前に着信があるなんて。今の夏川さんは冷静な判断ができなくなっているんじゃないかな。大好きな砂川くんに振られて、復縁して……でもやっぱり互いの想おもいはすれ違い始めていて……どうしていいか分からなくなっているんだと思う。だから夏川さんさえ良ければいつでも相談に乗るつもりなんだけど……一体誰からの着信だろう？　時と場所だけに冷や汗が止まらないよ）

　夏川からすれば最悪のタイミング。やはり怒りが煮えたぎっているのか、目には涙を浮かべ、紅潮した頬ほおは膨らんでいる。

（夏川さんがすっごい恨めしそうに睨にらんでくるんだけど!?　そりゃ話の途中ではあったけどさ、着信は不可抗力じゃん……って、嘘うそでしょ!?）

　ようやく小森はディスプレイに映し出された発信先を視認する。そこに表示されていたのは──繭姉の二文字。

　小森翔太の顔が一瞬で真っ青になる。

（マズい！　これはマズいよ!?　いや、繭まゆ姉は恋人じゃないし、やましいことは一切ないけれど！　でもバスローブ姿の夏川さんと一緒にラブホテルにいるなんてことがバレたら……おっと、想像しただけで悪寒が！）

　夏川は携帯を手に取った小森の異変をすぐに感じ取る。

（あれ……？　急にどうしたのかしら。突然、顔色が悪く──って、まさか発信者って高たか嶺みねさん!?　だとしたら翔太くんが気まずそうなのも頷うなずけるわ。だって彼女がいながら私とラブホテルにいるんだから。でもね翔太くん、その反応は私の嫉妬を買うわよ）

「鳴っているわよ。早く出てあげたら？」

（夏川さんが急に不機嫌に!?　いくらなんでも感情がコロコロ変わり過ぎじゃないかな？　女の子の機嫌が山の天気より変わるのって本当だったんだ！）

「ええっと……電話はいいかな。それよりさっきの話だけれど──」

「──出なさい」

「はい。それじゃ失礼して」

《氷ひよう殺さつ姫》と呼ばれる夏川の鋭い声音と冷気。そんなものを当てられた小森が断りきれるはずもなかった。

『もう。電話しても全然取ってくれないから心配したよぉ、翔ちゃん』

「えっ？　何度か連絡してくれてたの？　繭姉」

『うん。さっきまで電源落としてたでしょ。怪しいなぁ。何してたの？』

「なっ、ナニもしてないよ!?」

（おいおいなにをそんなに焦ってんだ……もしかして男にとってイケないタイミングだったか？）

　声が裏返った返答に思案する高嶺。何事かと推理していると、




「ひゃあっ!!」




　小森翔太は悲鳴を上げてしまう。

　疎外感を覚えた夏川が小森の太ももをさすり始めたからだ。それは好きな子の気を引こうと悪戯いたずらする少年のようである。

『えっ、何!?　どうしたの!?』

　突然の悲鳴に驚く高嶺。通話先の光景など知る由もない。

（ちょっ、いきなり太ももを撫なでてくるとか正気ですか!?　こちとら通話中ですけど!?）

（ダメだわ。翔太くんに恋人高嶺さんがいることを自覚した途端、彼を独り占めにしたい欲望が抑えられない。だからこんな悪戯をしてしまうのね）

「なっ、なんでもないよ繭姉……ちょっと電波が悪くてさ」

『ふーん。じゃあさ、今どこにいるの？』

「ショッピングセンターの近くだけど……」

『実は翔ちゃんに話しておきたいことがあるんだ』

「話したいこと……？」

『うん。だからこのあと会えないかな？』

「じゃあ──」

　どこかで落ち合おう、小森がそう告げようとしたとき、

「──はうん！」

　再び桃色の吐息が漏れてしまう。夏川が彼の耳に息を吐きかけたのだ。

（いくらなんでも悪戯が過ぎますよ夏川さん！　さっきから怒ってますオーラ全開じゃないですか。まっ、まさか……！　話を遮られたことにそこまで腹を立てて!?）

　涙目になる小森。視線で「勘弁してください」と訴えかけるものの、夏川は「シーッ」と指を立て、冷たい表情である。

　よもや彼女の悪戯が嫉妬から来ているなど知る由もない。

（いや、「シーッ」じゃなくて!!　さっきから背徳感に圧おし潰つぶされてしまいそうなんですって！　恋人と通話している状況で、扇情的な恰かつ好こうの美少女から太ももを撫でられるって意味不明ですからね!?　何この特殊プレイ！　しかもここラブホテルだよ!?　なにこれ!?　いつの間に僕は成人向けの同人誌に足を踏み入れたんだ!?）

『ねえ……もしかして今誰かと一緒なの？』

（ほら、繭姉が勘づいちゃったじゃないか！　えーと、どうしよう!?　どう答えるのが正解なの？　さすがに夏川さんの名前を出すわけにはいかないし……）

　まるで浮気を疑われているような質問に動揺を隠しきれない小森。思考がまとまらない。

『もしかして夏川さん？』

「チガウヨ！　一人だヨ!?」

　図星に慌てて否定する小森。夏川からすれば必死に隠し通そうとしているように見えたらしい。彼女の目は笑っていなかった。

（なによ。そこまで必死に隠そうとしなくてもいいじゃない。そんなに私と一緒にいることを高嶺さんに知られたくないのかしら……さすがにムカつくのだけれど）

　小森の一連の言動を「夏川と一緒だということが高嶺にバレないようにしたい」と捉えた夏川は嫉妬と悔しさを抑えきれずにとうとう爆弾発言をしてしまう。

「ラブホテルの浴室って磨りガラスなのね！」

（ワッツ!?　それをいま大声で言う必要ってあります!?　まるで繭姉に聞かせようとしているみたい……って、それが目的!?　えっ、ええ!?　そんなことして夏川さんに何のメリットがあるのさ!?　むしろマイナスでしかないと思うんだけど！）

　一方、高嶺。さすがの彼女も耳に入ってきた単語ワードは想定外だったようで、

（今の声……夏川か!?　まさかあの女あま、宣告通り私から小森を寝取る略奪するつもりかよ!?　泥沼の愛憎劇かっての！　冗談じゃねえ。小森は──小森は私のモノだぞ！）

　高嶺繭まゆ香かにとって小森翔太は平凡な少年であった。

　しかし、彼と過ごすうちに──とりわけアウトレットモールでの一件は彼を異性として意識するのに十分な出来事であった。

　ゆえに高嶺繭香は小森翔太に告白することを決意していた。小森への架電は想いを伝えるべく、会う約束をするためだったのだ。

　そんな思惑など知る由もない夏川。暴走が止まらない。

「小森くんが構ってくれないから退屈だわ。テレビでも付けようかしら」

（ええっ!?　通話させたくせに構ってもらえず拗すねるって鬼畜過ぎません!?　まっ、まぁ……テレビなら音声が漏れても怪しまれないし、夏川さんが退屈しないで済みますけど）

　夏川の行動を制止することもなく、容認する小森。

　しかし彼が後悔するのに一秒としてかからなかった。

　なぜならテレビの電源を入れるや否いなや、




『あんっ、あん、ダメッ！』




　──アダルトビデオＡＶが映し出されたからである。

　室内に響き渡る喘あえぎ声。それも大音量ときた。

『まさか本当にラブホテルなの!?　というか何見てるの翔ちゃん!?』

「こっ、これはその、違うんだよ繭姉！　お願いだから弁明させてもらえる!?　そもそもラブホテルにいるのには深いわけが──って、あれ？　もしもし？　もしもし繭姉!?」

　電話の先に人の気配が無くなった小森はすぐに携帯の異変に気が付いた。

　ディスプレイに何も映し出されていないのである。まるで小森翔太の未来を表しているかのように真っ黒。一時的に復活したバッテリーが切れたのだ。

「ええええっー、嘘でしょ!?　ここで!?　この最悪のタイミングで切れる!?　ちょっ、最悪だよ！　これもう絶対言い逃れできないやつじゃん!?」

　頭こうべを垂れて、ため息をこぼす小森。不運に落ち込んでいる様子。

　それを見た夏川は、

「えっと……ごめんなさい？」

「どうして疑問形なんですか……誤解はちゃんと解いてもらいますからね！」

「嫌よ」

「なんでですか!?」

「ふんっ。嫌なものは嫌だからよ」

　そっぽを向く夏川。

　しかし、ふるまいとは対照的に自己嫌悪もしていたようで、

（とはいえ、恋人と電話しているときに悪戯なんて──嫌な女よね。翔太くんが私より高嶺さんを好きになるのも当然かしら。あーもうっ、翔太くんを好きになってからどうしていいのか分からないのよ！）

　気が付けば彼女の目は潤み始めていた。しょんぼり、という擬音がぴったりである。

（さすがに文句の一つでも言おうと思ってたのに今度は落ち込んでいる!?　ちょっ、感情の起伏が激し過ぎるよ！　それだけ砂川くんのことで思い悩んでいるってことだよね？　だったら僕が不機嫌になっても仕方ないか。ここですべきことは怒ることじゃなくて励ますことなんだから）

「……はぁ。それでさっきの話に戻りますけど」

　小森の言葉に肩を落としていた夏川の身体からだが震える。

（「それじゃあ──」の続きよね。告白かもしれないと思い込んでいたけれど、たぶん絶交を告げられる……のよね？　ダメだ。翔太くんの顔を見れない。泣いてしまいそうだわ）

「僕と──」

　夏川は下唇を噛かみ、なんとか涙を堪こらえる。身体は小刻みに震えていた。

　終わりを告げられることを覚悟したであろう、そのとき、




「──友達になりませんか？」




「えっ？」

　思わず顔を上げる夏川。何を言われたのか分からない、そんな表情だ。

「……実は僕、見てしまったんです。夏川さんがその……砂川くんに振られて泣き叫んでいるところを。あっ、覗のぞき見みなんて気持ち悪いですよね。それに関しては申し開きもないです。ただ、今の夏川さんは混乱して感情の整理が追い付いていないと思うんです。だから『小森でいいや』みたいな自暴自棄にならないで欲しいんです。何ができるかは分かりませんけど、友達として相談に乗りますから」

（健吾に振られて泣いているところを目撃した？　一体何を言って…………ハッ、そういうこと！　ちっ、違うのよ！　あの日泣いていたのは小森くん、あなたと別れるのが嫌だったからで……いや、今さらそんなことはどうでもいいわ。だって──）

「……やっぱり嫌だわ」

「嫌？　嫌って何がです？」

「小森くんが高嶺さんと話しているところを見るのがよ」

「はい？」

（僕と友達になりませんか、ね。私が恋人と上手うまく行っていないことを心配してくれたのだろうけれど……とんだ殺し文句だわ。だって私のことを大切に想おもってくれているからこそ出る言葉じゃない。おかげで自分の想いを再認識させられたじゃない。私は──私は小森君のことが──）

「小森くんの友達だなんてまっぴらごめんだわ」

「……そうですか」

　夏川の拒絶にがっくりと肩を落とす小森。よもや次の瞬間、

[image: ]







「──だってこんなにもあなたのことが好きなんだから」







　告白されることなど誰が想像できただろうか。


（了）










あとがき









　初めまして、もしくはご無沙汰しております。急川イソガワ回マワレです。

　私はあとがきが苦手でして、下手をすると本文よりも頭を悩ませております。

　ですので、magako 様が描いてくださった表紙絵の夏なつ川かわ雫しずくがどれだけ魅力的であるかをこの場で説明申し上げます。

　萌もえ袖と唇に注目した私がその素晴しさを言語化しようとキーボードを打鍵し始めたところ、気が付けば百枚を超える感想文、もとい論文が完成しました。

　もちろんあとがきには枚数制限というものがございます。私は焦りました。

　ページ数が全然足りない！　97ページも足りないぞ！

　おもわず「くそっ、やられた」と頭を抱えました。まるでＬに先手を取られた月ライトくんのように。

　しかし、私は諦めません。諦めたらそこで試合終了です。

　艶のある唇、これぞ女子高生と叫びたくなる萌え袖、なにより意中の異性に話しかけたいのに、あと少しの勇気が出ない雰囲気。

　このイラスト一枚から感じ取れる情報は無限にあります。

　私は担当編集者に相談しました。

　本文を削ってこの表紙絵の素晴しさを語るべきだと。この表紙絵を語らずしてなんとするか。万死に値する！

　強いて私の感想文、もとい論文をあとがきに掲載すべきではないか。たとえそれで本文を削ることになろうとも。そう相談を持ち掛けました。

　担当編集者は表紙絵が素晴しいことに共感しつつ、答えます。

「まともなあとがきを書いてこい」

　私は泣く泣く百枚以上の感想文、もとい論文を削除することになりました。

　間違っていたのは俺じゃない。世界の方だ！

　……すみません。調子に乗り過ぎました。




　さて、突然ですが、私のペンネームの由来をご存知でしょうか（知らねえよ！）。

　お気付きの方もおられると思いますが、急川回レは〝急がば回れ〟から取りました。

　早く着きたいなら、危険な近道より遠くても確実な方法・道を選んだ方が早く目的を達することができるという意味です。

　読者様ならこのことわざを耳にタコができるまでヒロインに伝えたいことでしょう。

　作者の学生時代を思い返してみますと、意中の異性と恋人になることは幸せなことですが、恋人になるまでの、あのもどかしい、甘酸っぱい時間も楽しかったと思うのです。

　あっ、いやっ、作者は高校三年間で彼女の一人も作れなかったんですけど。

　付き合うまでが楽しい云うん々ぬんは当時の後輩から聞いた話なんですけども！

　でもたしかにそうかもしれないな、と思ったわけです。なぜか。当時彼女もいなかったのに！

　本作はすれ違い、交錯のオンパレードです。

　読者の皆様に主人公とヒロインが結ばれるまでの、あのもどかしい甘酸っぱい時間を楽しんでいただきたく、この作品が生まれました。

　まあ、本作の登場人物たちは甘酸っぱいどころか涙の味しかしないと思いますが。




　では、謝辞です。イラストを担当してくださった magako 様。本当に素晴しいイラストをありがとうございます。表紙絵を拝見した瞬間、私の中でセカンドインパクトが発生しました。完成度の高さに意識を失うところでした。

　担当編集者のＨ様。再び私の手を取っての刊行、改めて深くお礼申し上げます。機会があればぜひ飲みに連れて行ってください。楽しみにしております。

　そして、刊行に携わっていただいた全ての方に心から感謝いたします。

　それでは、近いうちに皆様と再会できることを願いながら。





２０２０年９月　急川　回レ
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